
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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其そは、雲海の狭はざ間まに浮かぶ白はく銀ぎんの城じよう塞さい。

あらゆる罪と、あらゆる過あやまちの結けつ節せつ点てん。

過去と現在を結ぶ、果てない道の狭間に──

真実に至る回かい廊ろうの扉とびらが、開かれる。









　　　第零章　回想録　～a will～







『西せい暦れき二一八八年十二月二十五日、十四時十六分、記き録ろく』




　どんな言葉でこの文章を始めれば良いか、二日程考えた。

　何しろ、私はこれまで『遺い書しよ』という物を書いた事が無い。

「この手紙をあなたが読むとき、私はすでにこの世に……」などと月並みな定型句を記せば収まりが良いのかも知れないが、そういう思考は私らしくない。借り物の発想ではなく自分の発想。数学者たるもの、人生のいかなる場面においても常に独自の方法を模も索さくすべきだと思う。

　だから、私はやはり、この生しよう涯がい最後の手紙を自分の言葉で始める事にする。

　──そう遠くない未来にこれを読むであろう、ディスプレイの向こうのあなた。

　おそらくは、初めまして。万に一つの偶ぐう然ぜんが重なったなら、お久しぶり。

　こんな遠いところまでようこそ、と、ともかく歓かん迎げいさせて欲しい。すでに理解していると思うが、ここは世界から隔かく絶ぜつされた空の城じよう塞さい。『大気制せい御ぎよ衛えい星せい暴ぼう走そう事故』と呼ばれるあの出来事によって地上から切り取られた、現在の地球の状況を生み出した全すべての元げん凶きようの一つ。

　そこにたどり着く人がいるという事は、私が地上に残した仕掛けが正しく機き能のうしたということ。

　それを喜ばしく思うべきなのだろうと、私は今、ベッドの上で一人ひとり、考えている。

　ここに来る半年程前から患わずらっていた悪性の内ない臓ぞう腫しゆ瘍ようは、腸から他ほかの臓器へと順じゆん調ちように転移を繰くり返し、数日前の自己診断でとうとう肺にまで到達した。二十一世紀中なか頃ごろまで『癌がん』と呼ばれていたその病やまいは本来なら遺伝子操そう作さによって容た易やすく完治するはずの物だったが、戦後の混乱期でまともな検査を受けられなかった事が災わざわいした。自覚症状が耐たえ難がたいレベルにまで進行し、気を失って医師のもとに担ぎ込まれたときには手遅れ。生命維い持じ漕そうと医い療りようプラントを用いた治療でも手の施しようが無かった。

　それでも、どこか適当なシティの庇ひ護ごを求めれば、病に冒された臓器を全て人工培養品と取り替えて生き続ける事も可能だった。

　どうしてその道を選ばなかったのかと問われれば、それは……

　いや、その理由は、ここでは書かない。

　この手紙を最後まで読んでもらえれば、自おのずと理解してもらえるはずだ。

　地上から持ち込んだ治療薬は、最後の一つを先程使い果たした。病の進行をほんの少し遅らせるだけの気休めのような薬だったが、半年も生き長らえたのだから奇跡と言うべきだろう。

　が、それも、後数時間もすれば終わり。

　鉛なまり色いろの雲に閉ざされたこの空の上で、私は、短い生しよう涯がいを終える。

　悔いが無いなどとは到底言えないが、出来る限りの事はしたつもりだ。機き械かいの助けを借りなければ呼吸もままならない身体からだに成り果ててはしまったが、少なくともやり残した仕事だけは片付ける事が出来た。

　私が今日きようまで見てきた世界の真実。

　あの遠い日──西せい暦れき二一七七年のフリードリッヒ・ガウス記念研究所で始まった物語の一切が、この手紙には記き録ろくされている。

　長く、そして悲しい物語だ。書き記された真実の幾つかは今の世界にとって──魔ま法ほう士しを踏み台にして生き長らえる道を選んだ人類にとって都合が悪い物だろう。マザーシステムを運営するシティの為い政せい者しや達はこの真実が引き起こす混乱を恐れ、何もかもを闇やみに葬ほうむり去ろうとするに違いない。

　だから、私は、全すべての記録をここに隠す。

　誰だれかが、この世界にあってなお『大気制せい御ぎよ衛えい星せい暴ぼう走そう事故の真相』を求める誰かが、私が地上に残してきた手がかりの断片を繋つなぎ合わせてこの場所にたどり着く日まで、全ての真実をこの空の上に眠らせておこうと思う。

　その日が来る事を私は本当に望んでいるのか。あるいは、心の奥底ではそんな日が永久に来なければいいと願ねがっているのか。地上を離はなれた日から抱いてきたその問いの解は、今でも見つからない。滅びに向かう世界にこれ以上の争いの種を振りまいてどうするのか、今さらそんな真実を暴あばいたところで何になるのか、そう考える自分も、心の中には確たしかにいる。

　だが、それでも私はここに、真実を残そうと思う。

　あの日、世界の中心にいた三人の科学者の一人ひとりとして、私は私の知りうる限りを誰かに伝える義務があると思う。

　……自己紹介が遅れた。

　私は、歴史の流れに取り残された亡ぼう霊れい。

　己おのれの罪に背を向けて逃げ出した、卑ひ怯きような敗残者。

　全てを知り、世界を救える立場にありながら、誰一人救えなかった愚おろか者もの。




　アルフレッド・ウィッテン。




　それが、私の名だ。






　　　第一章　薄氷の海域　～Over the arctic ocean～







　演算機き関かんの低い駆く動どう音おんが、鉛なまり色いろの空に重苦しく響ひびいた。

　巻き起こる風が凍こごえた大気を震ふるわせ、雲の天てん蓋がいを揺らめかせた。

　強化プラスチックの窓に四角く切り取られた視界の向こう、全長五〇〇メートルを上回る巨大な船体が悠然と空を漂う。暗あん灰かい色しよくの装甲に青い装飾を施された方形のシルエットが闇やみ色いろの世界にいっそう濃こい影かげを落とし、舞まい落ちる吹雪ふぶきのヴェールをことごとく弾はじく。

　その周囲には二十近い小型艦かん艇ていが飛び交い、自らの放つ管制灯の緑光の中に流りゆう線せん型けいの機き影えいを浮かび上がらせる。緩ゆるやかな円軌道を描いて浮遊する小型艦艇のさらに外側には数百の軍用フライヤーが飛び交い、舞い踊るように旋せん回かいを繰くり返している。

　高度八〇〇〇メートルの空に球形の防ぼう御ぎよ陣じんを敷しいた、一個大隊の航空戦力。

　千を上回る荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲身が、極寒の空を睥へい睨げいする。

　そんな上空の動きに呼こ応おうするように、眼下の地平に幾つもの別な光が輝かがやく。視界の果てまで続く広大な氷原にはさらに十二隻せきの巨大艦艇と百近い小型艦が停泊し、無数の整せい備び車両がその周囲に展開して仮設のドックを形成している。夜間照明の強い光に照らし出された氷原の一角には空母の演算機関をエネルギー源とした兵士達の駐ちゆう屯とん施設が設営され、千を超える人影が忙しく動き回っている。

　東経三度、北ほく緯い八十二度──北ほつ極きよく海かい。

　日中の平均気温マイナス七十度以下、自生する動物、植物無し。永遠の冬に閉ざされた現在の地球においてもなお最も過か酷こくな環かん境きようの一つである氷の平原は、数キロ四方にわたる広大な前線基地へとその姿を変えつつある。

　五〇〇メートル級艦艇の重厚な船体がゆっくりと旋回し、船首をこちらに向けた位置で静止する。Ｉ－ブレインの補助によって拡大された視界の先で、滑なめらかな曲面を描く機首の中央に埋め込まれた白はく銀ぎん色いろの識しき別べつ票ひようが煌きらめく。

　上半身が獅し子し、下半身が魚の奇妙な生物が浮き彫りにされた、シティ・シンガポール自治軍、航空師団のエンブレム──

　その光景を客室の窓越しに一いち瞥べつし、サクラは「なる程」と呟つぶやいた。

「確たしかに……『戦前最大の空軍国』の肩書き、伊だ達てでは無いな」

　ゆったりとした椅い子すに深く背中を預け、目の前の応接テーブルから紅茶のカップを取り上げて口に運ぶ。

　脳内の記き憶おく領域から事前に仕入れておいたシンガポールの情報を呼び出し、声に出して読み上げる。

「──二十一世紀末から続く空軍重視の政策と、それを支える技術力。大戦直前の一時期にこそ情報制せい御ぎよ型航空艦かん艇ていの開発でニューデリーに後おくれをとったものの、飛行艦艇保有数では常に世界一の座を維持。その流れは戦後の現在でも継続され、世界に残された六つのシティの中では最大、他ほかのシティの三倍以上の航空戦力を保有する──か」

　眼下の氷原に展開された数個師団の艦隊──他のシティであればそれだけで自治軍の保有する全戦力に匹敵するであろう大部隊を見下ろし、小さく息を吐く。

　ティーカップをテーブルに戻して正面に向き直り、可能な限り落ち着きを払った態度で、

「それで？　これは何の冗じよう談だんだ、天あま樹ぎ真ま昼ひる」

　向かいの席で携けい帯たい端末を操そう作さしていた黒髪の青年が、ん？　と顔を上げる。

　目の前に浮かぶ立体映像ディスプレイを脇わきに押しやり、首を傾かしげて、

「冗談って、何が？」

「だから！」

　思わず声を張り上げようとして、サクラは寸前で踏みとどまる。

　ここで青年のペースに巻き込まれてはならないと深呼吸し、落ち着け落ち着け落ち着けと口の中で呟つぶやいて、

「……真昼。我われ々われはシティ・シンガポールとの極秘の会談のためにここにいる。そうだな？」

「そうだよ」

「我々『賢けん人じん会かい議ぎ』との同盟についてシンガポール自治政府から内密の打診があり、我々は彼らの真意を探ると共に可能ならば正式な交渉のテーブルを準備するために、他のシティに狙ねらわれる危険を冒してこの北極海にやって来た。違うか？」

「大丈夫。あってる」

「それなら……！」

　頭の血管が切れる音が聞こえる。

　サクラは力任せにテーブルを叩たたき、窓の外をびしりと指さして、

「彼らはなぜ、あそこで軍事演習などやっているのだ──！」

　その声を合図にしたかのように窓の向こうで爆ばく音おんが轟とどろき、氷原の一角ですさまじい雪煙が舞まい上がる。荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの直ちよく撃げきに伴う水蒸気爆発によって氷の大地には直径数十メートルのクレーターが穿うがたれ、その上空では噴ふん出しゆつした蒸気が零下七十度の大気に瞬しゆん時じに凍結してダイアモンドダストとなって煌きらめく。

　その周囲にさらに三発の荷電粒子砲が着弾し、新たな爆発が巻き起こる。立ちこめる雪煙が周囲の闇やみ空ぞらを灰はい色いろに塗りつぶし、視界が完全に遮さえぎられていくさまが数十キロ離はなれた場所を飛行するこの船──シンガポール空軍所属小型輸ゆ送そう艦かん『チェンホー９』の船室からでもはっきりと見て取れる。

　と、次の瞬しゆん間かん、雪煙を斬きり裂いて飛び出す軍用フライヤーの一団。

　細身のナイフのようなシルエットを管制灯の緑光に煌きらめかせた白はく銀ぎん色いろの数十の機き体たいが、空中で互いに交差しながらアクロバティックな飛行を繰くり返す。

「な、何ですか今の音！」

　扉とびら続きの隣りん室しつで仮眠をとっていたディーが、鞘さやに収まったままの騎き士し剣けんを両手に部へ屋やに飛び込んでくる。その後ろでは完全に寝ぼけ顔のセラが、不ふ思し議ぎそうに両目をこすっている。

「……サクラさんも真ま昼ひるさんもどうかしたですか……？　この輸ゆ送そう艦かんは完全ステルスモードで低速巡航するから、寝るには最適だって……」

　そんな二人ふたりに、サクラは無言で窓の外を指さす。

　数秒の沈ちん黙もく。

　指し示された方向にゆっくりと視し線せんを向け、ディーとセラはぽかんと口を開ける。

　荷か電でん粒りゆう子しの閃せん光こうが絶え間無く飛び交う闇やみ空ぞらを呆ぼう然ぜんと見つめ、すぐに我われに返って、

「どうしていきなり戦せん闘とうなんですか！　シンガポールが裏切ったんですか？　それとも他ほかのシティが仕掛けてきたんですか？　敵の規き模ぼは？　魔ま法ほう士しの数は？　いや、そんな事より、だから、とにかく落ち着いてる場合じゃないですよサクラも真昼さんも──！」

「そ、そうです！　わたし達見つかっちゃったんですか？　それなら、早く逃げないと！」

「問題無い。ただの演習だ」

　なぜか疲れた気分で、サクラは遮さえぎる。

　は？　と目を丸くするディーとセラ。

　二人は顔を見合わせて首を傾かしげ、真昼の方に向き直って交互に、

「あの……確かく認にんしますけど、ぼく等らはシンガポールとの交渉のためにここに来たんですよね？」

「うん、そうだよ」

「えぇっと……じゃあ、もちろんこれは秘密の話し合いで、他のシティにばれたらダメ……で、大丈夫ですよね？」

「大丈夫、それであってる」

　どこかで聞いたような二人の質問に、どこかで聞いたような答えを返す真昼。

　ディーとセラは困り顔を再び見合わせ、代表する格好でディーが窓の向こうを指さし、

「じゃあ……どうして軍事演習なんて目立つ事やってるんですか？　あの人達」

　それはね、と真昼は小さく笑う。

　テーブルの上で両手を組み、さも当たり前のような顔で、

「もちろん、僕が要よう請せいしたから」

「ああそうだろうとも。少しでも他の可能性を期待した私が愚おろかだった」

　半ば以上予想出来ていた答えに、サクラはがくりとテーブルに突っ伏す。出会ったばかりの頃ころならいざ知らず、半年も共に戦っていればそろそろパターンも読めてくる。

　その点はディーも同じであるらしく、小さなため息が聞こえる。その傍そばでは事態についていけないらしいセラが「え？　え？」と戸と惑まどった声を上げている。

「……釈明を」

　そんな二人ふたりの声を背中に、サクラは呻うめく。

　テーブルからがばりと身を起こし、どうにか引きつった笑えみを口元に浮かべて、

「もちろん、我われ々われが納得する釈明を聞かせてもらえるのだろうな？　天あま樹ぎ真ま昼ひる」

　うん、とうなずき、真昼が携けい帯たい端末のタッチパネルを叩たたく。

　立体映像ディスプレイを指で弾はじいてテーブルの中央に引き寄せ、珍しく少しだけ神妙な顔で、

「と言っても、これがちょっとめんどうな話でね」




　　　　††††††††††††††




『──賢けん人じん会かい議ぎとの同盟について、我わがシティ・シンガポールには受け入れの用意がある。ついては、双方の代表者による極秘の会かい談だんを行いたい──』

　そんな通信が賢人会議の本拠地に届けられたのは、ニューデリーでの事件から一週間後、二一九九年二月十三日の事だった。

　シティ・ニューデリーの中央招集会議を占拠して行われた、賢人会議による『シティとの同盟締てい結けつ』の呼びかけ。その答えを各国から極秘に得るために、真昼は受け取り先を特定されないよう防ぼう壁へきを張り巡らせた専用の回かい線せんを用意していた。会議におけるサクラの宣言と同時に他ほかの全すべてのシティの自治政府に送信された『賢人会議の要求書』には、その専用回線のアドレスと、通信に必要な文法プロトコルが記されていた。

　その回線を利用してシンガポールから届けられた、会談を望むというメール。

　事件からわずか一週間という素す早ばやい反応は、サクラにとって予想外の事だった。

　シティに対する次の一手を模も索さくしていた真昼にとってもこの動きは完全に想定外だったらしく、サクラに通信文を見せられた青年は少し驚おどろいた顔で「早いね」と呟つぶやいた。どうするつもりかと問うサクラに真昼は十秒だけ考えてから「じゃあ次はこれでいこう」とあっさり答えた。

　それで、賢人会議の方針は決定。

　二人はディーとセラをはじめとした賢人会議のメンバー全員を集め、具体的な計画を話し合った。

　幸いな事に、前回の事件で元ニューデリー所属の魔ま法ほう士し四十八名を加えた事で、賢人会議の戦力はサクラ達抜きでも機き能のうするレベルにまで増強されている。交渉に向かうのはすでに世界中に存在が知られている主要メンバー四人のみとする事、他の魔法士達はアフリカ海の本拠地で待機する事、他に留守中の指揮系統など幾つかの重要事項が決定され、その日の午後にはシンガポール自治政府との間に正式なコンタクトが取られた。

　自国のシティ内部で会かい談だんを行おうとする自治政府とそれを拒否する賢けん人じん会かい議ぎとの間で数日間にわたる交渉が行われ、最終的にシンガポールの勢力圏から離はなれた北の果て、北ほつ極きよく海かいに舞ぶ台たいを設定するという事で話はまとまった。シンガポール自治政府があっさりと妥協案に従った事がサクラには意外だったが、無言を通す真ま昼ひるに倣ならってその点は考えないフリをした。

「いってらっしゃい」と無邪気に手を振る子供達と「御武運を」と敬礼する元軍属の魔ま法ほう士し達に見送られて、サクラ達はシンガポール軍が指定した太たい平へい洋よう上じようの合流地点に向かった。

　そして今。西せい暦れき二一九九年二月二十日、十一時三十七分。

　四人を乗せたシンガポール自治軍の輸ゆ送そう艦かんは、北極海の南、かつてグリーンランドと呼ばれた島の上空を通過しつつあった。
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「簡かん単たんに言うとね」

　断続的な砲ほう撃げきの音がようやく止まり、輸送艦の客室に静せい寂じやくが戻った。

　サクラの向かい、ディーとセラを両りよう隣どなりの席に座らせて、真昼は静かに口を開いた。

「シンガポール自治政府にもリスクを負ってもらうのが、今回の作戦の大前提なんだ」

「リスク、ですか？」

　そう問い返すディーに、真昼は「うん」とうなずく。

　かすかに湯気を立てる紅茶のカップを手に取り、一口傾けて、

「僕等らは世界中のシティに向かって『同盟しろ』って呼びかけた訳だけど、だからっていきなり『わかった』って手を挙げるシティが出てくるとは思ってなかったし、そんなに簡単に信用する訳にもいかないよね？　今回のシンガポールは何か別の目的があるんじゃないかって考える方が自然だし、そういう前提で動いておいた方が不測の事態が起こっても困らない。……という訳で」

　ティーカップを掴つかむのとは反対の手で、真昼が携けい帯たい端末のタッチパネルを叩たたく。

　四人の中央、テーブルの上に浮かんだ立体映像ディスプレイに北極海全体の地図が大きく映し出される。

「なる程」

　その地図をじっと見つめ、サクラはある事に気付く。

　テーブルに右手で頬ほお杖づえをつき、向かいの青年にため息混じりの笑えみを向け、

「それで、わざわざ軍事演習か」

　両隣に座るディーとセラが、え？　と首を傾かしげる。話についてこれないらしい二人ふたりに、サクラは人差し指の動きで地図上のあるパーツを示す。

　海面の大部分が凍り付いて巨大な大陸のように描かれた北極海。そのほとんど全すべてを取り囲む形で描かれた、歪いびつな円形の赤い線せん。

　シンガポール軍の前線基地も、サクラ達が乗るこの輸ゆ送そう艦かんの飛行ルートも、その巨大な円の中に完全に取り込まれてしまっている。

「えぇっと……何ですか？　これ」

　何か不ふ吉きつな物を感じたらしく、ためらいがちに問うセラ。

　真ま昼ひるは、ん？　と小さく笑い、ティーカップをテーブルに置いて、

「シティ・ロンドンの統治空域を表してる境界線だよ」

「とうちくういき？」少女は、よくわからない、という顔で首を傾かしげ、自分の向かいに座る少年に「ディーくん、統治……えっと、空域ってどういう事ですか？」

「『この場所の高度千メートルより上の空はシティの領土と同じだから、勝手に通っちゃダメ』って意味だよ」ディーはセラに向かって微笑を返し「前に読んだ何かのデータに、北ほつ極きよくは百年ぐらい昔からロンドンと他ほかのもう無くなっちゃったシティ何個かの共同統治領だったって書いてあったと思う。十年前の大戦で色々混乱しちゃって今ではどこの軍もあんまり気にしてないけど、それでも国際法としては有効な取り決めだからね。輸送艦が通るぐらいなら大した問題にはならないけど、本気で軍事行動なんかとったらさすがに……」

　言いかけて、銀ぎん髪ぱつの少年が硬直する。

　ぎぃっ、と音がしそうな動きで首がこっちを向き、

「あの、ダメなんじゃないですか？　これって」

「うん、すごくダメ。シティ・ロンドンに喧けん嘩か売ってるのと同じ」

　あっさりとうなずいて、真昼はタッチパネルを操そう作さする。

　立体映像ディスプレイの地図を縮しゆく小しよう表示にし、その隣となりにシンガポールとロンドンの外交関係を表す資料を呼び出して、

「まあでも、これでシンガポールがある程度本気だってのはわかった訳だね」

「……あ」

　そっか、とうなずくディー。

　少年はディスプレイに映し出された資料を指で弾はじいて手元に引き寄せ、

「シンガポールとロンドンは大戦中に一番激はげしく戦った敵同士で、今でもお互いを第一の仮想敵国にしてるから共きよう謀ぼうして僕等らを捕まえようとしてるって線は考えにくい。もちろん可能性はゼロじゃないけど、この状況だとシンガポール軍だけが本国を手て薄うすにして一方的に損してる格好だし、もし協力してぼく等を捕まえてもその場でロンドンが裏切って全戦力を投入してきたら軍事演習に来てる戦力だけじゃ対抗出来ない。って事は──」

「シンガポールがロンドンと手を組む可能性は低い」

　言いかけたディーの言葉を真昼が引き継ぎ、

「少なくとも、自分達だけが戦力を投入してロンドン軍に戦果を横取りされる危険をおかして、そこまでしてわざわざ他ほかのシティのために『世界の共通の敵』である僕達を排除する理由が無い、って事だね」

　いつもと変わらぬ涼しげな笑えみで、青年がこっちを見返す。

「なる程です」隣となりで聞いていたセラが感心したようにため息を吐つき「『ほんとにわたし達の仲間になるつもりなら、他のシティとケンカして見せろ』って事ですね？　シンガポールの人達もそういう意味がわかったから、あんなにいっぱい戦せん艦かんつれて来て」

「それだけではないぞ、セレスティ・Ｅ・クライン」

　そんなセラの言葉に、サクラは割って入る。

　え？　とこっちを見返す少女に小さな笑みを返し、テーブルに頬ほお杖づえをついて青年の黒い瞳ひとみを覗のぞき込み、

「我われ々われがシンガポール自治軍に売り込むのは軍事力。そのためには戦いが必要。……貴方あなたの考えは読めているぞ？　天あま樹ぎ真ま昼ひる」

　立体映像の北ほつ極きよく地図を、自分の目の前に引き寄せる。

　シティ・ロンドンとシンガポール軍の駐ちゆう屯とん地ち、二つの場所の中間に指で大きく×印を描き、

「極秘の会かい談だんなどというのはただの建前。我々がここにいるという情報をロンドンに流して向こうの自治軍が手を出してくるよう仕向け、『賢けん人じん会かい議ぎ』の戦力のデモンストレーションに利用する気だな？」

「正解」すました顔で真昼は笑い「ついでに言うと、ロンドンの存在は僕等らにとっては保険にもなる。僕はともかくみんなは魔ま法ほう士しのサンプルとしても貴重だから、シンガポールが裏切りそうなときにはロンドンにコンタクトを取って『そちらに投降したい』って話を持ちかける、って手が使えるからね」

「ロンドンとシンガポールを本格的に戦わせて、状況が混乱してる間に逃げる訳ですね？」なる程、とディーがうなずき、ふと首を傾かしげて「でも……何かいつも通りの作戦、って感じですね。真昼さんが『難むずかしい』なんて脅かすから、もっととんでもない事になるかと思ったんですけど」

「む……」その言葉にサクラも内心で眉まゆをひそめ「ディーの言う通りだな。容た易やすい作戦ではないが不可能という程でもない。これまで通りの貴方のやり口に見えるが？　天樹真昼」

　隣で聞いていたセラも、そうですね、という風ふうにうなずく。

　と。

「いや、それがね」真昼は腕組みして珍しく口ごもり「……実を言うと、この作戦って、シンガポール軍に断られるのが前提だったんだ」

「……え？」

　ディーとセラがきょとんと目を丸くする。

　サクラも、は？　と思わず声を上げ、

「待て真ま昼ひる。どういう事だ、それは」

「だから、この展開だとシンガポール軍の負担が多すぎるんだよ」黒髪の青年は何だか困った顔で口元に指を当て「『本気でこっちと手を組む気があるなら軍隊動かして他ほかのシティと敵対してみせろ』なんて、言ってみただけで通ると思ってなかった。そうやってシンガポールを脅おどしてちょっとでもこっちに有利な交渉の舞ぶ台たいを用意する、っていうのが僕の本当の予定だったんだけど……」

「それがあっさり通ってしまった、と」

　話が飲み込めた。

　サクラは真昼の向かいで同じように人差し指を唇に当て、

「確たしかに……一つ間違えばシンガポールはロンドンと全面戦争。いや、シティの側にしてみれば、我われ々われがそうやってシンガポールとロンドンの相討ちを狙ねらってくる、という可能性も考えるはずだな」

　あ、と難むずかしい顔で聞いていたセラが声を上げる。

　サクラはそんな少女に視し線せんを向けて一つうなずき、青年を横目に睨にらんで、

「どう解釈すべきなのだ？　これは。シティ・シンガポールがそこまで熱ねつ心しんに我々との同盟を望んでいるとは、私には信じ難がたいのだが」

「うん……」真昼は視線をうつむかせて少し沈ちん黙もくし「もしかすると、シンガポールの方でも、軍隊を動かしたい理由があるのかも知れないね」

「動かしたい理由って……」こちらも難しい顔のディーが口を挟み「でも、例えば本気でロンドンに戦争を仕掛けるっていうんならもっとたくさん戦せん艦かんをつれてくるはずですよ。シンガポールにはそれだけの空軍力がある訳だし」

「うん。だから、たぶんその方向で考えるのは間違い。どっちかっていうと、話を大きくして状況を混乱させる事自体に意味がありそうな気がするんだけど……」

　独り言のように呟つぶやいて真昼が視線をうつむかせる。

　数秒。

　賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうは「難しいね」と顔を上げ、

「とにかく、今回は相手の計画に読めないところが多すぎる。作戦は適てき宜ぎ修正するし危なくなったら逃げる事第一で行くつもりだけど、サクラもディーもセラも、この前のニューデリー以上に気をつけてね」
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　断続的な荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲ほう撃げき音おんが、机の隅すみのスピーカーから響ひびいた。

　頭上の立体映像ディスプレイに映し出される北ほつ極きよく海かいの空を、暗あん灰かい色しよくの装甲に包まれた無数の飛行艦かん艇ていが覆おおった。

　数分前まで続いていたフライヤー同士による空戦は一段階したらしく、カメラの向こうで繰くり広げられる軍事演習は航空艦艇を中心とした物に切り替わる。吹雪ふぶきのヴェールに包まれた闇やみ空ぞらには百メートル級艦艇の巨大なシルエットが全部で十二隻せき、半数ずつの小艦隊に分かれて整せい然ぜんと隊列をなす。

　数キロの距きよ離りを隔てて対たい峙じした二組の艦隊が、互いに向け合った荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲口から轟ごう音おんをほとばしらせる。

　まばゆい光が立体映像ディスプレイ越しの視界を白一色に染め上げ、すぐに画像調ちよう整せいによって元の色しき調ちようを取り戻す。

　互いに直ちよく撃げきとなるような砲撃は射出の寸前で空砲モードに切り替わる設定になっているらしく、船体の中央に紫むらさき色いろの光を受けた艦艇が次々に攻撃を中止して地表に降下していく。が、目標を外した攻撃は全すべて本物の荷電粒子として射出され、地表面に数え切れない程の小しよう爆ばく発はつを生み出していく。

　広大な氷原の一面に、もうもうと立ち上る雪煙。

　それを映像の向こうにぼんやりと見上げ、リチャード・ペンウッドは息を吐いた。

「状況開始から二十二時間、そろそろ丸一日か」

　白い机が整然と並ぶ広い研究室の一番奥、ひときわ大きなスチールデスクの前で足を組み、肘ひじ掛かけ付きの執務椅い子すに背中を預けて一人ひとり呟つぶやく。科学者の正装たる着流し白衣に無ぶ精しよう髭ひげ。右手の指に挟んだ吸いさしのタバコをくるりと回して灰皿に押し付け、新たな一本を求めて机の上に手を伸ばす。

　書類と紙の本がこれでもかと積つまれた机の真ん中には、無造作に投げ出されたロンドン自治軍の認にん識しき票ひよう。

　──シティ・ロンドン自治軍技術部、情報制せい御ぎよ理り論ろん研究課か、特務室長──

　二週間前に新設されたばかりの肩書きが目立つそのＩＤカードを小指で弾はじいて書類の山の下に押し込み、タバコの箱を掴つかんで引き寄せる。

「今のところロンドンうちに仕掛けてくる気は無いらしいが……やはり落ち着かんな、目と鼻の先で他国の軍事演習というのは」

　箱の蓋ふたを片手で開き、中を覗のぞき込んで、む、と顔をしかめる。念のために逆さかさにして何度か振り、間違いなく空からっぽの箱を足あし下もとのダストボックスに放り込む。

　伊だ達てメガネ越しに天てん井じようを睨にらんでしばし記き憶おくを探り、どこかに一本ぐらい残っていないものかと白衣とズボンのポケットに片っ端から手を突っ込む。机の引き出しを上から順に開けて中を丁てい寧ねいに確かく認にんし、念のために机の上の書類を一山ずつ移動させて死角になっていた辺りに目をこらす。

　しばしの沈ちん黙もく。

　リチャードは、ふむ、とうなずき、執務椅い子すから立ち上がる。

「何にしても、わざわざこんな北の果てまで来て無む駄だ弾だまの撃うち合いとは、御苦労な話……」

　さりげない所しよ作さで背後の大きな棚を振り返り、一番下の扉とびらをそっと開ける。目隠し代わりに積つまれたディスクの向こうにまだ封を切っていないタバコの箱を数個確かく認にんし、適当な物を一つ選んで音を立てないように引っ張り出し、

「ぬ？」

　横合いから突き出た手がその箱を取り上げ、元あった場所にそっと戻す。ロンドン自治軍研究官の制服に包まれた手が慣なれた動作で目隠しのディスクを積み直し、棚の扉を丁てい寧ねいに閉める。

　目の前には、士官学校を卒業したてといった風ふ情ぜいの、二は十た歳ちそこそこの若者。

　まだ名前もよく覚えていないその顔に、リチャードは非ひ難なんの目を向ける。

「何をするのかね」

「いえ、何と言われましても……」ロンドン自治軍の徽き章しよう入りの白衣をきっちり着込んだ青年は慣れ切った笑え顔がおで「経費の不足を穴埋めするために、タバコは一日一箱という決まりです」

「誰だれだね、そんな面めん妖ようなルールを思いついたのは」

「先生です」

　ぬぅ、と顔をしかめるリチャード。

　その通り。「このぐらいせねば減煙など到底達成出来ん」と言って研究室の内規にその一文を書き加えたのは他ほかならぬリチャード自身だ。

「『この規則を破った者は誰であろうと一週間禁煙とする』って、ほら、この第二十三条のここのところにしっかりと」

「いや……いや、待ちたまえサースト君」立体映像ディスプレイの研究室規則を面おも白しろそうに広げる若者を前に、リチャードはようやく思い出したその名を呼び「何か勘かん違ちがいしているようだが、さっきまで私が吸っていたタバコは今日きようの分ではない。昨日きのう……そう、昨日の貴重な吸い残しであってだな」

「その言いい訳わけも三度目です、先生」白衣の若者は必死に笑いをこらえながら「どうしてもとおっしゃるのでしたら記き録ろくを照会してみますが。御存じの通り先生のタバコの備蓄量はこの部へ屋やのセキュリティシステムによって常に記録されていますから、不正は効きませんよ」

「……誰だね、そんな面めん倒どうなシステムを考えたのは」

「先生です」

　ぬぅ、と呟つぶやくリチャードの机の前をデータディスクの山を抱えた研究員が横切り、部屋の向こうへ慌あわただしく駆かけていく。ロンドン自治軍の軍服の上に白衣を着込んだ研究員がディスクの山を目当ての机にどかっと下ろすと、待ちかまえていた別な研究員達が瞬またたく間にそれを取り分けて自分の端末で解析にかけ始める。

　別な机ではやはり軍服に白衣の研究員達が車くるま座ざになり、立体映像の書類を片手に侃かん々かん諤がく々がくの議ぎ論ろんを繰くり広げている。さらにその奥の机では数名の学生が、ディスプレイの論ろん文ぶんを前に難むずかしい顔で唸うなっている。

　生産プラントから出荷されたばかりの真新しい研究環かん境きように、軍属と学生あわせて五十名を超す研究員達。

　その全すべてが、リチャードをトップとしてロンドン自治軍内に新しく発足されたこの部署──情報制せい御ぎよ理論研究課か特務研究室、通称『ペンウッド教室』のために準備された物だった。

　四ヶ月前にロンドンを襲おそった世せ界かい樹じゆ事件。情報制御理論創始者の一人ひとりである科学者エリザベート・ザインの遺のこした自己成長型コンピュータ『世界樹』が暴ぼう走そうし、あやうく地球の全てを飲み込みかけたあの事件において、軍部の客員研究官だったリチャードはめざましい功こう績せきを挙げた。いや、リチャード自身にそんな自覚は毛頭無く、どちらかというと色いろ々いろ失敗したぐらいに思っていたのだが、シティの上層部は本人とは異なる評価を下した。

　事件の一週間後に軍司令部に呼ばれたリチャードは研究部全体の統とう括かつ者しやである技術総そう監かんから形だけ、という訳でもないそれなりの賛さん辞じの言葉を賜たまわり、ついでに休眠状態で活動停止した世界樹の管理責任者という新しい役やく職しよくを与えられた。

　以来三ヶ月、リチャードはシティ・ロンドンと、ドーバー海かい峡きよう付近に出現した高さ一八〇〇〇メートルの巨大な樹きの間を行き来する日々を過ごす事になった。

　世界樹の事もその制御中ちゆう枢すうとなった少年の事も他人任せにするつもりの無かったリチャードにとって、この新しい仕事は願ねがったりかなったりの物だった。昇進のついでに自由に動かせる人員や予算が増えた事も、「ヘイズから預かった少女の治ち療りよう」というもう一つの仕事を抱えるリチャードにはありがたい物だった。リ・ファンメイという名の少女はリチャードに強引についてくる形で毎日のように世界樹に通い、制御室で一人暮らす少年エドワード・ザインとすっかり仲良くなった。世界樹の解析は思いの外ほか順じゆん調ちように進み、少年の代わりの制御中枢を用意する方法についてもどうにか目め処どがついてきた。

　それで話はすっかり落ち着いたものと、リチャードは思っていた。

　が、残念ながら、そう思っていたのはリチャード一人だけだった。

　十年前の大戦で人口のほとんどを失った人類にとって人材の不足は深刻な問題であり、それはシティ・ロンドンでも例外では無かった。優ゆう秀しゆうな情報制御理論の研究者は下へ手たをすれば魔ま法ほう士しよりも貴重な存在であり、研究部門の統括者が務まる者となるとこれはもうシティにも数える程しかいなかった。

　エリザベート・ザインの生しよう涯がい最後の弟子であり、戦前には魔法士誕たん生じようの地「フリードリッヒ・ガウス記念研究所」に勤務していた事。もともと生まれも育ちもシティ・ロンドンであり、大戦中に行方ゆくえ不ふ明めい扱いとなるまでは正式な市民ＩＤも有していた生きつ粋すいのロンドン人である事。何より、戦後の十年にわたる隠いん遁とん生活の中で他ほかのシティに接触した形跡が無く、スパイである可能性が限りなくゼロに近い事──

　本人の意志や主しゆ観かんとは全く関かかわり無しに、リチャード・ペンウッドという研究者はロンドンで出世するための条件をことごとく備えていた。

　リチャードがあずかり知らぬところで研究室発足の準備が進められ、人材の選定が密ひそかに行われた。「リチャードに研究をやらせるための部署」を作るのに当の本人が蚊か帳やの外というのは奇妙な話だったが、外堀を完かん璧ぺきに埋めて「もうどうやっても断りようが無い」という段階まで秘密にしておかなければ必ず本人の邪じや魔まが入る、という事はロンドン自治軍の上層部もおおむね理解していた。

　以前からリチャードの研究に興きよう味みを持っていた各部門の優ゆう秀しゆうな若手が、こぞってこの新研究室への転属を希望した。

　ファンメイの治ち療りようを内密に進めるためにリチャードが日ひ頃ごろから積せつ極きよく的てきに他ほかの研究室に出入りし、機き材ざいや実じつ験けん室しつを借りるための根回しを行っていた事が思わぬ形で作用した。

　ようやくリチャードが事態を把握したのは年が二一九九年に変わった二月の頭の事で、そのときにはすでに新しく研究室に配属される人員の名めい簿ぼと、研究室に搬はん入にゆうされる予定の機材一式が全すべて完成していた。自分の新しい机を前に唖あ然ぜんとするリチャードに、得意満面の技術総そう監かんは最後の条件を突き付けた。

　──リチャード・ペンウッドが治療を行っているリ・ファンメイという魔ま法ほう士しに関しては正式なロンドン自治政府の客員とし、エドワード・ザインと共にこの新研究室の預かりとして待たい遇ぐうを保証する──

　そこを突かれては、もはや逃れる術すべは無い。

　かくしてリチャードは立体映像の辞令と新しい認にん識しき票ひようを受け取り、軍隊階級で言えば将官と同格の、本人にとっては面めん倒どうなだけのポストに就く事となった……と、それがほんの二週間程前の話だった。

「先生、このファイルに至急目を通してください。全部読んだらこっちにサインを」

　そんな事を思い返している間にも午後の業務は淡たん々たんと進む。目の前には士官学校の制服の上に白衣を羽は織おった、まだ少女と言っても通りそうな女子学生。ペンウッド研究室のメンバーの半分は士官学校からの出しゆつ向こうだから、中にはこういう子もいる。

　どうぞ、と差し出す手には、小さな黒いデータディスクと、立体映像で表示された半透明の公式文書。

　今け朝さから何枚目かわからないそのディスクと書類を憂ゆう鬱うつな気分で眺め、リチャードはため息混じりに訊きいてみる。

「……で、今度は何の書類かね」

「うちの研究室に割り当てられる生産プラントの使用時間の、今週分の確かく認にんです。ディスクの方はタイムテーブルの詳細。中身は先週とほとんど同じですから、ファイルを一回開いて最後まで流した、っていう履り歴れきが残ればそれでいいです」

「ほう」

　リチャードはおそらく形式だけで全く意味の無い書類を前にしばし沈ちん黙もくし、

「それは、私が決裁しなければ動かない物なのかね」

「はい、一いつ分ぷんたりとも」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで即答する女子学生から視し線せんを逸そらし、リチャードは何となしに天てん井じようを見上げる。いつものクセで白衣のポケットを漁あさり、今日きようのタバコはすでに消費し尽くした事を再さい認にん識しきし、

「世の中というものはままならんなあ……」

「何でも良いですから、サイン」

　うむ、としぶしぶうなずいて、データディスクを端末に差し入れる。立体映像で映し出されるチャートを中身も見ずに上から下までスクロールし、そこでようやく、目の前の学生がファンメイの身体テストの担当者だという事を思い出す。

「午後のテストは？」

「さっき終わりました。結果は良好。メイちゃんはお風ふ呂ろに入ってから来るって」答えて、女子学生は、ん？　と首をひねり「お風呂……にしてはちょっと遅いかな」

　と、机の前を通りかかっていた別な研究員が横から首をつっ込み、

「あれ？　オレが会ったときは、風呂の前におやつ食べるって言ってたけど」

「ぬ？」

　思わぬ情報に顔をしかめる女子学生。と、後ろの席に座っていた別な研究員が「待って待って」と手を挙げ、

「あたしが見かけたときは『おやつの前に猫に餌えさあげるの』って言ってたわよ、確たしか」

「ぬぬぬ？」女子学生はますます困った顔をし「いつ頃ごろの話ですか？　それ」

「一時間ぐらい前かな。たまたまメイちゃんの部へ屋やの近く通ったときにぱたって会って」

「えー……って事は……」

　うつむいて考え込む女子学生と、その周りに集まる研究員二人ふたり。

　こっちに背を向けてしばらくひそひそと話し合い、三人同時に振り返って女子学生が全員を代表する格好で、

「訂正します。猫に餌あげて、おやつ食べて、お風呂に入ってそれからここです。時間的にそろそろのはずですね」

「……馴な染じんだなあ、君たちは」

　他ほかに適切な言葉が思い付かず、しみじみと呟つぶやくリチャード。三人とも二週間前まではそれぞれ別の機き関かんに属していてファンメイとも面めん識しきなど無かったはずなのに、この連帯感はどうした事だろう。

「というか、その『メイちゃん』というのは何かね」

「『ファンメイちゃん』の省略形です」女子学生はわかり切った答えを真ま面じ目めな顔で返し「この研究室内での彼女の呼び名は『メイちゃん』という事で決定しているのですが、ご存じ無かったですか？」

「……初耳だ」

「では覚えてください」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答えて、女子学生が背後を振り返る。それぞれの机で自分の仕事に没頭していた研究員達がいっせいに同じ方向に視し線せんを向け、少し遅れてリチャードも気付く。

　広い研究室の反対側、廊下に面した大きな扉とびらの遠くから聞こえてくる、けたたましい足音と何だかよくわからない怒ど鳴なり声ごえ。

　慣なれ切った態度で机の上の物を引き出しに片付け始める研究員達の向こう、両開きの自動ドアが音も無く左右にスライドする。

「待て──っ！　こら待てなの──っ！」
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　元気いっぱいの声を響ひびかせて、藍あい色いろのドレスが宙を舞まう。三みつ編あみお下げを翻ひるがえした少女の身体からだは扉の向こうから部へ屋やのこちら側に至る数メートルの空間を水に飛び込むときによく似た格好でダイブし、そのまま、ものの見事に顔から床ゆかに突っ込んでいく。

「捕まえた──っ！」

　目の前に迫り来る床も何のその、高らかに叫んだ少女は二本の腕で胸の前の空間を勢いよくかき抱く。が、寸前でその身体の下から小さな影かげが飛び出し、少女の腕をすり抜けて空中でくるりと一回転する。

　頭から尻尾しつぽの先まで完かん璧ぺきに真っ黒の、艶つややかな毛並みの子猫が一匹。

　床に積つまれた機き材ざいを必死の様よう子すで駆かけ上がり、すっかり片付いた研究員の机の上で長い尻尾を逆さか立だてる。

「あれ──？」

　目標を見失った少女の身体からだが、そのままの勢いで突入する。ものすごい音が研究室に響ひびき渡り、少女はフローリングの床にまっすぐ顔から着地を決める。

　むぎゅぅ、と情けない声がして、少女がうつ伏せに倒れたまま動かなくなる。

　さすがに心配そうな顔で歩み寄る研究員達の前で、その身体が跳ね上がる。

　一挙動で立ち上がって身構えた少女は手のひらで顔を拭ぬぐい、ついでに服の埃ほこりをばたばたと払う。ぞろりと長い藍あい色いろの生き地じに金糸で東洋の龍りゆうが刺し繍しゆうされた、俗にチャイナドレスと呼ばれる旧世紀の中ちゆう国ごくの民族衣装。データベースから発掘した古い資料に少女の趣しゆ味みと研究員三名の徹てつ夜やの努力が加わった見事なデザインの一品だが、使用者の性格と行動様式を勘かん案あんして素材に強炭素繊せん維いを用いた事が功を奏したらしくこれだけデタラメな扱いを受けても傷一つ付いていない。

　深いスリットが入ったドレスの裾すそが、ばさりと揺れる。

　少女は何かの古いメディアで覚えたらしい怪あやしげな東洋武術の型を取り、机の上の子猫めがけて今にも飛びかからんと身構える。

「えーっと、メイちゃん。今日きようはどうしたのかな？」

　一番近くにいた白衣の若者が、慣なれ切った顔で少女──リ・ファンメイに声をかける。と、ファンメイは本当にたった今気が付いた顔で「あ、ロイドさん！」と横目を向け、

「ちょーどいいから手て伝つだって！　小龍シヤオロン捕まえるの！」

「小龍？」研究員は少し首を傾かしげてから机の上の子猫を振り返り「……ああ、今は猫か。どうしたの？　いったい」

「お仕置き！」ファンメイは両手の動きで子猫にうさんくさいフェイントをかけつつ「エドのところの猫ちゃんとケンカしてちょっとケガさせたから、お仕置きするの──っ！」

　言い終わるが早いか床ゆかを蹴けり、子猫めがけて飛びかかる。が、またしても寸前で身を翻ひるがえした子猫はファンメイの腕をすり抜け、二つ先の机まで逃げ延びる。

　その額ひたいに小さな赤い結晶体が埋め込まれているのが、リチャードの席からでもよく見える。

　子猫はなおも迫り来るファンメイの追つい撃げきを巧たくみに三度かわし、少女と机を挟んで向き合う格好になる。

「ほら、こっちおいでなの！　お仕置きは無し。今日はお説教だけにするからぁ！」

　埒らちが明かないと判断したのか、ファンメイが突撃を中断して言葉による説得を試みる。が、すっかり興こう奮ふんした子猫は前足の爪つめを尖とがらせ、全身の毛を逆立てて少女を威い嚇かくする。

　──ふかーっ！

「しゃ──────────っ！」

　子猫の態度に何かのスイッチを刺し激げきされたのか、ファンメイも猫っぽく背中を丸めて全力で威嚇を返す。一人ひとりと一匹は苦笑混じりに見守る研究員達の前で激はげしく睨にらみ合い、ときどき手足を構えて互いに飛びかかる真ま似ねをする。

　と、子猫が唐とう突とつに少女に背を向ける。

　一いつ瞬しゆんの隙すきをついて隣となりの机に飛び移った子猫は、研究室の窓に向かって全力で駆かけ出す。

　換気のために半分だけ開かれた窓の向こうには高層建築四十一階の高い空が広がる。地表までの距きよ離りは少なく見み積つもっても百メートル以上、まともに落下すればただではすまないその脱出口めがけて、子猫が大きく跳ちよう躍やくする。

　その身体からだが、瞬時に形を失う。

　黒の水──情報制せい御ぎよによる構造の書き換えに最適化された細胞で構成された子猫の身体が額ひたいに埋め込まれた結晶体を核にいったん液状に分解され、すぐに集まって新たな姿を形成する。

　額に小さな結晶体を貼はり付けた、手のひら程の大きさの真っ黒な小鳥。

　両の翼つばさをふわりと羽ばたかせ、小鳥が窓の隙間に向かってまっすぐに飛び込んでいく。

「あーっ！　こら、それ反則！　反則なの！」

　とっさに周囲の研究員が手を伸ばしかけ、その目の前を藍あい色いろのドレスが翻ひるがえる。瞬時に十メートルの距離を駆け抜けたファンメイの身体は今にも窓から飛び出そうとしていた小鳥を両手にすくい取り、空中に一回転した、と思ったら勢い余って机の上に尻しり餅もちをつく。

　身体構造制せい御ぎよ──自分の身体を構成する細胞構造の生物学的な書き換えを用いた、瞬間的な筋力と信号伝達速度の増幅による運動の加速。

　物理的なエネルギーを伴ったその高速運動の衝しよう撃げきに研究室の床ゆかが震ふるえる。少女がもう少し本気を出していたら。床のタイルが完全に砕くだけているところだ。

「捕まえた！」

　高らかな宣言と共に、少女が机の上に立ち上がる。両手に捕まえた黒い小鳥を頭上に掲かかげて、研究員達に見せびらかす。

　捕まってしまったのが不満なのか、小鳥が、ぴよっ、と情けない声を上げる。

　研究員達の間から、おおー、という拍手が巻き起こる。

　ファンメイはえっへんと胸を張り、小鳥をチャイナドレスの胸元に押し込む。そこでようやく尻餅をついたのを思い出したらしく、「いたた……」と顔をしかめてお尻をさすり、

「うにゃっ──？」

　いきなり誰だれかに腰を抱え上げられ、ファンメイは悲鳴を上げる。チャイナドレスをまとった少女の身体はそのまま空中を運ばれ、床の上にすとんと下ろされる。

　ふむ、とうなずいてドレスの裾すそを整ととのえるのは、先程リチャードに書類を持ってきた白衣の女子学生。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでファンメイと小鳥を見比べ、さっきまで少女が乗っていた机を指さし、

「靴のまま机に乗るの禁止」

「あっ！　メリルさんごめんなさいなのっ！」

　ぺこっと頭を下げるファンメイに、女子学生はうむっ、とうなずく。白衣のポケットから携けい帯たい端末を取り出して色とりどりのケーブルを接続し、もう一方の端に取り付けられた電極を少女の手足に貼はり付け始める。

「……経過は順じゆん調ちようのようだな」

　その様よう子すを自分の席から眺め、ぽつりと呟つぶやくリチャード。

　机の前で同じように騒さわぎを遠巻きに見ていた研究員が「そうですね」とうなずき、

「例の処置が上う手まく作用したみたいで、体内の黒の水も完かん璧ぺきに安定してます。皮ひ膚ふの表面を変質させるぐらいなら問題無いですから防御も万全ですし、第三級カテゴリーＣの騎き士し程度の運動能力なら常時発動出来る状態まで……」

　言いながらこっちを振り返り、机の上を漂う煙に気付いて「──あ」と声を上げ、

「先生いつの間に！」

「ん？」リチャードは済ました顔で指先のタバコを回し「おお、勘かん違ちがいするには及ばんぞウェイン君。これは昨日きのうの分の一箱。いざというときのために予備としてストックしておいたのを、うっかり失念していた」

「そんなはず無いじゃないですか。先生、不正はいけませんよ」研究員は呆あきれ顔がおで机の上のタッチパネルを叩たたき、リチャードのタバコの備蓄記き録ろくを呼び出して「って、あれ！　確たしかに一箱余分にあまってる、っていうか、何か僕の記き憶おくと数字違うんですけど！」

「人間誰だれしも間違いはあるものだ」

　リチャードは研究員からは見えない角度で携帯端末を白衣のポケットに押し込みつつ、ようやく手にしたタバコを至福の思いで口に運び、

「そんな事よりウェイン君、確か『小龍シヤオロン』の調ちよう整せい担当だったな、君は」

「……ええ、まあ、そうですが」二は十た歳ちそこそこの研究員はあきらめ顔で息を吐き「ごらんの通り、動作状態は良好です。メイちゃんとのリンクも問題無し。戦せん闘とう時じにはもっと大量の黒の水で大きな身体からだを構成しますが、普ふ段だんは取り回しの良いあのサイズで運用しています」

「ずいぶん小さいようだが、ファンメイにはちゃんと効果は出ているのかね」

「あのサイズでも『自由に動いている』という感覚があれば、黒の水も満足するようですね。戦闘の際にはもちろんより多くの黒の水を操そう作さ出来る方が有利ですが、メイちゃん本体に対する影えい響きようという意味ではあれ以上大きくしても目立った効果は見られません」

「なる程」リチャードはうなずき、タバコの煙を輪わっかの形に吐き出し「しかし、リンクは本当に上う手まくいっているのかね。ファンメイの言う事を全く聞いていないように見えるが」

「そこが今回の調ちよう整せいの肝きもですよ」研究員は立体映像ディスプレイにデータを呼び出し「メイちゃんの言う事を一から十まで完かん璧ぺきに聞いていたんじゃメイちゃんの身体からだを構成してる黒の水と立場が変わりませんからね。戦せん闘とう時じとかの緊きん急きゆうの場合以外はわざとメイちゃんの意志に反発するように設定して、『好きなように動いている』っていう情報がより強く発信されるように仕向けてる訳です」

　ふむ、とうなずきリチャードは視し線せんをファンメイに向ける。

　手足にデータ収集用の電極を貼はり付けられてくすぐったそうに身をよじる少女を、遠目に眺めて息を吐く。

　四ヶ月前にリチャードが知人から預かった少女、リ・ファンメイ。大戦中に滅んだ旧シティ・北京ペキンの実じつ験けん施設で育成されていた少女は『龍りゆう使つかい』と呼ばれる極めて特異なタイプの魔ま法ほう士しであり、急病という事でリチャードのもとに担ぎ込まれた少女の身体には、重大な問題が発生していた。

　肉体を構成する人工細胞、『黒の水』の暴ぼう走そう。

　それがファンメイの身体を蝕むしばみ、人間としての構造を少しずつ破は壊かいしていた。

　厳げん密みつな意味で言えば、ファンメイは実は人間ではない。生物の細胞構造の制せい御ぎよに特化された魔法士『龍使い』と、その能力のサポートを目的として生み出された『あらゆる生物の細胞に進化可能な原型細胞』黒の水。ファンメイの身体は情報制御に必要な脳以外のあらゆる部分を黒の水で構成されたいわば『人間の模も造ぞう品ひん』であり、人間の形を強制された黒の水は本来の自由な状態に戻ろうとして、身体の末端から変質を始めていた。

　ファンメイの身を預かったリチャードは、その肉体の崩壊を食い止めるための実験を始めた。他部門の学者や研究生を巻き込んだこの実験が後のちに『ペンウッド教室』を生み出す礎いしずえとなるのだが、その過程で、リチャードは一つの革新的なアイディアを得た。

　ファンメイ自身の身体とはべつに黒の水で構成された生物を用意し、『自由に動いている』という情報をファンメイの身体を構成する黒の水にフィードバックしてやる事で、黒の水の『願がん望ぼう』とでも言うべき情報構造を充足させる──

　初めは端末上のシミュレーションに過ぎなかったこのアイディアは『ペンウッド教室』という手足を得た事で急速に実現し、今ではファンメイは通常の生活はもちろん、人間の形を保った範はん囲いでなら身体構造制御による肉体機き能のうの増幅をある程度自由に使えるところまで回復していた。

「とりあえずは成功、というところかな」

「正直、ほっとしました。人体内部の複雑系に絡んだ反応は数値計算じゃ予測し切れませんからね。身体の崩壊を逆に加速する可能性も無いとは言い切れなかったですし」

　うむ、と言葉を返し、リチャードはファンメイに視線を向ける。データ収集はまだ継続中。少女が身をよじった拍子に胸元から小鳥が飛び出し、空中で小さなヘビに姿を変えて手近な研究員の頭の上に着地する。ファンメイとの情報接続端子である赤い結晶体を額ひたいに貼はり付けた、真っ黒な鱗うろこのヘビの子供。研究員が悲鳴を上げてヘビを放り出し、こちらは爬は虫ちゆう類るい好きらしい別な研究員が嬉うれしそうに受け止める。

　そうやって絶えず自分の姿を変化させるのも、ファンメイの外部ユニットである『小龍シヤオロン』の重要な役目。

　常に流動し続ける事は黒の水の欲求を満たし、それはファンメイの肉体を安定させる事に繋つながる。

「そういえば……東洋の龍りゆうには『全すべての生物の特徴を兼ね備えた究極の生物』という意味もあったな、確たしか」

「名実共に『龍使い』って訳ですね」

　軽口で答えた研究員が、ふと机の上に浮かぶ立体映像ディスプレイに視し線せんを向ける。

　北ほつ極きよく海かい上空、シンガポール艦かん隊たいを映している一枚を引き寄せ、しばらく眺めて、

「ま、この調ちよう子しなら今回のテストも大丈夫ですよ」

　リチャードは、うむ、とうなずき、

「小龍を切きり離はなした状態での魔ま法ほう士し戦せん闘とうがファンメイの身体からだにプラスに作用するのはすでに確かく認にん済みだからな。政府のお偉方も資源と人材を注ぎ込んだ成果を見たいところだろうし、今後もこういう機き会かいは定期的にあった方が良いだろう」

　龍使いが魔法士戦闘、特に対騎き士し戦を想定して生み出された存在である以上、その構成要素である黒の水も日常生活よりは戦いに向いた構造を持っている。

　普ふ段だんの暮らしで小龍を自由にさせているだけでもファンメイの身体に良い影えい響きようをもたらしてくれるのは間違いないが、より劇げき的てきな反応を得るにはやはりファンメイと小龍に『戦闘』をさせてやるのが望ましい。

「シミュレーターや模も擬ぎ戦せんじゃ、やっぱりメイちゃんの本気度が足りませんからね」研究員はうなずき「そういえば、今回の騒さわぎにかこつけてエド君の方のスケジュールも短たん縮しゆくしたって聞きましたけど」

「世せ界かい樹じゆとウィリアム・シェイクスピアの切り離し作業を一ヶ月早めた。もともと準備自体は完了しているものだからな。予定通りなら作業はものの数分で終了。問題無ければ明日あしたにはファンメイと共に出しゆつ撃げき予定だ」

「んな突とつ貫かん作業、よく通りましたね」

「賢けん人じん会かい議ぎに『光使い』がいるのはわかっとるからな」リチャードはゆっくりと紫し煙えんを吐き「ウィリアム・シェイクスピアの実戦テスト相手がわざわざ来たんだ。技術部の連中にしてみれば逃す手は無いだろう」

「シンガポール軍と賢人会議さまさま、って訳ですか」研究員はディスプレイの向こうに浮かぶ暗あん灰かい色しよくの飛行艦かん艇ていを見つめ「しかし、本当にそんな派は手でな戦闘になりますかね」

「でなければ、わざわざロンドンの領空内で軍事演習などやらんさ」リチャードは吸いさしのタバコを灰皿に置き「おそらく賢けん人じん会かい議ぎが会かい談だんのためのデモンストレーションをやるつもりなんだろうが……何にしても、良い時期に動いてくれたものだな」

　全くっすね、とうなずいて研究員が端末を操そう作さする。画面の映像が切り替わり、北ほつ極きよく海かい上に展開されたシンガポール軍の前ぜん線せん基地、その中心付近に設けられた発着ポートの一つが拡大表示される。

　舞まい散る吹雪ふぶきの中に降り立つ、一隻せきの輸ゆ送そう艦かん。

　その船体後部に開いた扉とびらから降り立つ、黒いドレス姿の少女。

「うわー、本当に本物だ。ニューデリーの中継で見たのと一いつ緒しよですよ」研究員は少し興こう奮ふん気味に呟つぶやき「……けど、何なんでしょうね？　ロンドンうちには極秘のはずの会談の情報が、賢人会議の側からもシンガポール自治政府の側からも同時にリークされてくる、ってのは」

　ようやく検査を終えたらしいファンメイが、こっちに向かってぶんぶん手を振る。

　うむ、と手を挙げてそれに応こたえ、リチャードはディスプレイの向こうで次々に輸送艦から降り立つ賢人会議のメンバーを凝ぎよう視しし、

「ゲームの参加者全員、誰だれもが、他ほかの参加者を利用したつもりになっとるんだろう」

　呟き、新しいタバコを取り出して火をつけ、

「ま、我われ々われも他人を笑えた義理ではないがな。……己おのれの策に足あし下もとをすくわれんよう、せいぜい気をつけるとしよう」
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　長い黒髪をツインテールに編あんだ少女の姿が、吹雪のヴェールを背景に大写しになった。

　立体映像ディスプレイの向こうにその光景を見つめ、月つき夜よは息を吐いた。

「……いきなりシンガポールとはねー。さすがにその展開は予想外だわ」

「せやなー」

　向かいのソファーに座ったイルが、同じようにディスプレイを見て顔をしかめ、

「前のニューデリーの事件から二週間しか経たっとらんいうのに、忙しい連中やでほんま」

　シティ・モスクワ第八階層。市街地の中なか程ほどに位置する小さな孤児院の一室で月夜はイルとテーブルを挟んで向かい合っている。現在の時刻は午後三時。窓の外庭では子供達がボールを追って駆かけ回り、ときどき立ち止まってこっちに手を振る。

　にっこり笑ってそれに応え、また顔をしかめてテーブルに向き直る。

　ニューデリーでの一件を終えてモスクワに戻ってから二週間、月夜は相変わらずこの孤児院の一室を間借りし、シスターとして子供と生活を共にする毎日を過ごしている。

　モスクワ軍の客員士官ということで正式な市民ＩＤを与えられた月夜だが、その立場にはまだまだ微妙なところがある。希望すれば二十階層の軍事区画に官舎を借りて住む事も出来るが、どう考えてもメリットが無い上に居い心地ごこちも悪い。

　そんな訳で以前の捕ほ虜りよだった頃ころと大して変わらない生活に戻って二週間。

　賢けん人じん会かい議ぎの次の動きを待つ日々は、思おもいの外ほか早く終わりを告げた。

「……にしても、何考えとんのかなぁ、シンガポールの連中も」

　古びたソファーに深々と座り込み、天てん井じようを見上げてイルがぼやく。人差し指の関節を二度、三度と小さく鳴らし「わからんなぁ」と頭をかいて、

「会かい談だんやりたいんやったら隠れてこっそりやったらええのに、何でわざわざこんな目立つ事するかなあ」

　月つき夜よは腕組みして、ああ、と呟つぶやき、

「そりゃ、コンピュータの計算結果がそういう風ふうに出たってだけの話よ。相手はシンガポールだし」

　と、奇妙な沈ちん黙もくがテーブルの上に流れる。

　イルは、は？　と首を傾かしげ、

「コンピュータって、政府の政策やぞ？　お前、何メチャクチャ言うてんねん」

　その言葉に、今度は月夜が、はぁ？　と目をむき、

「何？　あんた知らないの？　シティの特殊工作員さまのくせに」

「な、何やねん」イルはちょっと狼ろう狽ばいした顔で「いや、そらシンガポールのことはあんまり詳しないけど、政策決定なんかどこのシティでも大差無い……」

「あー、これだから物知らないヤツは」

　月夜は両手を広げて肩をすくめ、呆あきれた、という風に首を振ってみせる。

　ソファーにふんぞり返って胸をはり、ふふーんと勝ち誇って、

「しょうがないから、おねーさんが説明してあげるわよ。一から十まで丁てい寧ねいにね」

　イルが視し線せんを横に向け、小声で「……この女むかつく……」と呟く。

　月夜は聞こえないフリをしてテーブルの上の携けい帯たい端末を操そう作さし、立体映像ディスプレイにファイルを呼び出して、

「はい、これがシティ・シンガポールの全体図」

「ふーん……って、何でこんなもん持っとんねんお前は！」

　気の無い返事を返したイルが、すぐに目を見開いて叫ぶ。月夜が示したデータはシティの内部構造からライフラインの経路まで完かん璧ぺきに示された極秘文書レベルの代しろ物ものだから、少年が驚おどろくのも当然と言えば当然だ。

「蛇じやの道ってやつよ。細かい事いちいち気にすんじゃないの」月夜はそんなイルの疑問を一刀両断にし「ともかく、シンガポールの構造はこんな感じ。他ほかのシティと同じで地上に直径二十キロのドーム型都市。地下にはエネルギーや物資供給のための色んな施設。で、問題がここ。その辺の施設よりもっと地下深くに広がってる……」

　月つき夜よの指がシティ・シンガポールの断面図、その最も地下にあたる一帯を示す。

　他ほかのシティの仕様では決して見られない、巨大な構造物。厚さおよそ三〇〇メートル、広さとしてはシティ・シンガポール第一階層全体とほぼ同じ領域を埋め尽くす直径二十キロの巨大な円えん盤ばんが、ディスプレイ上に拡大表示される。

「……何や、こら」

「一言で言うと、シティ全体と同じ面めん積せきを持った巨大コンピュータね」

　月夜は仮想のディスプレイを指で弾はじき、

「シティの運営方針を数値シミュレーションで決定する事を目的として建造されたシンガポールの本当の政治中ちゆう枢すう。──国家政策立案決定システム、『光耀クアンユー』よ」

「……ク……くぁん……？」

「クァンユー。西せい暦れき一九〇〇年代にシンガポールが国として最初に独立したときの、首相の名前ね、確たしか」月夜は携帯端末を叩たたいて幾つかの資料を呼び出し「建造されたのは西暦二〇五〇年代後半……シティが建造されたのとほぼ同時期。性能は当時としては世界最高、って言うかその後も大戦勃ぼつ発ぱつまで百年間ずっとアップデートを繰くり返してたらしいから、常に世界で最高だったことになるわ」

「はー」イルは感心しているんだか呆あきれているんだかわからない声を上げ「で？　シンガポールの連中は何しとってん、このバカでかいコンピュータで」

「……あんた、人の話聞いてないでしょ」

「失礼やな！　ちゃんと聞いとるわい！」思わずじと目で睨にらむ月夜に、イルはちょっと焦あせった顔で「政策立案システムなんやろ。自治政府の中央議ぎ会かいの代わりに政策出して、国をどないして動かすか決めてくれる装置。せやけど、幾ら高性能のコンピュータやからって、そいつに市民一千万人の運命決めさせるみたいな無む茶ちやな話……」

「だから、その無茶を本気でやってたのよ、ここの連中は」月夜は人差し指で立体映像ディスプレイをつつき「世界情勢を分析して今後の展開を予測するのも、政府としての方針を決めるのも具体的な行動計画を組み立てるのも全すべて『光耀』の仕事。自治政府のトップにいる首相と百二十八人の議員は、ただ『光耀』が吐き出した政策を実行に移すかどうかの最終的な判断を下すだけ──それが大戦前まで百年続いたシティ・シンガポールの政治システムよ」

「いや、んなアホな」

「アホでも何でも、実際にそれで上う手まく回ってたんだから仕方ないでしょ」半ば呆ぼう然ぜんとするイルに月夜は立体映像のデータを押し付け「いちおう十年前の大戦終結を期に『光耀』による政策立案は停止してシンガポールは普通に人間が話し合う議会政治体制にシフトするんだけど、それも『光耀』の演算能力はマザーシステムの補助に用いた方が良い、っていう『光耀』自身の判断だったみたいね。そのおかげでシンガポールは戦後も戦前と変わらず世界最大の空軍力を維持してこられた訳なんだけど……」

　そこで言葉を切り、月つき夜よは携けい帯たい端末のタッチパネルを叩たたく。

　テーブルの上の立体映像ディスプレイが、新たな表示に切り替わる。

「……今度は何やねん」

「ここ一週間の、シティ・シンガポール内部のエネルギー流通の全記き録ろく」

「いやいや待て待て待て待て──！」イルはテーブルの向こうで目をむき「お前、それどう考えても国家機き密みつ！」

「うっさいわね、蛇じやの道だって言ってんでしょうが同じ事何度も言わせないでよ」そう言って、月夜はふと顔をしかめ「っていうか、何でたかがこの程度のこと調しらべるのに二日もとられてんのよ私は。真ま昼ひるのヤツがいればこんな物、二時間ぐらいでちょいちょいっと……」

　呟つぶやく声が、我われながらどんどん不ふ機き嫌げんなトーンを帯びてくる。

「あーっ！　わかった、それはもうわかった！」イルが慌あわてた顔で両手をばたばた振り「とにかくこのデータ見ればええんやろ！　このデータが」

　言いかけたイルが、動きを止める。

　シティ内を流れる全エネルギー量を表すグラフをじっと見つめ、

「……二月十日、午後二時から一時間だけ、シンガポール内のエネルギー流通量が派は手でに減少しとるな」

「正解」月夜はソファーから身を起こし「計算してみたんだけど、その減少分って『光耀クアンユー』がマザーシステムの補助として循じゆん環かんさせてるエネルギー量とぴったり一致するの。って事は、要するに……」

「『光耀』の演算機関としての機能が一時的に止まった、いうより、一時間だけ本来の政策立案コンピュータとして動作した」

「そーいう事」イルの言葉に月夜はうなずき「見ての通り大したエネルギー量よ。市民の生活にもある程度は影えい響きようが出たはず。シンガポール自治政府がそうまでして『光耀』に政策案を作らせたかった、っていうんなら目的は一つよね」

「賢けん人じん会かい議ぎに対するシティ・シンガポールの対応。で、出てきた答えが今回の軍事演習、か」イルはうなずき、む？　と腕組みして「いうことは何か？　今回のシンガポールの動き、自治政府の中の誰だれがどんな考えで動いてとか、どんだけ想像しても無む駄だいう事か？」

「そこまでは言い切れないけど、無駄になる可能性もある、って事よね。『コンピュータで何千万通りと政策をシミュレートして点数比べたらこれがベストでした』って言われたら、議ぎ員いんの思おも惑わくなんか追ってもどうにもなんないし」月夜はソファーの上で、うん、と伸びをし「……で？　モスクワ的にはどうなのよ」

　難むずかしい顔で立体映像ディスプレイを睨にらんでいたイルが、あ？　と首を傾かしげ、

「どう、って何やねん」

「だから、今回のシンガポール軍と賢けん人じん会かい議ぎの動きをどうするのかって訊きいてんのよ」月つき夜よは手のひらでテーブルをばんばん叩たたき「北ほつ極きよく海かいならここからでも余裕で攻めれるし、サクラ達捕まえる絶好のチャンスでしょ？　その辺どう思ってんのよ、モスクワ自治政府的には」

　と。

「いや、そら……」イルは視し線せんを逸そらして口ごもり、すぐに顔をしかめて「お前、それ嫌いや味みで言うてるやろ」

「失礼ね、四割ぐらいは本気よ。ここで子供の相手してると議会の情報とか全然入ってこないし」月夜は言外に六割は嫌味である事を認めつつ「で、実際どんな感じなの？　軍事行動とかまともにやる気ありそう？」

「……正直、望み薄うすやな」イルは渋しぶい顔で天てん井じようを見上げ「この前のニューデリーの一件でうちのシティもかなり風向き変わっとるからな。そもそも、メルボルンでやられた分の戦力がまだ回復してへんからシンガポールとかロンドンとかとガチで撃うち合いしとる余裕は無いし、マザーシステムも安定稼か働どうに入ったからそこまで無理する必要もあらへんし」

　そうよねー、と月夜も同じように天井に視線を向ける。

　現状、それが一番の問題。

　真ま昼ひるを連れ戻すためにシティ・モスクワと手を結んだ月夜にとって、何よりも頭の痛い誤算だった。

　そもそもシティ・モスクワと賢人会議の敵対関係は、モスクワ自治政府が次のマザーコアとして育成していた魔ま法ほう士し数十人を賢人会議が強ごう奪だつした事に端を発している。前のマザーコアが寿命を迎え、同盟関係にあるシティ・マサチューセッツからの技術供きよう与よでコア大量生産システム『ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー』の導どう入にゆうを進めていたモスクワにとってこの事件は致命的な物であり、結果としてシティ・メルボルン跡地で起こった戦いに月夜は巻き込まれる事になった。

　現在はそのファクトリーシステムも順じゆん調ちように稼か働どう中ちゆう。月夜にとっては不愉快な話だが、今はそんな個人の感想はどうでもいい。

　ポイントは──

　何より重要なポイントは、モスクワ政府はあくまでも自国の利益のために賢人会議と対立したのであって、善悪好悪の類たぐいは眼中に無い、風向きが変われば昨日きのうまでの敵と手を組む事など何とも思っていない、という事だった。

　二週間前にニューデリーの中央招集会議でサクラ達が行った演説は、そんな自治政府に大きな動きをもたらした。賢人会議から各シティの代表に投げられた提案──同盟の締てい結けつ案あんについて、前向きに検討しようという動きが議会の中に現れたのだ。一部の議員から始まったこの動きは瞬またたく間に議員全体の半数近くを取り込み、モスクワ自治政府中央議会は二局対立の完全な戦場と化した。

　政府としての方針を決めるために一昨日おととい開かい催さいされた会かい議ぎは予定を二日近く超過して今日きように及び、現時点でも続いている。

　いらつく事この上ない。

　いざとなれば政府の方針を無視して単独行動を取れば済む話とはいえ、これでは自分の主義を曲げて軍属になった意味が無い。

「うわ……何ちゅうあくどい顔しとるねんお前は」

「うっさいわね。これでも我が慢まんしてんのよ」月つき夜よは両手のひらで頬ほおを軽く叩たたいてしかめ面を修正し「ってか、あんたこそどうなの？　モスクワが政府の方針として『今回の事件には不干渉』って決定出したら、あんたはどうすんのよ」

「オレか？」イルは腕組みして、せやなあ、と呟つぶやき「とりあえず、知り合いの軍の人等らに連絡とって、脱走の段取りやな」

「うわ、いきなり軍法会議」月夜は顔をしかめて呆あきれたフリをし「あんたねえ、そういうときは穏おん便びんに休きゆう暇か申しん請せいとかからいくもんじゃないの？」

「そんなどうやっても通らへん申請出してもしゃーないやろ」イルはへらへらと笑い「とにかく、何でもええから北ほつ極きよく行きやな。あの女もまさかモスクワは絡んでけーへん思っとるかも知れんけど、そうそう上う手まい事話は進ませへんわ」

「あら、頼もしい事」

　少年の言葉に軽口を返しつつ、内心でうなずく。政府がどう動こうと関係無い、という少年の行動原理は今の月夜にとって数少ない武器の一つだ。

　と。

「──何を物ぶつ騒そうな話をしているのですか、あなた達は」

　いきなり背後から声を投げられ、月夜は驚おどろいて振り返る。スライド式の扉とびらの向こうには、黒い修道服を身にまとった女性が一人ひとり。「こんにちは、月夜さん」とにっこり笑い、静かな足取りで部へ屋やに入ってくる。

　向かいのソファーにふんぞり返ったままのイルが「お帰りー」と手を振る。

　シスター・ケイト。

　月夜が暮らすこの『聖セラフィム孤児院』の代表者であり、イルの後見人でもある人物だ。

「で、どないやった？　どうせ出張ミサのついでに、議会の動きも聞いてきてくれたんやろ？」

　よ、っとソファーから身を起こすイルに、シスターは「ええ」とうなずく。一見するとごく普通のシスターにしか見えないこの女性、実は大戦中に軍の作戦将校として活かつ躍やくしたという過去があり、その頃ころの縁えんで今でもモスクワ自治政府の中ちゆう枢すうにかなり太いパイプを持っている。

　シティ・モスクワの『計画者プランナー』と言えば、ニューデリーの『将棋指しチエス・プレイヤー』アニル・ジュレと作戦計画で唯一互角に渡り合えたという、頭に超が三つつくぐらいの有名指揮官。

　そんな人物がなぜこんなところで教会の修道女などやっているのかは全くの謎なぞだが、軍という規律だらけの組そ織しきの中にあってイルが比較的自由に動く事が出来る理由の一つがこの女性にあるのは間違いない。

「まあ落ち着いて。まずはお茶を一杯」シスターは月つき夜よの隣となりに腰掛けて手にしたパックの紅茶を一口飲み「さて……中央会かい議ぎですが、少しおかしな方向に話が動きました」

「……は？」

　予想外の言葉に、イルと月夜は揃そろって顔をしかめる。

「おかしな方……て」

「あっさり『今回は様よう子す見み』、じゃないんですか？」

「ええ」二人ふたりの言葉にシスターはうなずき「話し合いは先程終了。結けつ論ろんから言うと、これから六時間以内にイルと月夜さんには出しゆつ撃げき命令が下ります」

　思わず、月夜はイルと顔を見合わせる。

　一いつ瞬しゆん喜びそうになり、すぐにシスターの難むずかしい顔に気付いて、

「『賢けん人じん会議を捕らえるため』……って訳じゃないんですね？」

「察しが良いですね」シスターは小さく笑い「二人の作戦目的は観かん察さつ。北ほつ極きよくで起こっているシンガポールと賢人会議、それにロンドンの動きに介入し、状況を残らず報告するのがあなた達の任務になります」

　ロンドン？　とイルと月夜は首を傾かしげる。

「いや、ロンドンの動き、言うても」

「うん。確たしかにシンガポール軍の動き見ればロンドンと小こ競ぜり合いぐらいありそうなのはわかりますけど、でもロンドン秘ひ蔵ぞうの『ウィリアム・シェイクスピア』は四ヶ月前の世せ界かい樹じゆ事件で故障したって話だし、通常戦力ならここの情報部も把握してるはずだし、わざわざ観かん察さつって……」

「そのウィリアム・シェイクスピアなのですが、今回の動きに合わせて修理を終えた、という情報があります」シスターは紅茶のパックを置いてテーブルの上の携けい帯たい端末を自分の方に引き寄せ「さらに、別な筋の情報ではロンドン自治軍がシェイクスピアとは別の『極秘』の新兵器を投入してくる、という噂うわさも」

「極秘、なあ……」

「何か、うさんくさい話ですね」

「それを確かく認にんするのがあなた達の任務です。それともう一つ」シスターは端末を操そう作さして立体映像ディスプレイを呼び出し「シンガポールの方なのですが、こちらも少し妙な動きを示しています」

　タッチパネルの操作に従って、一人ひとりの男がディスプレイに映し出される。

　年の頃ころは三十前と言ったところ。典型的な黄色人種の顔立ちに、右みぎ頬ほおに大きな刀傷。グレーの三みつ揃ぞろいのスーツに白いネクタイを完かん璧ぺきに着こなし、右みぎ襟えりにシンガポール自治政府の議員である事を示す白はく銀ぎん色いろの徽き章しようを付けている。

「フェイ・ウィリアムズ・ウォン。今回の賢けん人じん会かい議ぎとの交渉役である全権大使です」シスターはさらに幾つか別な角度からの映像を呼び出し「これが今け朝さ、シンガポールで撮とられた映像。間もなく特とく別べつ機きでシンガポールを出発、今日きようの夕方には北ほつ極きよく海かいの会かい談だん場じように到着するはずです」

「何や、スカしたおっさんやなあ……」

「こいつが有名人、って事ですか？　大戦中に活かつ躍やくした魔ま法ほう士しとか」

　月つき夜よの言葉にシスターは首を横に振り、

「彼は魔法士ではありません。と言うより、彼についてわかっている事はそれだけ。おそらくほとんどの人々は、彼が大戦中にシンガポールにどれ程の戦果をもたらしたか……いえ、そもそも彼という人間がいた事さえ知らないでしょう」

　奇妙な言い回しでそう呟つぶやいて、シスターは男の顔を見つめ、

「わたしも手がかりを掴つかんだのは大戦末期に一度だけ。もっとも、そのとき私が資料で見た彼はこんな顔でも名前でもありませんでしたから、情報部が彼の手足の動きのクセを解析したデータを用意してくれなければ同一人物とは気付かなかったでしょう。……議員になっていたとは思いませんでしたが」

　訳わけがわからない。

　月夜はイルと目配せを交わし、少し考えて、

「えーっと……要するに何者なんですか、こいつ」

　数秒の沈ちん黙もく。

　シスターは月夜に向き直り、静かな声で、

「暗殺者ですよ」

　言葉を切り、一つ息を吐いて、

「それも、魔法士専門の」
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　しんと凍こごえた空気が、長い廊下を包んだ。

　ささやくような靴音が浮レきリ彫ーりフを施された高い天てん井じように残ざん響きようし、どこまでもどこまでも、低く静かな余よ韻いんを残した。

　シティ・シンガポール第二十階層中央区画。首相官邸のエントランスから続く広い廊下を一人ひとり行く。深紅の絨じゆう毯たんが敷しかれた廊下は両りよう脇わきに幾つもの扉とびらを従えて、官邸の一番奥、シンガポール自治政府首相の執務室へと至る。

　扉の左右で銃を構える警けい護ごの兵士が、無言でこちらに敬礼する。

　二人ふたりの兵士に一度ずつ略礼を返し、扉に向かってまっすぐ歩を進める。

『生体認証確かく認にん。ウィリアムズ議ぎ員いんがお見えです』

　機き械かい合成された女の声と共に、木もく目め調ちようの重厚な扉とびらが左右に開かれる。

「……来たか」

　豊かな白しろ髭ひげをたたえた巌いわおのような顔でこちらを見返すのは、シティ・シンガポール自治政府現代表、カリム・ジャマール首相。

「フェイ・ウィリアムズ・ウォン議員。わざわざ呼び立ててすまない」

「いえ……」

　首相の言葉に首を横に振り、勧められるままにテーブルを挟んだ向かいの席に座る。

　背後で扉の閉まる音。

　それを確認し、静かに口を開く。

「御用件は」

　首相は、うむ、と呟つぶやいてテーブルの上で両手を組み、

「今回の賢けん人じん会かい議ぎとの交渉役。引き受けてくれた事にまず礼を言う」

　いえ、とテーブルに視し線せんを落とす。議会の決定に従っただけの事であり、特に礼を言われるような話ではない。特とく別べつ機きのフライトまで後二時間、準備はすでに完了しているが、最後にもう一度チェックをしておきたい。

「それで、御用件は」

「無む論ろん、今回の交渉の話だ」首相はテーブルの隅すみのポットを取り上げ、カップにコーヒーを注いでこちらに押しやり「賢人会議と我わがシンガポールとの同盟締てい結けつ。その事前準備として諸条件について話し合い、最終的な調ちよう印いんへの道を整ととのえるのが君の役目となるが……ところで、なぜ自分が交渉役に選ばれたかわかるか、フェイ・ウィリアムズ・ウォン」

「いえ」

「魔ま法ほう士しの代表を名乗るテロリストとの交渉役に、魔法士嫌いで知られる君が選ばれたのだぞ？　少しは疑問に思わんのかね」

「いえ、全く」

　何の躊ちゆう躇ちよも無く答える。確たしかに自分は魔法士という存在を心の底から憎んでいるが、それと自分の職しよく務むとは関係無い。シティ・シンガポールの決定ならば従う。理由が自分に必要な物なら誰だれかが教えるし、誰も教えないなら自分も知る必要など無い。

　それで十分、それ以外の要素など不要。

　心の中で呟くフェイの前で、首相が呆あきれたように嘆たん息そくする。

「変わらんな、君は」大戦中にフェイの指揮官を務めた事もある軍人上がりの首相は一つうなずき「だが……今回の作戦においては何よりも必要な資質だ」

「作戦……？」

　奇妙な言い回しにフェイは少しだけ視線をあげる。これは、交渉ではないのか。

「そう、作戦だ」首相はテーブルに埋め込まれたタッチパネルを操そう作さし「そもそも、今回の賢けん人じん会かい議ぎとの交渉、『光耀クアンユー』の計算結果である事は知っているな？」

　無言でうなずく。知っているも何も、シンガポール自治政府の中ちゆう枢すうたる百二十八人の議員の一人ひとりとしてフェイもその場にいた。中央会議場の立体映像ディスプレイに『光耀』の解答が大写しになり、「賢人会議との同盟を締てい結けつせよ」と描き出された瞬しゆん間かんにはフェイも危うく呻うめき声を漏らしそうになった。

「十年ぶりに本来の政策決定システムとして稼か働どうした『光耀』。その案は直ただちに議会の賛さん成せい多数で可決され、交渉役に君が選ばれた」

　首相は立体映像ディスプレイを展開してそのときの映像記き録ろくを呼び出し、

「それはもはや決定事項だが……ところで君は、『光耀』の算出する予測に必ず『対案』が存在する事は知っているか？」

「噂うわさだけは」

　それは大戦前に議員達の間で、あるいは一般市民の間でささやかれていた噂。

　曰いわく、『光耀』は政策を決定する際に必ず複数の候補を算出し、それらの点数を比較する事で最終的な解答を導みちびき出すのだと。

　そして、選ばれることの無かった政策案は消去される事無く『光耀』の中に保存され、歴代の首相だけがそれを閲えつ覧らんする事が出来るのだと──

「事実だとしたら、どう思うかね」

「面めん倒どうな事です」

　フェイは即答する。というより、それでは『光耀』の意味が無い。

　一つの政策案が存在すれば、必ずそれに代わる幾つもの案が同時に存在する──

　そんな事は誰だれでも知っている当然の理屈であり、その理屈を覆くつがえしたところに『光耀』の意味があるのだから。

　人間同士の話し合いとは詰まるところ、「誰かにとって正しい解答」同士のぶつかり合いだ。どれかの案を採用すれば残りの案は廃棄され、それを信奉する者達からは必ず不満が出る。「誰もが納得する完全な解答」などという物は最初から存在のしようがなく、選択の結果はどれ程完かん璧ぺきに見えたとしても将来に必ず禍か根こんを残す。

　その困こん難なんを解決するためのブラックボックスが『光耀』。

　政策案の提示からその比較、決定に至る全すべてのプロセスを巨大コンピュータの中に押し込め、「これが唯一無二の解答である」とただ一つの答えだけを人々の前に示す事に『光耀』の存在意義がある。

　幾つもの案を示して「どれが良いか」と問うのであれば、それは人間同士の話し合いと何一つ変わらない。

　だから仮に『対案』などという物が本当に存在するなら、それは一般市民の目には決して触れる事の無い、存在する事すら知らされない秘密でなければならない。

「事実だ。残念ながら、な」

　そんな事を考えるフェイを前に首相はあっさりと言い放つ。

　一つ息を吐き、「だが」と続けて、

「とは言っても、通常なら『対案』の存在は問題にはならない。『光耀クアンユー』が最終的な評価を誤る事は決して無く、導みちびき出された解答は他ほかの案の十倍以上のスコアを獲かく得とくしているのが常だからだ。……が」

　首相の指が、タッチパネルを叩たたく。

　フェイの目の前に浮かぶディスプレイに、文書ファイルが呼び出される。

「……これは？」

「今回の政策決定に際し、『光耀』が算出した対案の中で最もスコアが高かった物だ」フェイの問いに首相は静かに答える。「得点率は『賢けん人じん会かい議ぎとの同盟締てい結けつ案』に比べてわずか0.02パーセント下……つまり、一つ間違えばその案が『光耀』の最終的な結けつ論ろんになっていてもおかしくなかった」

「そんな事が……」

　呟つぶやき、半透明のディスプレイに映し出された文書に素す早ばやく目を通す。

　瞬しゆん間かん。

　フェイは、思わずうめき声を漏らす。

「『賢人会議の消滅』？」

「それが、『光耀』の導き出したもう一つの解答だ」首相は重々しくうなずき「賢人会議の存在は近い将来にこのシンガポールに重大な問題をもたらす事になる、と。それを未然に防止するために賢人会議という存在を速すみやかに消去せよ、と」

　沈ちん黙もくが、首相執務室を支配する。

　フェイは、正せい確かくに三度深呼吸してから問う。

「私に何をしろと」

「議会の決定はもはや変えられん。賢人会議との交渉は予定通りに行われなければならん。が、仮に賢人会議が我わがシティに害を為なす物であればこれは排除されねばならん。それも、『光耀』の予測を損そこねる事の無いよう、シンガポールが手を下したとは悟られない方法で」

　静かにそう告げて、首相が椅い子すから立ち上がる。

　こちらの顔をまっすぐに見下ろし、口を開く。

「『魔ま法ほう士し殺し』フェイ・ウィリアムズ・ウォン。首相ではなく、かつての上官として密命を下す」

　テーブルの周りにそってゆっくりと歩を進めながら、

「君はシンガポールの全権大使として今回の交渉にのぞみ、予定通り話し合いを進めると同時に賢けん人じん会かい議ぎの主要メンバー四人を観かん察さつする。彼らが交渉に値する人物であれば良し。……が、もし仮に、賢人会議が我わがシンガポールにとって敵となる存在と判断した場合には──」

　静かな足取りで、首相がフェイの席の傍そばを通り過ぎる。

　振り仰あおぐフェイに、首相は巌いわおのような顔を向け、

「ロンドン自治軍の仕し業わざに見せかけ、彼らを暗殺せよ」
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　根本的な疑問として、まず、「あれはどうやって北ほつ極きよくと南なん極きよくの上空に浮いているのか」という話がある。

　大戦の七年前、西せい暦れき二一七九年から二一八〇年頃ごろに、打ち上げを完了したばかりの大気制せい御ぎよ衛えい星せいの映像を見た人々の間でさかんに取り交わされた話題だ。

　大気制御衛星という名前から何となく普通の静止衛星と同じように飛んでいるのだろうと錯さつ覚かくしがちだが、そもそも静止衛星というのは「地球が回転するのと同じスピードで地球の周りを回っているために、人間から見ると止まっているように見える」というだけの代しろ物ものだ。大気制御衛星のように本当に止まっている訳ではないし、第一、原理的に赤道上を一周するルート以外の場所には建造する事が出来ない。

　あの巨大な人工物は、いかなる原理で極点の上空二〇〇〇〇メートルに静止しているのか。

　情報制御理り論ろんの誕たん生じようまで、まだ一年。論理回路による重力制御技術の存在しなかった当時、その問いに明めい確かくに答える事が出来た者は、少なくとも一般市民の中には一人ひとりもいなかったと言える。

　地球連合全体の合意によって打ち上げられたはずの衛えい星せいの動作原理を誰だれも知らない。誰も知らない物体が北ほつ極きよくと南なん極きよくの上空に浮かび、地球全体の気候を制せい御ぎよする──そんな無む茶ちやがまかり通った背景には当時の、世界大戦以前の人類の政治体制と社会情勢が大きく関係している。百年前のシティ建造によって人口密度の問題から解放され、生物学の発達による食しよく糧りよう問題の解決を経てあらゆる貧困と差別を克服したはずの人類社会が、必ずしも平和でも安あん寧ねいでも無かった事は歴史を学ぶ者なら誰もが知っている。

　互いに争う必要も競きそい合う必要も無くなった人類が退屈を紛まぎらわすために始めた、シティの威い信しんを賭かけた、ゲームとしての「人の死なない戦争」。

　数限りない技術がこの「戦争のための戦争」を経て人々の暮らしに還かん元げんされ、人類の科学力は旧世紀と変わる事無くめざましい発展を続けた。

　大気制御衛星もそうした技術によって生み出された副産物の一つなのだろうと、人々は勝手に理解した。「地球連合全体の共同計画」という体裁を取りながら実質的には数個のシティによって独占的に開発・管理された、他ほかのシティには知り得ない幾つもの独占技術を詰め込んだオーバーテクノロジーの固まり──空の彼方かなたに浮かぶ直径数百メートルの銀ぎん色いろの建造物を映像で見た人々は例外無くそう信じ、それ以上の思考を停止した。

　ごく少数のシティによって独占された軍事技術がその独占を維持したまま平和目的に転用され、動作原理も機き構こうも全くわからないまま世界中の人々がその恩恵を被こうむる──大戦前の世界では日常的に見られた光景であり、人々にとっては大気制御衛星の打ち上げも、公共放送を日々騒さわがすそういった「ありふれた」事件の一つに過ぎなかった。

　開発の中核を担ったのは、京きよう都と、ケンブリッジ、ミュンヘンの三つのシティ。

　が、これらのシティも自国が所持する技術の使用を許可して人材と資金を提供しただけであり、実質的に全すべてを動かしていたのは三つのシティが共同で運営していた研究機関『フリードリッヒ・ガウス記念研究所』だった、と当時の記き録ろくには記されている。

　後のちに「魔ま法ほう士し誕たん生じようの地」と呼ばれる事になる研究所で大気制御衛星の開発が行われた、というのは奇妙な符号だ。さらに奇妙な事に、開発者リストの端にはその半年後に「情報制御理り論ろんの創始者」として世界中に知られる事になる三人の科学者──アルフレッド・ウィッテン、天あま樹ぎ健けん三ぞう、エリザベート・ザインが名を連ねている。

　いったいそこで何が行われたのか、大気制御衛星とは「本当は」何だったのか。そして、暴ぼう走そう事故はなぜ引き起こされたのか。

　当時の関係者がことごとく死に絶え、資料も散さん逸いつした現在、それを知る事は不可能に近い。研究所の母体であった三つのシティは大戦中に全て消滅。戦後にシティ・神こう戸べとシティ・ベルリンが研究施設を調ちよう査さ、再建したが、大気制御衛星に関する資料は何一つ発見されなかった。

　唯一、手がかりが残されているはずの衛星自身には、電でん磁じ場ばの雲と十と重え二は十た重えの防衛網に阻はばまれて雲上航行艦かんの力をもってしてもたどり着く術すべが無い。

　──全すべての真相は闇やみの中。

　白はく銀ぎんの城じよう塞さいは人の手の届かぬ空の彼方かなたで、今日きようも、鉛なまり色いろの雲を吐き出し続けている。




　　　　††††††††††††††




　固形保存のジャガ芋いもスープの暖め方に善よし悪あしがあろうとは、考えた事も無かった。

　小指の先程の具が浮かぶだけの簡かん素そなスープに口を付けるなり、ヘイズは思わず呻うめいた。

「うめぇ……」

　黒い眼帯で両目を隠した少女が、テーブルの向こうで「でしょー」と笑う。エプロン姿の少女はスプーン片手に胸を張り、

「ポイントは完かん璧ぺきな温度調ちよう整せいと均一な熱ねつの通り具合ね。あと、成分の濃のう度どが完璧になるようにちょっと調味料足したりお湯足したり」

　ヘイズは、はー、と感心し、スプーンを傾けてスープをもう一さじすくう。自分が適当に暖めたときと明らかに異なる絶妙な舌触りのスープをよく味わってから飲み下し、

「……で、何でまたその眼帯なんだお前は」

「な、何よ！　いーでしょ別に！」

　眼帯の少女──クレアが慌あわてたようにスプーンをばたばたと振る。「あ、いや、別に良いんだけどよ」と曖あい昧まいな答えを返しつつ、ヘイズは少女の様よう子すをそれと無くうかがう。ニューデリーで最初に会ったときに付けていた古代の呪じゆ術じゆつっぽいデザインの眼帯だが、確たしか五日前と七日前と十日前も付けていた。ついでに言えばそれ以外の日はサングラスで、船の中なのに一日中外さない。

　一いつ緒しよに旅をするようになって二週間、何か気に入らない事でもあるのだろうか。

　スプーンを横目に考え込んでいると、クレアは煩はん悶もんするように、うー、と唸うなり、

「……何ていうか、やっぱり目隠し付けてないと落ち着かないのよ。……は、恥ずかしいっていうか……」

　上ずった声で呟つぶやいて、少女が両手を頭の後ろに回す。のろのろした手つきで眼帯を取り払うと、淡あわい茶ちや色いろの瞳ひとみが姿を現す。

　通常の目としての視力を失った、ガラスのような瞳。

　クレアは眼帯を丸めてテーブルの隅すみに置き、意を決したように顔を上げ、

「それで！　シンガポールとロンドンの動きはどうなってんのよ！」

「いや、何で怒ってんだお前。っていうか、ニューデリーじゃ眼帯なんか付けてなかっただろ、途中から」

「あ、あれは緊きん急きゆう避ひ難なん措そ置ちよ！　いろいろありすぎて気にしてなかったけど、後で考えたらやっぱり恥ずかしいの！　何か服ちゃんと着てないみたいで！」

　テーブルに勢いよく両手をついて立ち上がり、クレアは「あ」と飾り物の目を見開く。

　我われに返った様よう子すで顔を右往左往させ、ちょっと頬ほおを赤くして椅い子すに腰を落とし、

「……だから、今は北ほつ極きよくの状況の話でしょ？　どーすんのよいったい。いつまでもこの船の中に隠れてたんじゃ埒らちがあかないわよ」

「あー」

　いきなりまともな事を言い出す少女を前に、ヘイズは言葉に詰まる。

　収まりの悪い髪をわしわしとかきむしり、天てん井じように埋め込まれたスピーカーを見上げて、

「おいハリー！　状況！」

『シンガポール自治軍の輸ゆ送そう艦かんが、間もなく本艦の上空を通過します』

　横よこ線せん三本で描かれた立体映像のマンガ顔が、機き械かい合成の効果音と共にテーブルの上に出現する。Hunter Pigeon管制システムの疑ぎ似じ人格ハリーはクレアに向かってお辞じ儀ぎするように四角い顔の縁ふちをひらひら揺らし、

『護ご衛えいの小型艦艇六隻せきも一いつ緒しよ。シンガポールの大使を乗せた特別機に間違いありません』

「ロンドン自治軍はどんな感じだ？」

『空軍が出しゆつ撃げき準備を開始したようですが、詳しい配備状況までは。……リチャード様と連絡が取れればもう少し詳細な情報が得られるのですが』

「そいつは今は無しだな。うっかり逆探知されちまったら先生もフォロー出来ねえし、両方の軍から『正体不明の船』って攻こう撃げきされんのはさすがに面めん倒どうすぎんだろ」そう言って、ヘイズはふと顔をしかめ「まさか、もうとっくに軍の探査網に引っかかってて監かん視しがついてます、なんてこたーねえだろうな」

『おそらく大丈夫かと』ハリーは横線の目をまっすぐに伸ばして真ま面じ目めな顔を表現し『ロンドンにもシンガポールにもその類たぐいの動きは見られません。やはり地上で派は手でな動きがあると、海中の監視は手て薄うすになるようです』

　北ほつ極きよく海かい外がい縁えん部ぶ、グリーンランド島沖、深度五〇〇メートル。Hunter Pigeonは深しん紅くの船体を漆しつ黒こくの海中に潜ひそめ、息を殺して地上の動向をうかがっている。熱ねつ、情報、光、その他ありとあらゆる類の迷彩を周囲に張り巡らせたHunter Pigeonの船体は頭上で睨にらみ合うシンガポール自治軍とロンドン自治軍の探査の目を逃れ、すでに丸一日、この水底を漂っている。

　クレアの言うとおり、このままでは埒があかない。

　やはり、危険を承知で船を置いて行動するしかないだろうか。

「ねえ……」そんな事を考えるヘイズの前でクレアは、はーい、と手を挙げ「思ったんだけど、このままシンガポール軍が交渉終わらせて帰るまでここで待ってる、ってのはどう？　あんたロンドン軍の方にはツテあるって言ってたでしょ。シンガポールと賢けん人じん会かい議ぎさえいなくなれば後は動き放題なんじゃないの？」

「いや、そうしてーのは山々だけどよ」ヘイズは椅い子すにふんぞり返って天てん井じようを見上げ「ロンドン自治軍とシンガポール自治軍がマジでドンパチ始めちまったら、あおり食ってこっちの目的のブツが破は壊かいされちまうかも知れねえ。今のところ目星つけてる隠し場所の範はん囲いがちょうど交戦予定地域と重なっちまってるからな。どのぐらい耐久度がある物かはわかんねーけど、さすがに荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲ほう撃げき何発も食らったらアウトだろ」

　そうなんだー、とクレアは額ひたいに指を当てて考え、

「ところで、そろそろ説明して欲しいんだけど」

「あん？」

　思わず首を傾かしげるヘイズにクレアは「だーかーらー」とテーブルをつつき、

「あたし達がここに来た目的よ。あんたの言ってる『ブツ』って何？　こんなヤバイところまで、あたし達何しに来た訳？」

「……は？」

　テーブルの上を流れる気まずい沈ちん黙もく。

　ヘイズは一つ咳せき払ばらいし、あー、とうなり声を上げ、

「説明してなかったっけか」

「うん、全然」クレアは即答し「シンガポールが賢けん人じん会かい議ぎと交渉しようとしてるとか、ここの上空がロンドンの統治空域でたぶん派は手でな戦せん闘とうになるとかその辺は聞いたけど、肝かん心じんのあたし達の目的はさっぱり」

『おやおや、これはまた』

　困った、とでも言いたげにハリーが四角い顔の縁ふちを左右に揺らす。横よこ線せん三本のマンガ顔が、わずかな角度の変化で見事に「呆あきれ」を表現している。

「いや、そりゃ……」

　言いかけて、考える事しばし。

　ヘイズは無む駄だな抵抗をあきらめて「悪わりぃ悪ぃ」と手を振り、

「ずばり、一言で言うとだな」

　うんうん、とうなずいて、クレアが身を乗り出す。

　ヘイズは椅子の上で姿勢を正し、一つ指を鳴らして、

「大気制せい御ぎよ衛えい星せいの入り口を探しに来た」

　──長い、長い沈黙があった。

　いかにもうさんくさそうな顔で、クレアが「……はぁ？」と首を傾かしげた。




「……ま、とりあえず話はわかったわ」

　十分後、Hunter Pigeon艦かん内ない居住区の一室。

　一通りの説明を聞き終えたクレアは、立体映像ディスプレイのデータ表示を前に難むずかしい顔で頬ほお杖づえをついた。

「要するに、地上から大気制せい御ぎよ衛えい星せいまで人と物を運ぶための何かの装置が大戦前に作られてて、それが今でも北ほつ極きよくに隠れてるんじゃないか──って事ね」

「平たく言うと、そういうこったな」

　少女の言葉に肯定を返し、ヘイズはテーブルの上の携けい帯たい端末を操そう作さする。二人ふたりの間にさらに数枚別なディスプレイが出現し、多種多様なデータが表示される。

　ニューデリーの事件から二週間、世界各地の研究施設跡や古いデータバンクを巡ってかき集めた二十年前の衛星打ち上げ当時の記き録ろくと、その解析結果。

「でも、それって何か変じゃない？」クレアは人差し指を額ひたいに当てて、んー、と考え「衛星が打ち上げられたのって普通にモーター式とか核かく融ゆう合ごう式とかの輸ゆ送そう艦かんが飛んでた時代でしょ？　情報制御理り論ろんが生まれて船の飛行原理が演算機き関かんによる反重力に切り替わった後だって、その頃ころはまだ暴ぼう走そう事故が起こる前だし……わざわざ装置作らなくても、普通に船で運べば良かったんじゃないの？」

　そう言って、クレアは資料の一枚を手元に引き寄せ、

「ほら、ここ。この辺のデータにもちゃんと、衛星と地上の行き来に軍の輸送艦を使ってたって書いてあるし」

「ところがそうでもねーんだな、これが」

　そんな少女の前に、ヘイズは別な立体映像ディスプレイを押し付ける。

　表示されたグラフの幾つかを指で示し、

「ほれ、この辺。北極に近いシティ何個かが持ってた、衛星が発する熱ねつ量りようの統計データ」

「どれどれ？」

　おそらくＩ－ブレインの全方位視覚でディスプレイを視みているのだろう。クレアは額に指を当てた考えポーズのまましばらく黙だまり込む。

　ややあって「あ」と声を上げ、うつむいたまま表示されたデータの一つを指さし、

「シティの輸送艦が飛んだ日には熱量が上がってる……ってことは誰だれかが衛星の中に入った分だけ熱の収支が変わったってことよね？」顔を上げ、別なディスプレイを引き寄せ「じゃあ、こっちのデータは何？　どこのシティの船も飛んでない日に、やっぱり熱量が人間二人か三人分上がってるんだけど」

「おー、鋭するどい鋭い」ヘイズは一つ指を鳴らし「なら、こっちのデータはどう読む？」

　そう言って差し出すのは、衛星打ち上げの翌年の『情報制御理論誕たん生じよう』以降、西せい暦れき二一八六年の大戦勃ぼつ発ぱつまで続く、北極海周辺の『情報量』の観かん測そくデータ。

　とたんに、クレアは眉み間けんに皺しわを寄せ、

「ちょうどその『何でかわかんないけど衛星の熱量が増えてる日』に、情報量がちょっとだけ変化、っていうか誰かが魔ま法ほう使ってるわね、これ」難むずかしい顔をこっちに向け「いちおうノイズに偽ぎ装そうして誤ご魔ま化かしてるみたいだけど……うわ、バレバレ。このデータを取った人達よく気が付かなかったわね」

「情報制せい御ぎよ理り論ろんが出来たばっかりの頃ころだからな。んな細かいデータの解析式とか、ほとんど誰だれも知らなかったんだろ」ヘイズはディスプレイをまとめて消去し「って事でオレの結論だ。当時、シティの正規の輸ゆ送そう艦かんとは別で誰かが定期的に衛えい星せいに出入りしてた。それも、何か情報制御を利用した装置を使って──」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」クレアが慌あわてた声を上げてテーブルに身を乗り出し「それこそ変よ！　だって、さっきのデータだとその『誰か』は衛星が出来たばっかりの頃からその裏のルートを使って地上と衛星を行ったり来たりしてたんでしょ？　衛星打ち上げから情報制御理論が出来るまでの一年はどーすんのよ。まだ世界中の誰も『魔ま法ほう』の事知らないのに、そんなルート使える訳が」

「ところが、そーとも言い切れねぇんだな。こいつが」

　え？　と不ふ思し議ぎそうに目を見開くクレアを前に、ヘイズはどこまで話したものかと迷う。

　実際、ヘイズ自身、完全に理解が追いついている訳ではない。

　何しろ、話が荒こう唐とう無む稽けいすぎる。

　情報制御理論が発見される西せい暦れき二一八〇年よりもかなり以前からその存在を知っていた者がいて、論理回路をはじめとする複数の成果がすでに実用化されていた可能性がある──などと。

「……ちょっと、そこでいきなり黙だまらないでよ」

「あ？　……ああ、悪わりぃ」

　話は四ヶ月前にロンドンで起こった世せ界かい樹じゆ事件にさかのぼる。ひょんな事からシティ・ロンドンの客員士官として事件に関かかわる事になったヘイズは、調ちよう査さのために訪れた大戦前の研究施設跡で不ふ思し議ぎな物を見付けた。かつてはエリザベート・ザインによって利用されていたその施設には、建造された時期から考えて存在するはずの無い物が隠されていた。

　論理回路を用いた情報制御によって存在位置を六次元方向にずらされた、通常の三次元空間からでは観かん測そくする事の出来ない秘密の部へ屋や。

　内部の壁かべの材質から測定された建設時期は、西暦二一七八年頃。

　情報制御理論の誕たん生じよう以前に作られたはずのその部屋は、ヘイズに大きな謎なぞを突き付けた。

　今回ヘイズが『大気制御衛星と地上を繋つなぐルート』という可能性に思い至ったのも、元をたどればあの部屋の存在がきっかけと言える。『情報制御理論は公式に発表される以前から一部の人間に知られ、利用されていたのでは無いか？』という可能性を受け入れなければ、到底考え付く事の出来ない仮説だった。

　問題は、その辺の事情をどこまで少女に説明するか。

　ヘイズが無言で考えていると、クレアは唐とう突とつに「ま、いいわ」と声を上げ、

「その辺はまた暇なときに説明してもらうから。とりあえず、その『衛星の入り口』がある辺あたり、ちょっと視みてみましょ？」

　思わず、ヘイズは「いやいや待て待て」と少女を制し、

「お前なぁ。今、オレが結構マジで考えてるってのに……」

「だって、何かめんどくさそうだし、結けつ論ろん出なさそうだし」クレアは椅い子すの上で足をぶらぶらさせ「さっきの情報量の変化の観かん測そくデータがあれば場所の目星はつく訳でしょ？　あたしが千里眼で視てみて、何にも見つからなきゃあんたの思い過ごしか勘かん違ちがい、ってのが手っ取り早くて良いんじゃないの？」

「ぬ……」

　それもそうか、とうなずく。隣となりで聞いていたハリーが『おお』と声を上げる。

　クレアは、ふふーん、と得意げに胸を張り、

「じゃ、早速準備ね」

　テーブルの隅すみの携けい帯たい端末を引き寄せてどこからか取り出した有ゆう機きコードを接続し、もう一方の端子を自分のうなじに押し当てて、

「さってっと。このグラフから逆算すると、だいたいの緯い度ど経度がこのぐらいで……」

　先程ヘイズが見せた北ほつ極きよく海かい周辺の情報量の日変化データを呼び出してしばし考え、うん、と一つうなずいて別な立体映像ディスプレイをテーブルの上に展開する。

　数秒の間をおいて映し出される、白一色の、のっぺりした壁かべのような映像。

　よくよく観察すれば白く見えているのは画面をびっしりと埋め尽くす細かな気泡で、それが画面の奥から手前に流れている事から映像の視点が高速で移動している事が分かる。

「……何だこりゃ」

「北極海に浮かんでる氷よ。千里眼で中を直接視てるの」クレアは飾り物の瞳ひとみを虚こ空くうに向けたまま答え「極点を中心に半径三〇〇キロメートル以上の範はん囲いで凍って、完全に一枚の板になってるわね。厚さは軽く五〇〇メートル以上。確たしかに、中に何か隠れててもおかしくないけど……」

　言いかけたクレアが、ふいに顔をしかめる。少女は目を閉じて眉み間けんに皺しわを寄せ、テーブルの上に置いた右手を左右に動かす。

「おい、どーしたよ」

「……や、何か、ここから先に行けないっていうか、硬いっていうか……」

　そのまま、うーん、と唸うなること数秒。

　クレアは目を開けて大きく息を吐き、不満そうに首を傾かしげて、

「ダメね。情報の海からの探知がこの辺で遮しや断だんされてる。たぶん論理回路か何かだと思うけど、あたしのＩ－ブレインでも突破出来ないって事はかなりの防ぼう壁へきだわ」

「おいおい」ヘイズは思わず椅子から腰を浮かし「そりゃあれか？　いきなりビンゴってやつ」

「だから、中見えないって言ってんでしょ」クレアはやる気無さげにひらひら手を振り「だいたい、そんな簡かん単たんに話が進んだら誰だれも苦労なんかしないわよ。シンガポール軍が埋まい設せつしたノイズメイカーか何かかも知れないし、そんな都合良く……」

　そこで突然言葉を止め、少女が何かおかしな物を飲んだような顔をする。何事かと身構えるヘイズの前で、少女は慌あわてたようにテーブルの上の右手を動かす。

　ディスプレイの映像が氷の中を急速に上昇し、一気に地表に飛び出す。

　少女のＩ－ブレインによって映し出された視界が、吹雪ふぶきの中を右往左往する。

「おい！　何だ、どうした！」

「ちょっと黙だまって。……んと、こっち！」

　高速で前方に移動した視界が、氷原の上で静止する。ディスプレイの遥はるか彼方かなたをシンガポール自治軍の飛行艦かん艇ていがゆっくりと漂い、管制灯の光が闇やみを朧おぼろに照らし出す。

　と、唐とう突とつに、画面の中央で氷の地表が動く。

　広さにして三メートル四方程。正せい確かくに正方形に切り取られた氷の塊かたまりが船のハッチか何かのようにスライドし、地下に通じているらしい大穴が姿を現す。

　その穴の隅すみから這はい出してくる、黒ずくめの人ひと影かげ。

　吹雪の中に素す早ばやく身を伏せて周囲の様よう子すをうかがい、氷のハッチを元通りに閉ざす。

　全身に黒い防寒着を着込んだ長身の人影。防風仕様のミラーシェードとマスクをしっかりと身につけていて、映像越しでは顔を判別する事が出来ない。右手に持った棒状の物体が特徴的で、並の大人おとなの身長程ほどもある長大なシルエットには中身を隠すように厳げん重じゆうに黒い布が巻き付けられている。

　その棒状の物体を杖つえ代わりに、人影が吹雪の中に立ち上がる。

　とたんに、ディスプレイの映像に激はげしいノイズが走る。

「あっ！　こら、ちょっと！」

　少女の叫びもむなしく、完全に消え去る映像。

　どうした、と言いかけてヘイズはすぐに気付き、

「情報系の迷彩か」

「うん。やられた」少女はうなずき「ついでに言うと偏光迷彩も使ってるわね。あと、音波と熱ねつと電でん磁じ波はと……とにかくちょっとでも探査に引っかかりそうな物は片っ端から遮しや断だんしてるわ」

　あきらめ顔で首から有ゆう機きコードを抜き取り、飾り物の視し線せんをこっちに向けて、

「で？　うっかり大当たり引いちゃったけど、どーすんの？」

「……あ？」至し極ごく当然の疑問にヘイズは口ごもり「いや、どーするってお前」

　わしわしと頭をかきむしる事十数秒。

　ヘイズは客室の天てん井じようを見上げて盛大なため息を吐つき、

「どーもこーも、行くしかねーだろ、こうなったら」

　一つ指を鳴らして椅い子すから立ち上がり、

「ハリー、シンガポール軍の動きに注意しつつ海面まで浮上。それと、格納庫のフライヤーの準備だ」




　　　　††††††††††††††




　こちらへ、という兵士の言葉を合図に、重厚な隔かく壁へきが音も無く開いた。

　ライトの淡あわい光に照らされた白塗りの通路を、サクラは真ま昼ひると共に進んだ。

　シンガポール自治軍所属、五〇〇メートル級航空母ぼ艦かん『カドゥルー』艦内。兵士の先せん導どうに従って複雑な通路を何度も曲がり、エレベータを乗り降りする。薄うす明あかりの通路の至る所には短たん機き関かん銃じゆうを構えた警けい備び兵へいが並び、目の前を通り過ぎる少女と青年に形だけの敬礼を投げる。

　その顔に浮かぶのは、あからさまな警戒。

　安全装置を外された短機関銃が、白光を反射して剣けん呑のんな光を放つ。

「……敵地だな、ここは」

　小さく呟つぶやくと、隣となりを歩く真昼も「だね」とうなずき、

「もしいきなり襲おそわれたら、サクラはともかく僕はアウトだね、これは」

「貴方あなたは私を馬ば鹿かにしているのか天あま樹ぎ真昼」

　反射的に、そんな言葉を吐く。

　ん？　とこっちを見下ろす青年を横目に睨にらみ、

「貴方一人ひとりの身ぐらい、守れない私だとでも？」

「おや、心強いね」真昼は何がおかしいのかくすくす笑い「それじゃ、そっちはサクラに任せて僕は悪わる巧だくみに集中してるよ」

　そうしてもらおう、と呟き、サクラは視し線せんを上に向ける。

　等間隔に監かん視しカメラが埋め込まれた天てん井じようをしばし無言で見つめ、

「……とは言え、そこまで楽らつ観かん出来る状況でも無いな、これは」足あし下もとをつま先で蹴けって反はん響きよう音おんを確たしかめ「軍艦である以上、この床ゆかの下にも天井の上にも、艦内戦せん闘とう用ようのノイズメイカーがくま無く敷ふ設せつされているはずだからな」

　周囲の兵士に聞かれるのを承知で呟く。

　真昼は同じように天井を見上げて「まあね」と答え、

「僕等らが泊まる駐ちゆう屯とん施設の部へ屋やは徹てつ底てい的てきに調しらべたから大丈夫だけど、同じ調ちよう子しで軍艦の中のノイズメイカー全部取っ払ってもらう訳にもいかない……っていうか構造的に無理だしね」

「妥協せざるを得ない、という事か」

　シンガポール自治軍の前線基地に到着したサクラ達は、まず、兵士達の駐屯施設の一角に設けられた専用の小型宿舎に通された。ベッドをはじめとした家具が一通り揃そろい、おそらくは幹部クラスの将校が利用するための物なのだろう宿舎に入った賢けん人じん会かい議ぎの面々は、さっそく二階建ての建物全体の調ちよう査さに取りかかった。

　室内のありとあらゆる家具はもちろん、天てん井じよう裏うらや床下、果ては柱一本一本の内部に至るまで。

　セラの重力感知と他ほかの三人の手作業によってようやく盗とう聴ちよう器きやノイズメイカーの類たぐいがいっさい隠されていない事がはっきりした頃ころに、シンガポール軍の兵士が迎えに来た。

　──大使を乗せた特別機きが到着した。

　サクラは真ま昼ひるを伴い、ディーとセラを部へ屋やに残して会かい談だん場じように指定されたこの軍ぐん艦かんに向かった。

　二人ふたりを残してきたのはこちらに何かあったときに別働隊として動いてもらうためだが、どちらかと言えばそういう部隊を残す事でシンガポール側に「信用していない」という意志を示すための牽けん制せいという意味が強い。

　戦術的に考えればそんな牽制をするよりは隙すきを見せて油断を誘った方が良いのだろうが、そこまでの余裕が無いのが少数精せい鋭えいの賢けん人じん会かい議ぎの辛つらいところ。

　最悪の場合、自分達がこの軍艦に閉じ込められてディーとセラの救援を待つ、という事態も想定しておかなければならない。

「──こちらです」

　先せん導どうの兵士の声に、我われに返る。複雑な通路の終着点は突き当たりの扉とびら。他ほかの物より少しだけきらびやかな意い匠しようが施されたスライド式のドアの上には「貴き賓ひん室しつ」の文字。

　脳内時ど計けいが告げる時刻は午後五時五十九分。

　会談の開始予定時刻一分前に到着とは律りち儀ぎな案内だな、とサクラは少し感心する。

「賢人会議の代表が到着されました」

　兵士が壁かべに埋め込まれた端末に呼びかけると、ドアが音も無くスライドする。床ゆかに敷しかれた深しん紅くのカーペットと木もく目め調ちように統一された調度品の数々が、サクラの視界に飛び込んでくる。

　中央に設しつらえられた豪ごう奢しやな円卓には、スーツ姿の男が一人ひとり。

　静かに椅い子すから立ち上がり、先導の兵士に向かって一つうなずく。

　兵士が右手を掲かかげて最敬礼し、通路の脇わきに退しりぞいて道を空あける。どうぞ、とでも言うように貴賓室を手で示す兵士に促うながされ、精一杯胸を張って室内に足を踏み入れる。

「ようこそ、賢人会議の方」

　正面から、声。

　感情のいっさいこもらない機き械かい合成じみた声に、それが目の前の男から発せられた物である事を理解するのに少し時間を要する。

　右みぎ頬ほおに刀傷を走らせた、能面のような顔の男。

「シティ・シンガポール自治政府全権大使、フェイ・ウィリアムズ・ウォン。今回あなた方との交渉に当たらせて頂く」

　そう言って静かに右手を差し伸べ、自分の向かいに四つ並んだ椅子の中央二つをサクラと真昼に勧める。

　その顔を、サクラは無む意い識しきに見つめる。

　訳も無く、肌が粟あわ立だつのを感じる。

「……サクラ？」

「あ？　……あ、ああ」

　真ま昼ひるの声に我われに返る。自分が目の前の男に気け圧おされていたことに気付き、内心で舌打ちを漏らしつつ席に着く。隣となりの席に真昼が腰を下ろし、それを合図にしたように背後のドアが閉まる。

　振り返った視界が一いつ瞬しゆんだけ、ドアの向こうで構える完全武装の兵士の一団を捉とらえる。

「軍隊組そ織しきにつき物の形式的な手続きだ。心配されるには及ばん」シンガポール自治政府の全権大使は感情のこもらない声で「彼等らがあなた方を攻こう撃げきする事は有り得ない。当然だろう？　これは平和な話し合いなのだから」

「……なる程」何か間違いがあればここは戦場になる、という脅おどしとサクラは理解し「結構だ。貴方あなた方の立場を考えれば当然の保険と言うべきだろう」

「理解に感かん謝しやする」そう言って男はサクラの隣の空席に視し線せんを向け「そちらの代表者は四人と聞いているが。後の二方は？」

「用意して頂いた宿舎で休んでいる。気分が優すぐれないそうだ」サクラは男に微笑を向け「言うまでもないが、彼等がこの基地内で破は壊かい行動に出る、などという心配は無用だ。これは平和な話し合いだからな」

「承知した」

　拍子抜けする程あっさりと、男はうなずく。

　テーブルの上で両手を組み、静かにこちらを見据えて、

「では始めるとしよう。……互いに忙しい身である事だしな」




　半透明な立体映像の文書が、円卓の中央に浮かんだ。

　サクラ達が各シティの代表者に送ったファイル──賢けん人じん会かい議ぎの要求を連ねた文書を前に、シティ・シンガポールの全権大使は口を開いた。

「まず、自治政府を代表して、今回の来訪に感謝申し上げる」

　すっと視線を伏せて礼する男に、サクラも合わせて居住まいを正し、

「こちらこそ、今回の貴国の申し出をありがたく思う」そこで、男を何と呼ぶべきか迷い「その、全権大使殿」

「フェイ、と」こちらの迷いを察したのだろう。男は表情をわずかも動かす事無く「そのように呼んで頂いて差し支えない。賢人会議の代表殿」

「では私も、サクラ、と」そう言葉を返し、サクラは視線を隣に向け「それからこちらは」

「真昼、とお呼びください、フェイ大使」黒髪の青年は薄うすく笑い「それと、私は単なる付き添いです。交渉は彼女と」

　承知した、とフェイはうなずく。

　円卓の表面に浮かぶ仮想のタッチパネルを操そう作さして立体映像ディスプレイに幾つかの文書を呼び出し、

「さっそくだが、シンガポール自治政府首相より親書を預かっている。略式ゆえ紙では無く電子文書の形だが、自治政府としての正式な物として受け取って頂きたい」

　うむ、とうなずき、サクラはディスプレイを自分の手元に引き寄せる。賢けん人じん会かい議ぎの理念に賛さん同どうする、我わがシティとの同盟締てい結けつについて検討されたい──そんな言葉が刻まれた文書を前に内心で小さく笑い、ディスプレイを真ま昼ひるの前に押しやる。

　自分の携けい帯たい端末に親書を保存する青年を横目に、シンガポールの大使に向き直る。

「賢人会議を代表して、この決定に感かん謝しやする」

　フェイは視し線せんだけでうなずき、

「首相以下、各大臣を交えた正式な会かい談だんは後日という事になろうかと思うが、我われ々われの議会はすでに具体的なプランの策定に入っている。今回は、あなた方の要求に対する回答として実行計画の草案をお持ちした」

　立体映像ディスプレイに呼び出される文書を前に、サクラは思わず円卓に身を乗り出す。

　シティに住む魔ま法ほう士しに対し、賢人会議の町への移住を無制限に認める事。

　マザーシステムの稼か働どう率りつを現状の七十パーセントに制限し、コアの寿命の確かく保ほに努める事。そして、マザーシステムに代わる新たなエネルギーを開発するための研究機き関かんを我々と共同で設立し、シティにおける全すべての研究費の五十パーセント以上をこの機関に配分する事──

　賢人会議が世界に対して突き付けた三つの要求。

　それに対する具体的な計画が記された文書をサクラは食い入るように見つめ、

「……何だ？　これは……」

　この場の状況も忘れて、呆ぼう然ぜんと目を見開く。

　耳の奥で、血液が脳を駆かけめぐる音。

　サクラは深呼吸してどうにか心を落ち着け、目の前の男を見据えて、

「説明……説明を頂けるだろうか。フェイ大使」

「説明とは？」フェイは無表情にこっちを見返し「いかなる説明をお望みか？　賢人会議の代表殿」

「この草案に関する説明だ──！」サクラは椅い子すを蹴けり倒さんばかりの勢いで立ち上がり「いったい何だこの案は！　貴方あなたは我々をからかっているのか──？」

「サクラ、落ち着いて」

「落ち着けだと？　ここが落ち着くところか天あま樹ぎ真昼！」横から口を挟む青年をサクラは激はげしく睨にらみ「魔法士の移住については政府の認可制。共同の研究機関については全研究費の七パーセントを捻ねん出しゆつ。マザーシステムの稼働率に至っては今後十年以内に三パーセントの削減を目指して努力する、だと──？　我われ々われの要求はどこへ行ったのだ！　これは、貴方あなた達が貴方達の都合で定めた政策案ではないか！」
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「サクラ、いいからちょっと落ち着いて」

　立ち上がった真ま昼ひるの手がこっちの肩を掴つかみ、強引に座らせる。

「何をする！」と抗こう議ぎの声を上げるサクラの前を腕で遮さえぎり、黒髪の青年はスーツ姿の全権大使と向き合い、

「……まあ、というのが賢けん人じん会かい議ぎの回答ですが」

「当然だな」真昼の言葉にフェイはうなずき「では調ちよう整せいに入るとしよう。……と言っても、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで結けつ論ろんが出るとは考えていないが」

「それはもう、気長に行くしかないでしょう」真昼は自分の席に座り直し「まずは、この案の根拠を示して頂きたいのですが」

「共同研究の費用については、我わがシティの現状から試算した妥当な数値だ。必要ならば後で資料をお見せするが」

「同盟が成立すればシンガポールは我々賢人会議の魔ま法ほう士しを戦力として手に入れる事になります。その分の軍事予算を削減すれば、相当な余剰が生まれるはずですが」

「現状ではあなた方の戦力を計算に含める事は出来ない。我々は未いまだ、『賢人会議の魔法士戦力』の具体的なところを見ていない。出来れば実戦データが欲しいところだが」

「魔ま法ほう士しの能力については、機き密みつに関かかわる事なので提示出来ません」真ま昼ひるは首を横に振り「この会かい談だん中ちゆうに都合良く実戦でもあればある程度の物はお見せ出来ますが……では、この魔法士の移住に関する政府の認可というのは」

「それこそ、当然の条件だ」フェイはサクラを無視して完全に真昼に向き直り「シティの魔法士には政府の機密を保持している者もいれば重大な犯罪の容疑がかけられている者もいる。彼等らに無制限の移住を許可する事が可能か否いなか、常じよう識しきで判断して頂きたい」

「我われ々われの要求が『シティ内の法制度によって救済されない魔法士を保ほ護ごする』事にある点はご理解頂きたいのですが」

「ならば我々の案の通り『政府による認可制』を敷しいたとしても問題は解決されるのではないか？　シンガポール政府としては『賢けん人じん会かい議ぎに対する移い籍せき』を他シティへの移住と同列に扱いたいと考えているのだが」

「それでは他ほかならぬあなた方『政府機関』自身によって虐ぎやく待たいされている魔法士が救済されない、というのが我々の考えです。認可制を敷くのであればその認可手続きに賢人会議が関与する事と、何より『シンガポール内で移住を望む魔法士の完全なリスト』が隠いん蔽ぺい無く確かく実じつに公開されるシステムを整せい備びして頂かなければ」

「その主張は一考に値するが、しかし……」

「──待て待て待て！」

　とうとう、サクラは割って入る。

　二人ふたりの間を飛び交う言葉の濁だく流りゆうに呑のまれそうになっていた頭を叩たたき起こし、勢いよく立ち上がってテーブルに両手をつき、

「貴方あなた達は何の話をしているのだ！　ここはシンガポールと賢人会議の正式な会談について具体案を話し合う場ではなかったのか！」きっ、と隣となりの席を見下ろし、黒髪の青年を睨にらんで「特に貴方だ天あま樹ぎ真昼！　何を日和ひより見みな発言をしている、我々の主張は──！」

　と、円卓の向こうでフェイが「ふむ」とうなずく。

　完かん璧ぺきなスーツ姿の男は冷れい徹てつな視し線せんをこっちに向け、その視線を隣の真昼に移して、

「失礼ながら、賢人会議の代表殿はゲームのルールも理解せずに卓に着いたものと見受ける」

「ルール……だと？」

　目を見開くサクラにフェイは「そうだ」とうなずき、

「あなた方はニューデリーでの演説において自分達を一つの国家と認めるシティと同盟を結びたいと言った。ならばこれは外交だ。そして、対等な外交とは双方の利益が共に達成されて初めて成立するもの」

　言葉を切り、静かに椅い子すから立ち上がり、

「残念ながら、賢人会議が主張する諸しよ処しよの条件は、その見返りとして賢人会議が提供する軍事力に到底見合わない、というのが現時点でのシティ・シンガポール自治政府の結けつ論ろんだ」

「あれは、我われ々われがぎりぎりまで譲じよう歩ほした要求だ！」サクラは両手で力任せに円卓を叩たたき「世界からマザーコアを撤てつ廃ぱいし魔ま法ほう士しを救済するためには、あれでも到底足りない条件なのだ！　だが、少しでもシティの賛さん同どうを受け、我々の理想を実現するために……！」

「知らぬ」

　サクラの叫びを、フェイは一言のもとに斬きって捨てる。

　何、と目を丸くするサクラの前でフェイは息を吐き、

「あなた方の理念や主義主張は我々シンガポールの関知するところでは無い、と申し上げておく」無む機き質しつな瞳ひとみでサクラの顔を見据え「無む論ろん、魔法士に対する人権侵害が悪あしき慣かん習しゆうである、という言説は多数意見としてシティにも存在する。故ゆえに賢けん人じん会かい議ぎの理念には可能な範はん囲いで賛同するし、出来る範囲なら協力もする。……が、逆に言えばそれだけの事。賢人会議の同盟が我わがシティに利益をもたらさないのであれば、協力する理由など何一つ無い」

「な……」サクラは一いつ瞬しゆん、言葉を失い「だ……だが、シンガポール自治政府首相の親書には『賢人会議の理念に賛同する』とあったではないか。あれは……」

「建前だ。『貴殿の主張には何一つ賛同出来ないが我々の利益になるので同盟したい』などと、一国の首相が親書に書く事ではあるまい」フェイは声のトーンをわずかも変える事無く「そもそも、一つのシティが賢人会議の理念に賛同するとはどういう事だ？　首相が『賛同する』と言ったところでシティが賛同した事にはなるまい。全すべての……少なくとも大多数の国民があなた方の主張を『正しい』と受け入れ、そのためには自分の生活が脅おびやかされる事もやむ無し、と考えるようになる──そんな夢物語のような状況が成立すると、本気で考えていた訳ではあるまい？」

　今度こそ、返答に窮きゆうする。

　もちろん、サクラとてそこまで都合の良い展開を考えていた訳ではない。

　だが、賢人会議の主張が全ての人に受け入れられる日が来て欲しい、とその希望だけは心の片かた隅すみにずっと……

「フェイ大使、どうでしょう？　今日きようの話し合いはここまでという事にしては」

　唐とう突とつな、真昼の声。

　うつむきかけていた顔を上げると、フェイはその言葉を待っていたかのようにうなずき、

「確たしかに、今日一日で結論が出る問題では無い。続きは明日あした、という事にさせて頂こう」

　そう言って立体映像のタッチパネルを操そう作さし、

「ささやかだが会食の用意をさせて頂いた。と言っても、シンガポール側からは私と今回の軍事演習の責任者数名が参加するだけの質素なものだが。良ければ列席頂きたい」

　そう言い置いて、フェイが円卓に背を向ける。

　扉とびらに向かって歩き出すその背中に、サクラはかろうじて声を投げる。

「……一つ訊きいても良いだろうか」

「何か」

　扉とびらを開いたところで立ち止まり、フェイが振り返る。

　その顔を、サクラは必死に見据える。

「貴方あなたは先程『賢けん人じん会かい議ぎの理念はシンガポールとは関係無い』と言われた。では、貴方自身はどうなのだ？　フェイ・ウィリアムズ・ウォンという個人は、我われ々われの主張をどのように評価しているのだ？」

　ああ、と呟つぶやいて、フェイが少し考える素振りをする。

　数秒。

　男は一つうなずき、サクラに顔を向け、

「賢人会議の代表殿、この機き会かいに一つはっきりさせておこう」

「な、何だ？」

　かろうじてそう問い返す。

「簡かん単たんな事だ」呟くようにそう言って、フェイはわずかも表情を変える事なく「私は嫌いなのだよ。君達、魔ま法ほう士しという連中が。マザーシステムなどという厄やつ介かいな物がなければ、この世から滅びて欲しいと思っている」

　そう言って背後を振り返り、今度こそ立ち止まる事無く部へ屋やを後にした。




　……長い、長い沈ちん黙もくが、貴き賓ひん室しつを包んだ。

　サクラは魂たましいを抜かれたような気分で、椅い子すに座り込んだ。

　両手を膝ひざの上で握りしめ、何度も浅い呼吸を繰くり返す。一つ息をする度たびに、胸の奥から何かがわき上がってくる。熱ねつを帯びたどす黒い塊かたまり、怒りとか憎悪とかもっと訳わけのわからない何かとか、さまざまな『負』が一点に凝ぎよう縮しゆくした吐き気を催もよおすような感情の渦うず。

　それが身体からだの中全すべてを埋め尽くし、喉のどから溢あふれて漏れ出す。

　瞬しゆん間かん。

　サクラは力任せに円卓を叩たたき、長い黒髪を振り乱して叫んでいた。

「──何なのだあの男は──！」

　叩き付けた右の拳こぶしに、骨も砕くだけよとばかりにさらに力を込める。全身の震ふるえを止める事が出来ず、両手を何度も円卓に叩き付ける。

　感情が激はげしすぎて、言葉として吐き出す事が出来ない。

　必死に視し線せんを巡らせて矛ほこ先さきを探し、隣となりで難むずかしい顔で黙だまり込んでいる青年を発見し、

「真ま昼ひる──！　貴方は──！」

　それから何を言えばいいのかわからなくなり、目を閉じて荒い息を吐く。青年の名を叫んだ事で少しだけ心が落ち着き、深呼吸する余裕が生まれる。

「……難しい相手を送ってきたね、シンガポールも」

　ぽつり、と真ま昼ひるの声。

　とっさに目を開け、サクラは青年を横目に正面を向き、

「ともかく、シンガポールの態度ははっきりした」もう一度深呼吸してどうにか声のトーンを静め「これ以上この場にとどまっても益えきは無い。ディーとセラを連れて、すぐにアフリカ海に……」

「こりゃ、明日あしたからの交渉は大変だね」

　拳こぶしを握りしめるサクラの隣となりで、苦笑混じりに呟つぶやく真昼。

　サクラは、は？　と目を開き、

「な……何を言っているのだ天あま樹ぎ真昼」

「何って、だから交渉だよ。あの人と要求すり合わせるのは大変だなって」

「何をのんきな事を！」サクラは立ち上がる勢いで今度こそ椅い子すを蹴けり倒し「交渉はたった今決裂した！　シンガポールの腹は知れた。我われ々われにはもはや、彼らと同盟を結ぶ理由は……」

「まあまあ、落ち着いてサクラ」どうどう、と真昼はサクラを手のひらで制し「気持ちはわかるけど、交渉はまだ始まったばかり。ここからどうやってシンガポールにこっちの要求を呑のませるかが、僕らの腕の見せ所な訳で」

「そんな事を言っているのではない！」サクラは真昼の前の円卓に両手をつき「貴方あなたはあの男の最後の言葉を聞いていなかったのか？　自分は魔ま法ほう士しが嫌いだと、魔法士など滅びて欲しいとあの男は言ったのだぞ？　そんな人間と交渉など出来るはずが……」

　と。

　真昼は「あー」と腕組みし、

「そこが難むずかしいところだけど……でも、仕方無いんじゃないかな？　そういう人がいるのも」

「な……」

　予想だにしない返答に言葉を失う。

　サクラは真昼を見下ろして口を開きかけ、何度も言葉に迷って、

「ま……真昼。貴方は、自分が言っている事が……」

「世界には二億人も人がいるんだよ、サクラ」真昼はこっちを見上げ、小さく笑って「いろんな立場の人がいて、いろんな考えを持ってる人がいる。そういう人達がみんな魔法士の事が好きで、世界中で殺される魔法士の事を心配してくれるって、そっちの方が何かおかしいと思わない？」

「それは──」

　言いかけて、言葉に詰まる。

　サクラは青年を前に必死に考えを巡らせ、何か答えなければとともかく口を開き、

「そ、それはそうかも知れないが……だがしかし！」

「それでも許せない物は許せない」こっちの気持ちを代弁するように真昼は呟き「じゃあどうする？　あの人を殺す？　世界中を探して魔ま法ほう士しを嫌ってる人を片っ端から殺して、サクラ達に優やさしい人だけの住みやすい世界にする？」

「な……」あまりに直ちよく截さいな物言いに思考が空転し「馬ば鹿かな……私は、そんな事は……」

「なら、上う手まくやっていくしかないね」

　そう言って、真ま昼ひるが椅い子すから立ち上がる。

　子供にするように、サクラの頭をぽんぽんと撫なで、

「焦あせりは禁物だよ。むしろ良い機き会かいだと思わなきゃ。僕等らはここに外交をしに来たんだから」

「外交……？」オウム返しに、サクラは呟つぶやく。

「そう、外交」真昼はうなずき「外交っていうのはね、自分が嫌いな相手とお互いに嫌い合ったまま協力するための手段なんだ。利害関係はそのための武器。『相手は自分の味方じゃないけど協力してくれるんだからかまわない』って認めるのが、第一歩かな？」

「我われ々われの主張を世界に通すためには、我々の理念に何の価値も見いださない者とも協力しなければならない──そういう事か？」

「うん、そう」真昼は、良く出来ました、と笑い「さて、じゃあそろそろ行こうか。ディーとセラが待ちくたびれてる頃ころだよ」

　その言葉に曖あい昧まいにうなずき、円卓の表面の木目模も様ようをじっと見つめる。

　喉のどの奥まで出かかった言葉が、何度も行ったり来たりを繰くり返す。

「……サクラ？」

「……いや、何でもない」

　静かに首を振り、黒髪の青年に顔を向け、

「行こう。会食とやらにも、出席しない訳にはいくまい」

　うん、とうなずいて真昼が扉とびらに向かって歩き出す。

　その横顔を、サクラはじっと見つめた。

　──本当に、それで正しいのか？

　声に出せなかったその問いが、頭の中でいつまでも渦うずを巻いていた。




　　　　††††††††††††††




「──そーなの！　それで小龍シヤオロンってば研究室中逃げ回って最後は窓から逃げようとして、もー大変だったんだからぁ！」

　元気いっぱいな少女の声が、広い部へ屋やいっぱいに響ひびいた。

　身振り手振りを交えて今日きようの出来事をまくし立てる少女を前に、エドは無言でこくこくとうなずいた。

　シティ・ロンドン所属二〇〇メートル級特務工作艦かん『ウィリアム・シェイクスピア』操そう縦じゆう室。世せ界かい樹じゆの制せい御ぎよ中ちゆう枢すうとして高度一五〇〇〇メートルの中腹に取り込まれた船の中で、エドは今日きようもファンメイと向き合っている。床ゆかの上にはファンメイが夕食に持ってきたサンドイッチやサラダが並び、他ほかにもファンメイ秘ひ蔵ぞうの紙の本やらファンメイ秘蔵の音楽ディスクやらが散乱して、とても軍ぐん艦かんの操そう縦じゆう室しつとは思えない有あり様さまになっている。

　そんな数々の『お宝』を前に、エドは生命維い持じ槽そうの大きなガラス筒に背中を預け、これまたファンメイが持ってきてくれた普ふ段だん着ぎ姿でぺたっと床に座っている。

　ウィリアム・シェイクスピアとＩ－ブレインを繋つなぐ有ゆう機きコードが首の裏から生はえているのは相変わらずだが、この頃ごろは世界樹の機能が安定してきたおかげで、コードが届く範はん囲いなら比較的自由に動き回れるようになっている。

　自分の失敗が元で危あやうく世界を滅ぼしかけた『世界樹事件』から四ヶ月。

　この場所で世界樹を制御し続ける日々も、終わりを迎えようとしている。

「けどホントに良かったね。予定繰くり上げで、明日あしたの朝には切り離はなし作業なんて」

　そう言ってファンメイは笑い、手のひらでエドの髪をほわほわと撫なでる。くすぐったさに目を細め、エドは背後の生命維持槽を振り返る。

　本当に、とても長かった。

　四ヶ月。この場所で孤独にならずに済んだのは、

「……ありがと……」

「ん？　何か言った？」

　声が小さすぎてよく聞こえなかったのだろう、ファンメイがこっちの顔を覗のぞき込んでくる。何でもない、と小さく答えると、ファンメイは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

　その頭の上に、いきなり茶ちや色いろい塊かたまりが着地する。

　ファンメイが「ふみゃっ！」と悲鳴を上げ、慌あわてて頭上に手を伸ばし、

「こら！　ホームズ、いきなり人の頭の上に乗っちゃダメって、何べん言ったらわかるのっ！」

　少女に両手で抱えられて、小さな猫が、にゃー、と情けない声を上げる。茶色と白と黒が斑ぶちになった子猫の名前は「ホームズ」。名前を付けたのはファンメイで、理由を訊きいたら「有名人なの」と言って山のように紙とデータディスクの本を持ってきてくれた。

「ほら、ちゃんと、みんなと一いつ緒しよに仲良く食べるの！」

　猫のホームズを抱えたファンメイが、立ち上がって部へ屋やの隅すみに向かう。そこでは何十匹という猫が、エドが用意した餌えさ皿ざらを取り囲んで押し合いへし合いしている。

「ほら、ルパンもポワロもデクスターもモンクもちょっとどくの！　みんな意地悪しないで、ホームズも仲間に入れてあげないとダメなんだからぁ！」

　少女が猫の名を呼びつつ一匹一匹の配置を動かし、空あいた隙すき間まに茶色の猫を押し込む。子猫達はにゃあにゃあみゃうみゃうと大おお騒さわぎしながら、必死に餌を食べ続ける。

　二ヶ月程前にこの操縦室で起こったちょっとした事件でエドが助けた子猫達。

　今ではみんなすっかりこの環かん境きように馴な染じんで、毎日元気に走り回っている。

「あ、こら──！」

　唐とう突とつに、ファンメイが驚おどろいた声を上げる。何事かと見守るエドの前でファンメイは猫の群れに両手を突っ込み、

「ダメでしょ小龍シヤオロン、猫ちゃんの餌えさ取っちゃ！　小龍はご飯食べなくても平気だって、何回言ったらわかるの！」

　少女に襟えり首くびを捕まれて、真っ黒な子猫が、みゅー、と不満そうな声を上げる。と思ったら次の瞬しゆん間かんには子猫は小さなハリネズミに姿を変え、ファンメイの手にとげとげを突き立てる。

「いた！　あいたたたた！」

　悲鳴を上げるファンメイの手から逃れ、ハリネズミがくるりと空中で身を翻ひるがえす。たちまちその姿が小さなトカゲに変化し、着地した、と思ったら今度は生命維い持じ槽そうに駆かけ寄ってガラス筒の表面をぺたぺたと上っていく。

「もーこら！　どうしておとなしくしないの！」

　腰に手を当てて怒りながらも、どこか楽しそうな声のファンメイ。

　その姿を、何だかもやもやした気持ちで見つめる。

　リチャードが黒の水で作ったデバイスに小龍という名前を付けたのはファンメイだと聞いている。その名前にどんな意味があるのかエドは知らないしリチャードも教えてもらえなかったらしいが、ファンメイが「絶対この名前じゃなきゃダメ」と言ったらしいからきっと大切な名前なのだと思う。

　由来を聞いてみたい気もするけど、いまだに勇気が持てない。

　なぜって、ファンメイが小龍という言葉を口にするとき、すごく「特別」な顔をするから。

「──そーいえば、エド。明日あしたはよろしくね」

　ガラス筒に張り付いたままの小龍を睨にらんでいたファンメイが、いきなりこっちに声を投げる。何の事だろうと少し考え、すぐに明日の出しゆつ撃げき訓練の事だと気付いて、

「はい……」

　小さな声で答えると、ファンメイはうんうんとうなずく。が、すぐに「あれ」と首を傾かしげてこっちの隣となりに座り込み、腕や足をぺたぺた触って、

「けど、エドって四ヶ月も身体からだ動かしてないよね。いきなり出撃で大丈夫？」

「……だいじょうぶ」

　心配顔のファンメイにうなずく。四ヶ月間この操そう縦じゆう室しつから出ていないのは確たしかだしほとんどの時間を生命維持槽の中で過ごしたから手足がなまっているのも間違いない。が、逆に言うとその間は物を取ったり動かしたりの色いろ々いろな事を全すべてＩ－ブレインのゴーストハックでやっていた訳だから、人形使いとしての感覚は少しも衰えていない。

　もちろんＩ－ブレインの能力自体が向上する事は有り得ないが、少なくとも「能力に対する慣なれ」という意味で言えば、戦せん闘とう能力は低下するどころかむしろ強化されている。

　そんな考えがどこまで伝わったのか伝わっていないのか、ファンメイは「うん」と一人ひとりうなずき、

「何だかわかんないけど、自信あり、って顔ね」立ち上がってひらひらした東洋風のドレスの埃ほこりを払い「ま、大丈夫よ。賢けん人じん会かい議ぎだか何だか知らないけど、向こうもあんまり本気じゃないはずだから軽ーく戦って見せればいいって先生も言ってたし」

　その言葉に、思わず「……ぁ」と小さく声を上げる。顔が自然にうつむき加減になり、何となしに両手で膝ひざを抱える。

「ど、どうしたの？」

　驚おどろいた顔でこっちを覗のぞき込み、ファンメイはすぐに「あ」と目を丸くして、

「そっか、賢人会議って、世せ界かい樹じゆの……」

　こくっとうなずき、あの事件よりずっと前、まだ研究室で人形同然に生きていた頃ころの事を思い出す。

　突然エドの前に現れ、世界樹の事を教えた、黒ずくめの少女。

　賢人会議を名乗った少女の姿を後に海かい賊ぞく放送の演説で見たときは、本当に驚いた。

「何か、あんまり良くわかんないんだけど」ファンメイは難むずかしい顔で腕組みし「その子、別にエドに悪い事させたかった訳じゃないんだよね？」

「……はい」

　うつむいたまま小さな声で答える。そう、たぶん違う。あの少女はたぶん世界樹の欠陥の事を知らなかった。全すべてを承知で世界を崩ほう壊かいさせるために自分に種を育てるよう仕向けたのではないかと考えた事もあったが、あのときの、少女の言葉はとてもそんな風ふうでは無かった。

「ほんとに、エドの事心配してるみたいだった？」

　心を見み透すかしたようなファンメイの問いに、こくっとうなずく。

　あの少女は、どうして自分のところに来たのだろう。

　今回の戦いで、もしかしたらその事が訊きけるかもしれない。

「ひょっとしたら、仲良くなれるかも知れないね」ファンメイは笑い、あれ？　と首を傾かしげて「そういえば、近いうちにフィアちゃんが来るって、先生言ってなかったけ？」

　え、と目を見開く。それは初耳だ。

　本当？　と視し線せんで問うと、ファンメイは「うん」とうなずき、

「何でかわかんないけど賢人会議追っかけてて、手がかり探しにロンドンに来るって言ってた。……天あま樹ぎ錬れんも一いつ緒しよに」

　何だか嫌いやそうに付け足された最後の言葉に、心しん臓ぞうが大きな音を立てる。「……ほんと？」と思わず声に出して問うと、ファンメイは「ほんとほんと」と笑い、

「けど……会えるのはもうちょっと先かな。この騒さわぎじゃロンドンには近付けないだろうし」

　呟つぶやき、操そう縦じゆう室しつの天てん井じようを見上げて、

「元気かな、二人ふたりとも」

「……はい」

　独り言のようなその言葉にこくっとうなずき、お尻しりを少し動かして少女にぴったりと寄り添う。少女の腕に何となく自分の腕を触れさせ、少しだけ体重を預ける。

　ファンメイはこっちを見下ろしてにっこり笑い、「そーだ」と悪戯いたずらっぽい目をして、

「ね。エドは、天あま樹ぎ錬れんが来たら最初にどんなお話する？」

　思わず、え？　と目を丸くする。

　少女は何がおかしいのかくすくす笑い、操縦室の天井を見上げて、

「わたしは、フィアちゃんにお話したい事いっぱいあるよ？　あれからどんな事があったか、とか。ちょっとだけ元気になったよー、とか。猫ちゃん達の事も紹介しないといけないし、それから……んと、小龍シヤオロンも見せないといけないし……」

　楽しげにそう呟いてもう一度こっちに視し線せんを戻し、

「エドはどうなの？　四ヶ月も会ってないんだし、いっぱいあるんじゃないの？」

　その言葉に、ん、とうつむいて考える。

　いきなりそんな事を言われても、困ってしまう。

　もちろん話したい事はある。あの人に聞いて欲しい事、あの人に教えて欲しい事。生命維い持じ槽そうで暮らした四ヶ月の間に心にため込んだ事なら、数え切れないぐらいある。

　だけど、それをどんな言葉にすればいいのか、わからない。

　言葉にしてしまったらこの気持ちの『本当の形』がぼやけてしまいそうで、考えれば考える程何も言えなくなってしまう。

「どしたの？　エド。何にも無いの？」

　不ふ思し議ぎそうなファンメイの言葉に、視線をうつむかせて悩む。

　あの人がある日突然ここに現れたらどうしよう。真っ先に何を伝えよう。

　そんな事を考え、考え、ずっと考え──

　……ぁ……

「……元気」

「え？」ファンメイは目を瞬しばたたかせ、すぐに、ああ、と笑って「そっか、そーだよね。自分は元気です、って。まずそれからだよね」

　楽しそうな少女の言葉にうなずき、目を閉じる。

　そっと差し伸べられた手が、頭をほわりと撫なでる。

「じゃあ、二人が来たときにがっかりしないように、がんばろうね」

　静かな時間。

　エドは、はい、とうなずき、ファンメイの肩に頭を預け、

　──ものすごい音が、天てん井じようの上から聞こえた。




「え！　何！　何なに！」

　操そう縦じゆう室しつの隅すみで餌えさを食べていた猫達が、慌あわてふためいて物陰に飛び込んだ。

　一挙動で飛び起きたファンメイの隣となりで、エドは天井を見上げて目を見開いた。

　Ｉ－ブレインを介してウィリアム・シェイクスピアの船体を構成する金属『メルクリウス』に命令を送り、天井に大きな穴を開ける。

　とたんに、二人ふたり分の人ひと影かげが、エドとファンメイの前に落ちてくる。
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「……いたたたた。フィア、大丈夫？」

「……は、はい。大丈夫です」

　二人はこっちに背を向けて立ち上がり、それぞれに服の埃ほこりを払いつつ、

「ちょっと失敗しちゃったね。ここなら目立たずに降りられると思ったんだけど」

「すみません。世せ界かい樹じゆの傍そばだと情報量が大きすぎて同どう調ちよう支配が維持出来なくなるみたいで」

　そんな事を言い合いながらこっちを振り返り、

「「……あ……」」

　見事に唱和する、二人の声。

　黒髪の少年と金髪の少女。二人は決まり悪そうに顔を見合わせ、改めてこっちに向き直り、

「えーっと、エド、久しぶり」

「お、お久しぶりです、ファンメイさん」

　にっこり微ほほ笑えむ、少年と少女。

「フィアちゃん──？」ファンメイは大きな瞳ひとみをまん丸にして少女に駆かけ寄り「え、えっと……本当にフィアちゃん？」

「はい、本物です」

　エメラルドグリーンの瞳の少女がにっこり笑う。

　と。

「フィアちゃん……」ファンメイはいきなり顔をうつむかせ「フィアちゃんだ……ほんとにフィアちゃんだ」

　呟つぶやく少女の目から、涙がこぼれ出す。

「ファ、ファンメイさん？　あ、あの」

　驚おどろいたような少女の声が、いきなり途と切ぎれる。

　ファンメイは両腕を全開に広げて少女に抱き付くと、声を張り上げて泣き始める。

「……何か、感動の再会だね」

　その光景を呆ぼう然ぜんと見つめていると、頭上から声が降ってくる。こわごわと視し線せんを上に向け、そこに少年の姿を認めて、改めて息を呑のむ。

「エド、元気だった？」

「……はい」

　少年の言葉にうなずき、小さく笑う。

　そっか、と少年──天あま樹ぎ錬れんが微笑した。




　　　　††††††††††††††




　Hunter Pigeonの浮上地点から目標のポイントまでは、ステルスモードのフライヤーで一時間程を要した。

　特注品の真まっ赤かな防寒着を着込んで吹雪ふぶきの中に降り立ち、ヘイズは周囲を見回した。

「この辺、のはずだよな……」

「うん。この辺」厚手のコートを二重に羽は織おったクレアがフライヤーから降り立ち「正せい確かくに言うと、あんたが立ってる場所からそのままの方向で前に五メートル。あたし達が映像で見た地下の入り口が隠れてるはずよ」

　言われるままに吹雪の中を進み、正確に五メートル進んだところで立ち止まる。

　足あし下もとの地面をつま先でこわごわつつき、他ほかの場所とわずかに異なる硬い感触に気付いて、

「ビンゴ……だな、こりゃ」

「間違い無いわね」クレアもフライヤーの傍そばでうなずき「そこから下だけ情報防ぼう御ぎよ硬すぎて何にも見えない。大当たりよ」

　と、その身体からだがいきなり立ちくらみでもしたように崩れる。

　フライヤーの車体に手をついて身体を支える少女に、ヘイズは慌あわてて声を投げる。

「お、おい！　どうした！」

「大丈夫、ちょっと防ぼう壁へき強すぎて目眩めまいがしただけ」クレアは自分で自分の頬ほおを軽く叩たたき「けど困ったわね……。あたしのＩ－ブレインからだとあんたが立ってる辺あたりって視界ぐにゃぐにゃで、いまいちどうなってんのかわかんないわ」

「ってこたぁ、古典的に調しらべろって事だな」

　うっし、とうなずき、ヘイズは氷原に片かた膝ひざをつく。降り積つもった新雪を手のひらで払いのけ、平らな氷の層を露ろ出しゆつさせる。

　どこまでも一枚板にしか見えない氷の大地を指先の感覚を頼りに慎重に探り、

「……っと、これ……か？」

「え？　何か見つけた？」

「ちょい待て、この辺が継ぎ目っぽい……」指先のわずかな違和感に神経を集中し「……ダメだな。何かあるのは間違いねーけど、どうやって開けんのか検討もつかねぇ」

「まあ、そりゃそうよね……」クレアは額ひたいに指を当てて、んー、と悩み「困ったわね。ぐずぐずしてるとさっき見た変なヤツが戻ってくるかも知れないし……」

　言いさして、少女がはっと飾り物の目を見開く。吹雪ふぶきの虚こ空くうを睨にらんだまま、千里眼が動かなくなる。

「おいおい、今度は何だ？」

「……待って……何か、今、変な違和感が」呟つぶやいたクレアが唐とう突とつに息を呑のみ「ヤバ……！　ヘイズ、後ろ！」

　その言葉が終わるより遥はるかに速く、ヘイズの視界を銀ぎん光こうが走り抜ける。気が付いたときには首筋に金属質の冷たい感触があって、背後に立つ「何者か」の影かげが頭上から落ちる。

　耳の傍を走り抜けるかすかな風切り音が、コンマ数秒遅れてようやく聞こえる。

　黒い翼つばさのようなロングコートの裾すそが、一いつ瞬しゆんだけ視界を遮さえぎってするりと背後に回り込む。

「……動くな」

　静かな男の声。

　首に押し当てられた物体──真しん紅くに彩られた変異銀ミスリルの剣の切っ先が、視界の端で剣けん呑のんな光を放つ。

「こ、こいつ……何でこんなところに……」

　呆ぼう然ぜん、としか形容しようのない声でクレアが呟く。背後の男が「マサチューセッツの千里眼か？」と不ふ審しんそうな声を上げ、首に当てた剣をゆっくりと動かす。

　剣の切っ先を中心に、円を描くように。

　こっちの正面に回り込んだ男は、真しん紅くの剣をまっすぐ眉み間けんに突き付けてくる。

　どうにか一つ深呼吸し、視し線せんを上に向ける。死に神の翼つばさのような黒いロングコートが、最初に視界に飛び込む。鋭するどい、剣のような体たい躯くを覆おおう、黒ずくめの服に黒いブーツ。東洋人らしい短い黒髪に、両目を隠す黒いミラーシェード。

　その右手から伸びるのは、長大な真紅の騎き士し剣けん。

「へ、ヘイズ！　ちょっと！」

　慌あわてふためいたクレアの声を意い識しきの端に、その姿を見上げる。混乱していた頭の中で、ようやく歯車がかみ合う。

　一瞬の沈ちん黙もく。

　ヘイズは息を吐き、氷の上にどかっと座り込んで男に向かって敬礼の真ま似ねをする。

「……よぉ、旦だん那な。久しぶり」
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　予想外の反応だったのか、男が、む？　と首を傾かしげる。何かを考えるように数秒眉間に皺しわを寄せ、男はようやく「……ああ」と呟つぶやく。

　一挙動に剣を引き戻した手が、ミラーシェードを外す。

　黒いロングコートの男──騎士、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは呆あきれたような顔でこっちを見下ろし、

「お前か。ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ」

　はい？　と驚おどろくクレアの声。

　少女は飾り物の瞳ひとみをあらぬ方向に向けたままぽかんと口を開け、

「……え、知り合い……なの？」

「いや、知り合いっつーか何つーか」

「五年程前に少しな……」そう言って祐ゆう一いちはクレアを振り返り「それより、こちらの質問だ。こんなところで何をしている千里眼クレアヴオイアンスNo.7。今回の件、マサチューセッツも絡んでいるのか？」

「え？　えっと、ううん、そういう訳じゃ」

「おいおい待て待て」思わずヘイズは口を挟み「何だよ。お前の方こそ旦だん那なの知り合いかよ」

「え……や、知り合いっていうか何ていうか……」

　何か都合が悪い事でもあるのか、飾り物の視し線せんを右往左往させるクレア。

　と。

「……まあいい」

　騎き士し剣けんをもう片方の手に持った鞘さやに収め、祐一がミラーシェードを掛け直す。

　足あし下もとの氷をつま先で探り、スイッチでも押すように軽く叩たたく。

　氷原のただ中に出現する、数メートル四方程の、地下へ通じる巨大な入り口。

「どのみち、この場所を知られた以上ただで帰す訳にはいかん。そのフライヤーも軍の探査の的まとになるしな」

　それを見下ろし、黒衣の騎士は息を静かに吐いて、

「ついて来てもらおう。……二三、訊ききたい事がある」






　　　第三章　忘却の町　～lost town in the ice casket～







　棚の大掃除と床ゆか磨みがきに、半日程かかった。

　見違えるようにきれいになった天あま樹ぎ家けのリビングを見回し、弥生やよいは一人ひとりうなずいた。

「おー、こりゃまた、見違えたな」

　箱詰めの書しよ籍せきの山を抱えたヴィドが、廊下の向こうから部へ屋やを覗のぞいて感心する。二週間程前から隊商を引き連れて東南アジアの辺あたりを巡回していたのが、昨日きのうようやく戻ってきたところ。今日きようは休みという事で、こうして掃除を手て伝つだってもらっている。

　ドアをくぐったところで「よっ」と箱を床に下ろし、額ひたいの汗を拭ぬぐって右手の壁かべを見上げ、

「あー、こりゃ俺おれが四年か五年前に月つき夜よにやった掛け時ど計けいじゃねーか。『かなり古いから適当にパーツ取りして捨ててくれ』って言っといたはずだがなぁ……」

「何か、きっちり箱に入れて棚の奥にしまってあったわよ、『もらい物』って書いて。ちゃんと動くようになってたから、ついでに出してみたんだけど」そう言って弥生は、あ、と目を見開き「ちょっとヴィドさん！　そこ！　せっかく掃除したんだからそんな埃ほこりだらけの箱置かないで！」

「っとぉ！」

　今年ことしで四十一になる白人の大男が、紙の本が山のように積つまれた箱を慌あわてて持ち上げる。拍子に手のひら程の大きさの紙が一枚、本の隙すき間まからこぼれてひらひらと宙を舞まう。

「ん？」弥生は手を伸ばしてそれを受け止め「あれ……写真ね、これ」

　最近プリントアウトされたらしい写真を両手で抱えて、しばしじっと見つめる。

　弥生がいるこのリビングで撮とられたらしい写真。

　ソファーに並んで座る黒髪の少年と金髪の少女の後ろで、楽しそうに微笑する青年と、そっくりの顔で笑う女。

「こっちに写真立ても入ってたぞ」ヴィドが片手で箱を抱えたまま銀ぎん色いろのフレームを器用に差し出し「いちおうその写真とセットにしてあったみてえだな。後できっちり飾るつもりだったんじゃねえのか？」

　なる程ねー、とうなずき、弥生は写真立てを受け取る。精せい緻ちな細工が施されたフレームの埃を手のひらで払い、写真を中に入れて棚の上に置く。

　自分の養女である金髪の少女とその恋人の少年。少年の保ほ護ご者しやであり、弥生の友人でもある双ふた子ごの姉弟──

「……真ま昼ひるも月夜も、今いま頃ごろ、何してるのかしらね」

　メルボルンで行方ゆくえ不ふ明めいになった二人ふたりが今は賢けん人じん会かい議ぎとモスクワ軍にそれぞれ所属している事は、町に帰ってきた錬れんとフィアに話を聞いて知っている。「どうしてでしょう」とフィアは悲しそうにしていたが、弥生やよいは、何となく真ま昼ひると月つき夜よらしい話だなと思う。

　あの二人には、そういう、自分が決めた事のためなら周囲の何もかもを振り切って突き進んで行くようなところがある。

　それは二人の美徳だし、弥生もそんな二人の生き方には何度となく救われたけれど。

「……けど、錬ちゃんはどうするのよ。錬ちゃんはあんた達が帰ってくるって信じてるのよ？」

　二人ともわかってる？　と心の中で呟つぶやく。数日前にロンドンに旅立っていった少年の事を思い出し、その決意を秘めた顔を心の中に描いて不安になる。あの子はまだ十四歳、いや、実際に生きた時間で言えば十年にも満たないのだ。「真昼にも月夜にもそれぞれの考えがあって、誰だれにも止める事は出来ない」なんて、そんな割り切りが出来る程大人おとなではないのだ。

　たとえシティの軍と互角に戦えるだけの力を持っていても──

　あの子にはまだ、兄と姉の支えが必要なのだ。

「やっぱり……無理やりでも引き留めた方が良かったかも知れねえな」

　いつの間にか隣となりに立って写真を眺めていたヴィドが、腕組みして呟く。「無む駄だだと思うけど？」と苦笑してそれに答え、写真立てを手に取り、

「ま、フィアがいれば錬ちゃんもそんなに無む茶ちやは出来ないわよ。焦あせっても話は進まない、ってのは本人もわかってるみたいだし。何かあったらすぐに連絡するって言ってたんだから、今は信じて待ちましょ？」

「そーいうもんかねえ」ヴィドはわしわしと頭をかき「何か……お前、すっかり母親って感じだな」

「そりゃ、娘があれだけ可愛かわいいとね」弥生はにっこり笑い「そういえば、あの子ずいぶん張り切ってたわ。ロンドンには大親友がいるんだ、って」

「あー、俺おれも聞いた」ヴィドは視し線せんを上に向け「錬ちゃんも何か友達がいるみてえな事言ってた……ってことは、今の二人にはちょうど良い息抜きなのかもな」

「真昼と月夜の事が大事なのは分かるけど、そればっかりじゃ疲れちゃうわよね」

　たまには休まなきゃ、と呟いて、写真立てを置く。

　棚の隣の窓に歩み寄り、鉛なまり色いろの空を見上げて、

「二人とも、無事に友達に会えると良いんだけど」
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　ともかく話はわかった、とリチャードは重々しくうなずいた。

　高度一万五千メートル、ウィリアム・シェイクスピア操そう縦じゆう室しつ。知らせを聞いて駆かけつけた世せ界かい樹じゆの管理責任者は、苦にが虫むしを百万匹まとめてかみつぶしたような顔で腕組みした。

「えっと……何か、ごめん」

　エドと並んで床ゆかの上に座り、錬れんは人差し指で頬ほおをかく。隣となりでは同じように並んで三角座りしたフィアとファンメイが、ちょっと困った顔で小さくなっている。

　完全に、教師に叱しかられる生徒の風ふ情ぜい。

　一人ひとりだけ場の空気を掴つかめていないエドが、膝ひざの上で黒い子猫を遊ばせている。

「確たしかに近いうちに来るという連絡はヘイズから受けていたが……お前さんにはこのロンドンの警けい戒かい状況が見えんかったのか？」

「や……だから、シティは厳げん戒じゆう態勢で近付けないし、シンガポール自治軍の索さく敵てきもうるさいから、ここなら安全に降りれるかなー、って……」

　笑って誤ご魔ま化かそうとして失敗し、「……ごめん」と付け加える。

　リチャードは、いや、と首を振り、

「どちらかといえば、非はこちらにある。賢けん人じん会かい議ぎが動いているこの状況でお前さん達が来ると知らせがあったのだからな。ロンドンの近くで降りられる場所といえばここしかない」

　想定しておくべきだった、と独り言のように呟つぶやく。

「ねー、先生」黙だまって聞いていたファンメイがおそるおそる手を挙げ「とりあえず、フィアちゃん達にはこのままこっそりロンドンに入ってもらえば良いんじゃないの？　ちゃんと見つからないように来てくれたから軍の人達には気付かれてないし、自動警備システムは先生なら誤魔化せるでしょ？」

「そうしたいのはやまやまだがな……」

　少女の提案に、難むずかしい顔で答えるリチャード。

　白衣のポケットから携けい帯たい端末を取り出し、立体映像ディスプレイを空中に展開して、

「残念ながら、そうもいかん状況だ」

　目の前に浮かぶディスプレイを見上げ、錬は「うわ」と顔をしかめる。

　闇やみ夜よを背景に吹雪ふぶきが舞まう光景は、ここから一万五千メートル下方、地上からの中継映像。

　ほとんど巨大な壁かべとしか見えない世界樹の幹を前に忙しく動き回る、無数の軍用車両と白衣の研究員達の姿。

「え……な、何これ」

「あ、そっか」ファンメイがぽんっと手を叩たたき「みんな、ウィリアム・シェイクスピアの切り離はなしの準備で大忙しだね。明日あしたの朝一番に作業だから」

「え」

　そうなの？　と錬は目を丸くしてエドを見る。小さな男の子は子猫を抱えたままこっくりとうなずく。

「そうなんですか……」

　同じように驚おどろいていたフィアが、良かったですね、とにっこり微ほほ笑えむ。しばらくそうやって嬉うれしそうにしてから少女は「あれ」と首を傾かしげ、

「そうすると、私と錬れんさんがここから軍の人達に見つからずに出るのは」

「不可能だ」リチャードは断言し「付け加えると、シンガポール軍のスパイを警けい戒かいして明日あしたまで世せ界かい樹じゆ周辺は厳げん戒かい態勢。事前に申しん請せいが無い者はたとえロンドンの市民ＩＤを持っていても身み柄がらを拘こう束そくされるからな、私が上う手まく隠して外に連れ出すという手も使えんし……」

　いきなりけたたましいアラーム音が携けい帯たい端末から鳴り響ひびき、リチャードの言葉を遮さえぎる。着信を表す立体映像ディスプレイの表示に、リチャードは「ぬ？」と顔をしかめ、

「ウェイン君か。エドの猫の餌えさなら研究室の棚に」襟えり元もとの通信素子にそう言いかけてすぐに目を見開き「……何だと？　私は聞いていないぞ！　足止めを頼む。こちらは今……すでにエレベータに乗った……？」

　通信を切り、小さく息を一つ。

　こっちに向き直り、「あー」と前置きして、

「悪い知らせだ。技術部の連中が、機き器き調ちよう整せいのためにここに向かっている。あと三分もせんうちに到着する予定だ」

「ちょ、ちょっと！」

　錬は目を見開く。幾ら何でも急すぎる。フィアとファンメイも慌あわてた様よう子すで立ち上がり、エドがちょっとだけ困った顔でそんな面々を見回す。

「あ、あの！　どうしましょう私達！」

「そーよ！　せんせーどうすんのよ！」

　少女二人ふたりの声にリチャードは口元に手を当てて考え、

「やむを得ん、非常事態だ」一つうなずき、部へ屋やの隅すみを指さして「数時間もすればとりあえずこの部屋の作業員は撤てつ収しゆうするはず。それまで、お前さん達にはあそこに隠れていてもらう」

「あそこって……」

　白衣の科学者が示す方向に目を向け、錬は頬ほおを引きつらせる。

　操そう縦じゆう室しつの床ゆかにはめ込まれた小さな扉とびら。

　飛行艦かん艇ていの操縦室には付き物の、演算機関メンテナンス用の予備アクセス端末が置かれた小部屋の入り口。

「え、でも、普通こういう船の予備端末室って一人ひとりぐらいしか入れないんじゃ……」

「心配するな。お前さんぐらいの身長なら二人はいける」

「で、でも、でも！　ウィリアム・シェイクスピアの調整なんだから、軍の技術部の人もあの部屋使うんじゃ！」

「端末の下のコード類を押しのければ隙すき間まが出来る。どうにか隠れられん事も無いはずだ。後は努力で補ってくれ」携帯端末をポケットに押し込んでこっちに背を向け「私はエレベータの前で時間を稼かせぐ。──では、幸運を祈る！」

　無責任に言い置いて駆かけ出し、操そう縦じゆう室しつの外に出る。程無くドアの向こうで話し声が聞こえ、そのままリチャードと誰だれかの世間話が始まる。

「うわわ、もうそこまで来てる！」ファンメイが小さな声で慌あわてて「早く！　こっちこっち！」

　いつの間にか部へ屋やの隅すみに移動していたエドが、壁かべの操作パネルを叩たたく。音も無くスライドする床ゆかの下に、むき出しの機き械かいとケーブル類が詰め込まれた狭い空間が姿を現す。

「こ、これ本当に入れるの──？」

「いいから入るの！　ほら、フィアちゃんも急いで！」

「は、はい！　じゃあこんな感じで……」

　むぎゅ、と何か柔らかい物に顔を押しつぶされる感触。

「あぁっ！　フィ、フィアちゃん何してるのっ！」

「うわ──！　フィア、スカート！　お願ねがいだからスカート押さえて！」

「え？　えっと、こうですか？」

「ち、違う！　それじゃ逆！」

「……れん、きをつけて」

　ドアの向こうの話し声が、操縦室の前で立ち止まった。

　床に置き去りにされた黒い子猫が、呆あきれたように、にゃあ、と鳴いた。
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　氷原の入り口を降りた先は、緩ゆるやかな勾こう配ばいを描く螺ら旋せん状じようの通路になっていた。

　ヘイズはフライヤーのハンドルを握り、車しや幅ふくぎりぎりの狭い通路をゆっくりと下っていった。

「……なる程なー。それで、お前はあの賢けん人じん会かい議ぎの騎き士しと別れ別れになった、って訳だ」

「そーいう事。ディーとセラと、セラのお母かあさんとこの人と……まあ、色いろ々いろあったのよ」

　助手席に座るクレアの言葉に、軽くうなずく。少女がかいつまんで語ってくれたシティ・マサチューセッツでの事件──軍のエージェントであった二重デユアルNo.33が自治政府を敵に回す事になった顛てん末まつに、なる程と感心する。

　バックミラー越しに後部座席の様よう子すをうかがうと、黒衣の騎士、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちも「過ぎた話だ」とうなずき、

「しかし、まさかお前がマサチューセッツと敵対する事になるとはな、千里眼クレアヴオイアンスNo.7」

「クレアって呼んで。その名前、何か軍属っぽくて肩こるから」

　かすかな驚おどろきを孕はらんだ祐一の言葉に、クレアは軽い口く調ちようで答える。ヘイズが初めて聞かされた過去の話も本人の中ではすでに気持ちの整せい理りがついているのだろう。少女はさばさばした表情で、んっ、と伸びをし、飾り物の瞳ひとみをこっちに向けて、

「で？　あんたの方はどういう関係なのよ。この人と昔、何かあったんでしょ？」

「あ？　あー、まあな」ヘイズは曖あい昧まいにうなずき「つっても、お前みたいな大スペクタクルはねーぞ？　五年ぐらい前に南アメリカ辺あたりの町でちょっと仕事がバッティングして、軽く手ぇ組んだってだけの話だ」

「大戦の後でシティ・神こう戸べを抜けて、便利屋の真ま似ね事ごとをやっていた頃ころの話だ」後部座席の祐ゆう一いちが後を引き継ぎ「あのときは、色いろ々いろと世話になった」

「おいおい、どー考えてもこっちの台詞せりふだろ、そいつは」ヘイズは笑い、祐一の隣となりに立てかけられた真しん紅くの騎き士し剣けんにミラー越しの視し線せんを向け「……それ、あのとき話してた彼女の形見だろ。そいつを持ってるってことは、何か吹っ切った訳だ」

「……まあな」祐一はうなずき「お前こそ、顔の陰が取れたな。やる事でも見つかったか」

「ま、そんなとこだな」ヘイズは親指と人差し指を一つ弾はじき「ってかアレだな。お互い、無む駄だに五年過ごしてきた訳じゃねーって話か」

「そういう事になるか」

　答える祐一の口元に、かすかな笑えみが浮かぶ。

　クレアが「なる程ねー」と感心し、飾り物の瞳ひとみで後部座席を振り返って、

「で……みんな思い出話が終わったとこで話を今に戻したいんだけど。そっちの言う通りについてきたんだし、そろそろ色々説明してくれない？」

「なあ」その姿に、ヘイズはふとくだらないことが気になり「前から思ってたんだけどよ。お前、その話すときにいちいち相手の方見るの何か意味あんのか？　Ｉ－ブレインの全方位視覚で物見てんなら、実際の顔はどっち向いてても関係ねーと思うんだけど」

「な……うっさいわね！　気分よ気分！」クレアは律りち儀ぎにこっちを振り返り「あんただってちゃんと顔見て話した方が気分良いでしょうが！　そーいう気き遣づかいよ！　わかんないの？」

　話逸そらさないでよね、と口の中でぶちぶち呟つぶやき、少女は後部座席の男に顔を戻して、

「とにかく……だから説明よ。ここっていったい何なの？　いかにも戦前の施設っぽいけど、あたし達どこに連れて行かれる訳？」

　言われてヘイズも、窓の外に視線を向ける。フライヤーのライトの明かりに照らし出されるのは、強化コンクリートののっぺりとした壁かべ。どこまで進んでも変わる事の無いその光景に、危あやうくここが北ほつ極きよく海かいの氷の中である事を忘れそうになる。

「……ってか、ここにいるって事はアレか？　旦だん那なも、大気制せい御ぎよ衛えい星せいの事追っかけてここまで来たって訳か？」

　バックミラー越しに祐一の顔を覗のぞき込み、そう軽口を叩たたいてみる。もちろん当てずっぽうだが、あながち的まとはずれという訳でも無い。というより、それ以外にこの場所の存在を知っている理由が思い付かない。

　が──

「何の話だ？」

　真ま面じ目めその物の顔で問い返してくる黒衣の騎き士し。

「ありゃ……外れか」ヘイズは首を傾かしげ「って事は単なる偶ぐう然ぜんか？　いや、幾ら何でもそんな無む茶ちやな話が……」

　ハンドルを握りしめたまま、思わず考え込む。

　と、祐ゆう一いちは「待て、ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ」と後部座席から身を乗り出し、

「今の質問はどういう意味だ？　確たしかに俺おれは大気制せい御ぎよ衛えい星せいについて調しらべているが……この場所に、何か関係があるのか？」

「え……」

「は？」

　思わず、ヘイズはクレアと顔を見合わせる。

「いや待て、ちょっと待ってくれ旦だん那な」だんだん頭が混乱してきた。ヘイズは上うわ目め遣づかいに天てん井じようを睨にらんで何度も指を鳴らし「とりあえず、この先に何があるのか教えてくれ。何にしても、話はそれからだ」

「小さな町だ」祐一は即答し「地下の最深部に老ろう朽きゆう化かした発電プラントがあって、周辺の研究施設跡を改修して三〇〇人程が暮らしている。俺は町の代表と古い知り合いで数日前に連絡を受けてここに来た」

「研究施設跡……？」

　何やら引っかかる単語に、ヘイズは眉み間けんに皺しわを寄せる。

　祐一は、そうだ、とうなずき、

「では、今度はそっちの番だ。何を掴つかんだ？　この場所には何がある」




　闇やみに包まれた螺ら旋せん通路の先から、かすかな光がしみ出し始めた。

　ヘイズとクレアの代わる代わるの説明を聞き終え、祐一は「なる程」と呟つぶやいた。

「大気制御衛星と地上を繋つなぐ、何らかの装置か」

「そーいうこった」ヘイズはフットペダルを操そう作さしてフライヤーの速度を落とし「具体的にどんな物かはわかんねーけど、とにかくこの場所には何かがある。オレ達はシンガポール軍とロンドン軍の戦せん闘とうに巻き込まれてその『何か』が破は壊かいされる前に、上う手まい事確かく保ほしようって算段だった訳だ」

「その、『世界で知られるようになる遥はるか以前から情報制御理り論ろんを利用していた者がいる』という話、気になる」祐一は後部座席に深く身体からだを預けて腕組みし「もう少し詳しい情報が欲しい。お前がさっき話していた『エリザベート・ザインの研究室』以外に、何か証拠は無いのか？」

「残念だけど、さっぱりね」横から口を挟んでクレアが答え「っていうか、あんたこそどうなのよ。後天性魔ま法ほう士しの初期って言ったら、当時の情報制御理論の最先端でしょ？　何かそれっぽい噂うわさとか聞いた事無かったの？」

「最先端とはいっても、所しよ詮せんは被ひ験けん体たいの一士官だからな」祐ゆう一いちはフライヤーの天てん井じようをじっと睨にらみ「……だが、確たしかに当時から、魔ま法ほう士しの誕たん生じようが早すぎるという話はあった」

「早すぎる……って、どういう事？」とクレア。

「情報制せい御ぎよ理り論ろんが誕生した西せい暦れき二一八〇年と最初の魔法士が作られた西暦二一八三年の間の、期間が短すぎるという意味だ」祐一は少女に視し線せんを向け「フリードリッヒ・ガウス記念研究所で発表された最初の理論は、あくまでも全すべての大おお本もとになる基き礎そ理論に過ぎん。それが、わずか三年であらゆる技術的な問題がクリアされ、最終的な製品である魔法士が完成してしまった」

　早すぎるだろう、という祐一の言葉に、ヘイズはクレアと顔を見合わせる。

　考えた事も無かったが、言われてみれば腑ふに落ちない。

　情報制御理論の誕生にまつわるさまざまな謎なぞを知ってしまった今の自分達だからそう思えるのかも知れないが、確かに、何らかの秘密が隠されている気がしてならない。

「何か、調しらべたら調べた分だけわかんねー事が増えてく感じだな……」ヘイズはハンドルを押さえたまま一つ指を弾はじき「そういや、この先の町はもともと研究施設跡だった、みたいな話さっきしてたよな？　どんな感じのところだったんだ？　何か、戦前の資料とか見つからなかったのか？」

「町の住人がこの場所を見つけたのは戦後しばらく経たってからだが、その時にはすでに完全にもぬけの殻からだったらしい」祐一は窓の外に視線を向け「研究資料や端末はおろか、まともに人が生活していた痕こん跡せきすら無し。まあ、発電プラントと生産プラントだけはかろうじて稼か働どうしていたので、他ほかの余計な物が無いのはかえって都合が良かったらしいが」

「それも何か、『誰だれかが研究の手がかりになりそうな物を残らず処分したんじゃないか』って気がしてくるわね、ここまで来ると」助手席のクレアは額ひたいに指を当てて、んー、と考え「他に何かおかしなとことか無い訳？　何でもいいから」

「強いて言えば、発電プラントの規き模ぼと出力が研究施設全体で使うだけにしては大きすぎる事ぐらいだが」祐一は騎き士し剣けんの柄つかを手のひらでなぞり「しかしそれも、以前は何らかの多量の電力を必要とする実験装置が置かれていたのではないか、と考えれば納得出来る程度の量だ。……もっとも、その場合には『そんな大掛かりな装置をわざわざ運び出したのか』という別な疑問が発生する事になるな」

「どこかの区画にその『大電力を消費する装置』が隠れてる、って可能性はねーか？　三〇〇人も暮らしてるんなら結構広い施設だろ？　誰も立ち入ってない場所の一つや二つ、どっかに残ってる気がすんだけどよ」

「施設内は住民が隅すみから隅まで調べつくしているはずだ。無論、外部に広がる氷ひよう塊かいのどこかとなれば可能性はあるが……」祐一は少し考える素振りを見せ、一つうなずいて「何にせよ、これで俺とお前達の利害は一致した事になる訳か」

「あ……？」ヘイズは一いつ瞬しゆん首をひねり、すぐに、ああ、と納得して「なる程、ってこたぁ、旦だん那ながここに呼ばれたのも」

「シンガポール軍とロンドン軍の戦せん闘とうからこの町を守る事」祐ゆう一いちは騎き士し剣けんをわずかに鞘さやから引き出し、ライトの薄うす明あかりに照らして「俺おれが、この町の長おさから受けた依頼だ」

「今回はあんたと共同戦せん線せんって訳ね」苦笑混じりにクレアが呟つぶやき「ま、いいわ。あんたが味方なら楽出来そうだし」

　通路の先から突然光が差し込み、緩ゆるやかな螺ら旋せん勾こう配ばいが終わりを告げる。平坦な直線になった通路をまっすぐに進むと、すぐに、白塗りの広大な空間が姿を現す。

　完全な半球型にくりぬかれた直径一〇〇メートル程の空洞。その外周を取り囲む形で幾層にも取り付けられた通路と、そこに並ぶ無数の扉とびら。

　フライヤーの速度を落とし、空洞の中心に向かってゆっくりと進む。

　と。

「……何か、大だい歓かん迎げいって雰囲気じゃないわね」

　苦にがい顔で呟くクレア。

　どうした、と言いかけてヘイズはすぐに気付き、

「何か視みえんのか？」

「そこの通路に二人ふたり、あっちに一人ひとりでそっちにもう一人。何か、みんな結構おじいちゃんとおばあちゃんね」クレアは空洞の上の方を順に指さし「二人が短たん機き関かん銃じゆうで一人がライフルで一人が……うわ、ここって携けい行こう型の誘ゆう導どうミサイルなんかぶっ放して大丈夫なの？」

「おいおい」ヘイズはいつでもハンドルを切れるように注意しつつ「旦那。大丈夫なんだろーな、このまま進んで」

「俺が乗っているのは見えているはずだ、問題無い」

　そう言って、黒衣の騎士はロングコートのポケットを探り、

「忘れるところだった。ヘイズはともかく、お前にはこいつが必要だろう」

　小さな黒い素子をクレアに差し出す。

「ノイズメイカー……？」助手席の少女は顔をしかめ「話がよく見えないんだけど。っていうか、あたし、Ｉ－ブレイン止められたら何にも視えないし一人じゃまともに歩けな……」

「だから、だ」祐一は少女の言葉を遮さえぎり「お前が能力を使って当たり前のように動いていれば、誰だれでもおかしいと気付く。ヘイズはともかく、お前はこうでもしないと通常人のフリなど出来ないだろう」

「いや待て、ちょっと待て」思わず、ヘイズは割って入る。「何か今さらっとヤバい事言っただろ。どういう事だ？　この町、魔ま法ほう士しは何かマズいのか？」

　祐一は、ああ、とうなずき、

「ここの連中は一人残らず魔法士に恨みを持っている。そういう人間が集まって出来た町だ」

　ポケットからミラーシェードを取り出し、両目を隠して、

「俺おれは町の長おさと古い知り合いという事で立ち入りを許可されているが、住民の大半は快く思っていない。……お前達も気を付けてくれ」




　ようこそ、と呟つぶやいた町長の声には、お世辞にも歓かん迎げいしているとは言い難がたい響ひびきがあった。

　円形の広場の中央、フライヤーから降り立った三人に、六十をとうに超えていると思おぼしき白髪の町長は射い貫ぬくような視し線せんを向けた。

「……上の様よう子すはどうだったかの？」

「シンガポール軍には、今のところ目立った動きは無い」低くしわがれた町長の声に祐ゆう一いちは静かに答え「だが、ロンドンの方は何か準備を進めているらしい。早ければ、明日あしたにも大だい規き模ぼな展開があり得る」

「ここが戦せん闘とうに巻き込まれる可能性は」

「シンガポール軍の配置とロンドンの位置関係から見て避けようが無い。両軍共に主力は航空戦力だから真下の地上付近が主戦場になる確かく率りつは低いが、フライヤー同士の小こ競ぜり合い程度は覚悟する必要があるだろう」

　そうか、と町長はうなずく。

　皺しわだらけの手に握られた杖つえが強化コンクリートの地面を突き、落ち窪くぼんだ小さな目が矮わい躯くの奥から上うわ目め遣づかいにヘイズとクレアを睨にらんで、

「その二人ふたりは」

「知人だ」祐一は瞬しゆん時じに答えを返し「上を調ちよう査さ中ちゆうに偶ぐう然ぜん会った。二人とも便利屋だが、今回の事に協力してもらう」

「……そちらの女性は、目が不自由なようじゃの」

「え？　あ、はい！」いきなり水を向けられてクレアは慌あわてた声を上げ「大丈夫です。あたしはおまけみたいなもんですから、働くのはこっち、このヘイズで……」

　こっちの腕にしがみ付いたまま、打ち合わせ通りの答えを返す。

　長老は、なる程、と口では答えつつ、相変わらず厳きびしい視線のまま、

「魔ま法ほう士し、ということは無かろうな？　黒くろ沢さわ少佐殿」

「無い。俺が保証しよう」祐一が冷静そのものの顔で答え「出来れば、二人に部へ屋やを用意してもらいたいが」

「空あき家やなら幾つかある。後で準備させよう」長老はうなずき、周囲に視線を巡らせて「じゃが、その前にまずは儂わしの家に。少佐殿には、ここは話しづらかろう」

　言われて初めてヘイズは気付く。町長の後ろに控える数十人の町の住民達、その全すべてが、警けい戒かい心しんをにじませた目で祐一を睨んでいる。通路に隠れている、とクレアが言っていた狙そ撃げき手しゆ達はいまだに姿を現す気け配はいは無く、その銃口が今もこちらに、正確に言えば黒衣の騎き士しに向けられているのは間違い無い。

　……ん？

　そんな事を考えつつ、ヘイズはふと違和感を覚える。

　町長はもちろんだが、その周囲の住民達も全員が揃そろいも揃って初老をとうに過ぎた年寄りばかり。そういえば、通路の狙そ撃げき手しゆ達も全すべて老人だとさっきクレアが言っていた。

　若者と子供はどこに行った？

　内心で首をひねるヘイズを余よ所そに、祐ゆう一いちは「了解した」と町長にうなずく。

「それが良いだろう。俺おれの姿があると、彼らも不安だろうしな」呟つぶやき、視し線せんだけでこっちを振り返って「行くぞ。お前達も、長おさに訊きいておきたい事があるだろう」

「あ、おい！　待てよ旦だん那な！」

　腕にしがみ付いたままのクレアに「おい、行くぞ」と声を投げ、祐一の後を追って歩き出す。少女はよたよたと頼りない足取りでこっちに歩ほ調ちようを合わせ、すぐに「あっ」とバランスを崩して転びそうになる。

「っと、危ねぇな」予測演算通りに腕を伸ばしてその身体からだを抱きとめ「ってーかお前、もうちっと上う手まく歩けねーのかよ。そんな『昨日きのう今日きよう見えなくなりました』みてぇな歩き方してたら、怪あやしまれんだろーが」

「そ、そんな事言われても……！」クレアは何だか泣きそうな顔でこっちからちょっとずれた場所をきつく睨にらみ「仕方ないでしょ！　あたし、こんな訓練受けたことないし、何かその辺に石とかありそうな気がして怖いし！」

「あー」

　そりゃそうか、と内心でうなずく。

　どうしたものかとしばし考え、一つうなずいて、

「めんどくせーからな。またこれで行くか」

　身をかがめてクレアの膝ひざの裏に片腕を回し、そのまま、細い身体をひょいっと抱き上げる。

「え……」

　少女は状況がよくわかっていない様よう子すで飾り物の目をぱちくりとさせ、すぐに「あ！」と声を上げて、

「ちょ、ちょっとあんた何してんのよ！　下ろしなさいよどこ触ってんのよ！　っていうか何でまたこのパターンなのよ──！」

「だー！　やめろ暴あばれんな！　ってかグーパンはやめろグーパンは！　顔がん面めんクリーンヒットはしゃれになんねーだろうが！」

　ぎゃいぎゃい騒さわぐ少女を抱えたまま、どうにかこうにか歩き出す。

　先を行く黒衣の騎き士しが振り返り、呆あきれた顔で眉み間けんに皺しわを寄せた。




「……この施設の来らい歴れき、とな」

　町長の家までは、エレベータを乗り継いで五分程かかった。

　テーブルを囲んで出された茶をすする事しばし。ヘイズが切り出した質問に、町長は訝いぶかしげな目で答えた。

「来歴と言われても、儂わしらがここを見つけたときには何もかもがすでにもぬけの殻からであった。大戦終結から半年程経たった頃ころの事じゃが……少佐殿から聞いてはおらんか？」

「いや、いちおう説明は聞いたけどよ」ヘイズは薄うすい茶を飲み干し「けど、何か手がかりぐらいは残ってたんじゃねーのか？　どんなつまんねー物でも構わねぇんだけどよ」

「無い」町長は断言し「論ろん理り回路式の迷彩に囲まれているのだから重要な施設であった事は間違い無いじゃろうが、そういった手がかりの類たぐいはいっさい残されておらなんだ。……思うに、ここは軍の重要施設で、機き密みつ保持のために資料が抹まつ消しようされたのではないかな？」

　大戦中にはよくある話だ、という町長の言葉に、ヘイズもうなずく。

　ポットを勝手にとって茶の代わりを注ぎ、そこで「……待てよ」と気付いて、

「そういや、あんた達はどうやってこんな場所見つけたんだ？　こんだけバリバリの隠いん蔽ぺいが敷しかれてるんだ。軍の調ちよう査さ隊たいが真上通ったって気付かねーぞ、普通」

　隣となりの椅い子すに座ったクレアが、うんうん、とうなずく。

　町長は「その事か」とテーブルの上で両手を組み、

「これが奇妙な話でな。儂等らがこの場所を見つける数日前に、この場所でわずかながら情報制せい御ぎよの痕こん跡せきがあった」

「情報制御……？」

　部へ屋やの隅すみで壁かべの写真を見上げていた祐ゆう一いちが、訝しそうに振り返る。

　町長は、うむ、とうなずき、

「当時はシティも混乱していて気付かなかったようじゃな。たまたま住すみ処かを探して近くを旅していた儂等だけがそれを感知して、この場所を発見したという訳じゃが」

　そう言って、町長は「ぬ？」と首を傾かしげ、

「思い返してみれば、あれはこの施設の来歴を知る唯一の手がかりであったのかも知れんな……。今となっては調しらべる術すべも無いが」

　そのまま目を閉じて、沈ちん黙もくする事しばし。

　町長は鋭するどい視し線せんをこっちに向け、

「さて、ではこちらの番かな、お若いの。なぜこの町に興きよう味みがある？　いったい、何を調べようというのかの？」

「あー、そりゃ……」

　言いかけて、どこまで話した物かと迷う。あまり余計な情報を出して、こちらの正体に気付かれるのはマズい。

　視し線せんを逸そらして考えをまとめ、とりあえず、この付近に大気制せい御ぎよ衛えい星せいの入り口があったらしいという話を手短に伝える。

「なる程……」町長はうなずき「じゃが、この町にはそんな物は無いぞ？　儂わし等らが見つけた当時から残っている物といえば、いつ止まってもおかしくない発電プラントと生産プラントだけ。外の氷ひよう塊かいに何か隠されているとしても、そこに至るための通路ぐらいはこの施設に無ければおかしいのではないかの？」

「いや、そりゃそうなんだが……」ヘイズは一つ指を鳴らし「とりあえず、その発電プラントと生産プラントだけでも調しらべさせてくれねーか？　そうすりゃ」

「断る」

「……は？」

　瞬しゆん時じに返された町長の答えに、思わず間の抜けた声を上げてしまう。

　少し考え、自分の説明が悪かったのかも知れない、と思い直し、

「あのよぉ、じいさん。オレは大気制御衛星の入り口を探してる訳よ」

「その話は聞いた」

「ここで上う手まく手がかりが見つかりゃ、あの衛星の中に入れるかも知れねえ」

「その通りだな」

　うなずく町長に、ヘイズは「だろ？」と身を乗り出し、

「って事はだ。もっと上手くいきゃ、あの衛星止めて雲を晴らす方法が見つかるかも知れねーって事だよな？」勢い込んでテーブルに両手をつき「そうなりゃみんな助かってハッピーエンドだ！　あんた達もこんな穴あな蔵ぐら暮らしとはおさらばして」

「断る」

　またしても、町長は断じる。

　勢いのやり場に困って口をぽかんと開けるヘイズの前で、年老いた町長は「お若いの」と視線を上に向け、

「さっきの広場で、この町の連中を見なさったか」

「あ……？　ああ、まあ」

「老人ばかりと、思われなんだか」

「いや、まあ……」

「隠さずとも、それで正解じゃ」町長はどこか遠い目をし「この町に若者は一人ひとりもおらん。ここは、儂のような老いぼればかりの町でな」

「若者がいないって……」横からクレアが口を挟み「おじいちゃん達、子供とかいなかったの？　その人達は一いつ緒しよに来なかったの？　どこか遠いところで暮らしてるとか」

「……皆死んだ」静かな答えが返ってくる。「儂等の子、孫……一人残らず、魔ま法ほう士しに殺されたよ」

　思わず、ヘイズは息を呑のむ。

　クレアも同じように目を丸くし、

「ちょ……おじいちゃん、それどういう！」

「──シティ・オスロ」

　答える声は祐ゆう一いちの物。

　え？　と声を上げるクレアに黒衣の騎き士しは視し線せんを向け、

「魔ま法ほう士し千人の大部隊による殲せん滅めつ戦せんで住民が一人ひとり残らず死に絶えた都市。世界で最初に、魔法士によって滅ぼされたシティだ」

「……儂わし等らが生き残ったのは、ただの偶ぐう然ぜんじゃったよ」

　町長の声が、後を引き継ぐ。

　どこか穏おだやかささえ漂わせた顔で、老人はヘイズとクレアを見上げ、

「あの日、たまたま地下施設のメンテナンスを請うけ負っておらなんだら、たまたま最初の攻こう撃げきで坑道の入り口が崩落して生き埋めにならなんだら、儂等もあそこで死ねておったんじゃがな」

　杖つえを突く硬い音があって、町長が椅い子すから立ち上がる。

　おそらくはそれが家族との思い出なのだろう。老人は祐一の隣となりに立って壁かべ一面に貼はられた写真を見上げ、

「世界から雲が消え、皆が幸せになったとしても、儂等にはもう帰る場所が無い。儂らの望みはここで静かに朽くちていく事。あの日死んだ子や孫の代わりに天寿を全まつとうする他ほかに、やる事も無ければやりたい事も無い。……あのプラントは、そんな儂等のただ一つのより所じゃ」

　町長が、こちらを振り返る。

　射い貫ぬくような視線が、まっすぐヘイズに突き刺さり、

「仮に衛えい星せいの入り口が見つかったとして、それを稼か働どうさせればプラントはどうなる？」

「どうって……」言いかけて、ここのプラントがすでに老ろう朽きゆう化かしているという話を思い出し「限界まで出力を使う可能性もあるから、下へ手たすりゃ、まあ……」

「仮にプラントが保もったとしても、そんな重要施設があるとわかれば、ここはシティの軍の目標にされるのではないかの？」

「まあ、そういうこともあるかも知れねーけどよ……」

「話にならぬ」老人は首を振り「どうしてもと言われるのなら止めはせんが、町の者達は儂も含めて、一人残らず死ぬまで抵抗するぞ？」

　手にした杖の先が床ゆかを強く叩たたき、

「その覚悟がおありか、お若いの」
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　十九時○○分きっかりに、着信のメッセージが表示された。

　フェイ・ウィリアムズ・ウォンは士官用宿舎の一室で、タッチパネルに指を走らせた。

　ディスプレイを流れるメッセージに従って、一定のパスワードを打ち込む。机に埋め込まれた素子に手のひらをかざし、生体情報を認証する。

　シティ・シンガポール自治政府、首相官邸に直通のホットライン。

　映像通信の向こうに姿を現す白髪の男に、右手を掲かかげて最敬礼する。

『初日の会かい談だん御苦労だったフェイ議ぎ員いん。いや、フェイ大使と言うべきか？』

　シンガポール首相カリム・ジャマールが、カメラの向こうで重々しく告げる。いえ、と首を振ってそれに応こたえ、フェイはタッチパネルを操そう作さして今日きようの会談の資料を呼び出す。

「こちらの報告書は」

『すでに届いている』首相はうなずき『こちらの提示案は拒否されたようだな。……まあ、もとより撥はねられる事が前提の第一案ではあるが』

　小さく呟つぶやいてディスプレイの向こうで少し身を乗り出し、

『それで……賢けん人じん会かい議ぎの代表は、いかなる人物であった？』

「語るに値しません」

　フェイは即答する。

　首相は、ふむ、とうなずき、

『手て厳きびしいな』

「事実です」そう言って、フェイは会談の記き録ろく映像をディスプレイの隅すみで再生し「賢人会議の思想はテロリストその物です。シティの同盟を望むと自ら主張しながら、他ほかならぬ代表者自身がその意味をまるで理解していない。問題外、と言わざるを得ません」

『なる程……』首相は小さく息を吐き『では、一日目にして早くも結けつ論ろんは出たという事かな？　フェイ・ウィリアムズ・ウォン。賢人会議はシンガポールにとって害を為なす存在である、と。それが君の結論という事で良いか』

「は──」

　はい、と言いかけた声が、止まる。

　視界の端に映るのは、会談の光景。

　激げつ昂こうする少女に代わって前に進み出る、穏おだやかな表情の、東洋人の青年。

「……いえ」フェイは首を横に振り「今しばらく、その結論は保留にさせて頂きます」

『ほう』

　初めて、首相の表情に変化が生まれる。

　かつてはフェイの上官であった男は何かを楽しむように目を細め、

『これはまた……意外な発言だなフェイ大使』

「賢けん人じん会かい議ぎの代表はともかく、その参さん謀ぼうには見るべきところがあります」淡たん々たんとフェイは答える。「あるいは代表の少女はお飾りで、参謀の青年こそが賢人会議の実質的な指し導どう者しやとも考えられます。そうであるならば……」

『彼らは我わがシティの力と成りうる、と？』

「逆に、あの少女などとは比較にならない、圧倒的な脅きよう威いとなる可能性もあります」フェイは指先で机を叩たたき「いずれにせよ、見極めねばなりません。彼らが蛇か、龍りゆうか、あるいは取るに足らぬ地虫か」

　なる程、と首相はうなずく。

　豪ごう奢しやな執務椅い子すの上で居住まいを正し、机の上に両手を組んで、

『では、会かい談だんの続行を』カメラ越しにまっすぐフェイを見つめ『言うまでも無いが決断は迅じん速そくに。君が「暗殺」と判断したのであれば、私の指示を待つ必要は無い』

　かすかな電子音を残して映像が途と切ぎれる。

　フェイはタッチパネルを操そう作さしてディスプレイを消去し、椅子から立ち上がった。

　壁かべの時計とけいに視し線せんを走らせ、時刻を確かく認にんする。賢人会議との会食まであと三十分。くだらないセレモニーだし、実を言うとセッティングしたことを後悔もしているが、全権大使が欠席する訳にもいかない。

　鏡かがみを覗のぞいてネクタイの角度を整ととのえ、部へ屋やを後にして廊下を行く。白塗りの通路はシティの通常の建造物と何ら変わりない内装の堅けん牢ろうな造りで、どうかすると、ここが工兵の手でわずか数時間で設営された簡かん易いの宿舎である事を忘れそうになる。

　両側に扉とびらが並ぶ通路を進み、階段のある建物のエントランスにたどり着く。

　と──

「ディーくん、ほんとにこっちで間違い無いですか？」

「うん……そのはずなんだけど」

　この場におよそそぐわない少年と少女の声に、とっさに柱の陰に身を隠す。気付かれないように様よう子すをうかがうと、銀ぎん髪ぱつの少年と金髪の少女が階段を前に顔を見合わせている。

　賢人会議の魔ま法ほう士し、二重デユアルNo.33とセレスティ・Ｅ・クライン。

　どう対応すべきか一いつ瞬しゆん考え、何気ない風ふうを装よそおって二人ふたりに近付いていく。

「──ここで何を」

　いきなり声をかけられて驚おどろいたのか、少年と少女がびくりとこちらを振り返る。少女の方は質量感知によって全方位の物体の運動を把握出来るはずだが、そのセンサーを常に働かせている訳では無いらしい。

「あ、その……僕等らは……」

「会食の会場ならこの先だ、賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し殿」

　静かにそう告げると、二人ふたりの顔に浮かぶ緊きん張ちようが和やわらぐ。

　少年と少女は揃そろってこっちを見上げ、そこでようやく目の前の人物が把握出来た様よう子すで、

「あの……フェイ・ウィリアムズ・ウォン大使ですか？」

「いかにも」少年の言葉にうなずき「それよりなぜここに？　そちらの部へ屋やに兵士が迎えに行くと、連絡差し上げておいたはず。いや、それ以前に、この建物には周辺警けい備びが敷しかれているはずだが」

「い、いえ、それは……」

　口ごもる少年と、その隣となりで視し線せんをうつむかせる少女。

　そんな二人を見下ろし、フェイは、なる程、とうなずいて、

「事前調ちよう査さ。我われ々われが会場にノイズメイカーの類たぐいを仕込んでいないか、その確かく認にんという訳か」

「は、はい！　それで……」

　勢い込んで答えた少女が、次の瞬しゆん間かんあっと口を押さえる。隣の少年が「セラ！」と目を見開くが、すでに手遅れだ。

　……そういう事か。

　賢人会議の参さん謀ぼう役やくである青年の顔を思い出し、一人ひとり納得する。会食場の事前確認という少年と少女の役目はもちろんその通りなのだろうが、そこにもう一つ、「その気になればこちらの魔法士は好きなように動ける」という示じ威いの意味が含まれているのは間違い無い。

　……まあいい。

　廊下のずっと先の方で、ようやく自体を把握したらしい巡回の兵士が目を見開く。慌あわてて駆かけ寄ろうとする兵士を片手で制し、目の前の少年と少女に向かって口を開く。

「よろしければ、会場まで御案内するが」

　単刀直入にそう言うと、二人の魔法士が動きを止める。

　気まずそうに顔を見合わせる少年と少女に、フェイは静かな声を投げる。

「そちらの立場も理解出来る故ゆえ、気にするには及ばない。……そもそも、こちらには何らやましいところなど無いのだから、会場の下した調しらべなどは好きにされるが良い」

　一方的に言い置いて少年と少女の前をすり抜け、階段を上り始める。

　慌てたような足音が二人分後からついてきて、すぐにフェイの隣に並ぶ。

「……あの」

　歩きながらこっちを見上げて、おそるおそる口を開く少年。

「何か」

　視線を合わせる事無く問うと、少年は隣の少女と目配せを交わし合い、

「えっと……フェイ大使は、魔法士がお嫌いだと聞いたんですけど」

「私個人の感情に意味は無い、と申し上げておく」まっすぐ前を向いたまま即答する。「問題はあくまでもシティ・シンガポールの利益だ。それが達成されるか否いなかが、唯一絶対の判断基準となる」

「そ、そうですか……」少年は緊きん張ちようした顔を少しだけ緩ゆるめ「じゃあ、条件さえ合えば今回の同盟はちゃんと成立するんですね？」

「政治判断に私情は挟まぬ」フェイは当然の答えを返し「シティ・シンガポール市民一千万人、中には当然魔ま法ほう士しに対して好意的な者もいる。そういう市民の総意たる全権大使としてこの場にいる以上、私の好悪などには何ら意味がない」

「なる程です……」隣となりの少女が、妙に感心した顔でうなずき「えっと……シンガポールってどんなところですか？」

「他ほかのシティと何ら変わらぬ」フェイは即答する。「エネルギー供給は最低限。物資は配給制。空は鉛なまり色いろで、市民には憩いこいが無い」

「あ、ご、ごめんなさいです」少女はなぜか謝しや罪ざいの言葉を口にし「えぇっと……じゃあ、戦争の前はどうだったんですか？　シンガポールらしい事って、昔はちゃんとあったですよね？」

　思いがけない質問。

　フェイは一いつ瞬しゆん返答に詰まり、

「……知らぬ。私は生きつ粋すいのシンガポール人では無い故ゆえ」

「そう、なんですか？」

　驚おどろいた様よう子すで、少年が問う。

　フェイは、ああ、とうなずき、

「大戦中にシンガポールに流れ着いて軍属となった。現在のシンガポール市民の中でも、大戦前からの住民は少ないはずだ」

　そうなんですか、と少年がうなずく。

　と、隣で聞いていた少女が実に無邪気な声で、

「じゃあ、フェイさんはどこで生まれたんですか？」

　その言葉に、一瞬思考が停止する。

　何とか平静を保ち、少女から視し線せんを逸そらしたまま答える。
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「──オスロ」

「……えっと、どこですか？」

　困った顔で少女が問う。少年の方も知らない様子で、首を傾かしげている。

「かつて北ほく欧おうにあったシティだ。大戦中に消滅したがな」

　そう答えを返しつつ、目の前の魔法士がオスロの名を知らない事にかすかに殺意を覚える。そうですかー、と脳天気に納得する二人ふたりを見下ろし、少し、思考を巡らせる。

　……そうだな、最初は……

　狙ねらうならまず少年の方が良いだろうと結けつ論ろんする。第一級カテゴリーＡの中でも特に上位の騎き士しである少年は戦場ならば傷一つつけられる相手では無いが、相手がいっさい警けい戒かいしていないこの状況なら話は異なる。

　Ｉ－ブレインを戦せん闘とう起動する間すら与えず、頭部に一いち撃げき。

　それだけで確かく実じつに戦闘能力を奪い、絶命させる事が出来る。

　少年が済んだら次は少女。その頃ころには少女はすでに事態を把握しているだろうが、騎き士しと異なり光使いである少女はＩ－ブレインの反応に肉体の動きが伴わない。警戒しなければならないのは重力場の書き換えによる防ぼう御ぎよ。初撃でそれさえかいくぐれば、少女は少年より遥はるかに与くみしやすい相手だ。

　二人ふたりが自分を「ただの人間」と勘かん違ちがいしている限り──

　少年にも、少女にも、攻撃をかわす術すべは無い。

「フェイさん、どうかしたですか？」

　少女の声に、いや、と首を振る。

　──間違い無く、殺せる。

　その確信に、フェイは一人ひとり、心の中でうなずいた。
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　結局、軍の技術者が全すべて撤てつ収しゆうしたのは、夜の十時を過ぎた頃ころだった。

　機き械かいとケーブル満まん載さいの予備端末室からのそのそと這はい出し、錬れんはウィリアム・シェイクスピアの操そう縦じゆう室しつの端っこで大きく伸びをした。

　先に外に出ていたフィアが、スカートの埃ほこりを払って皺しわをぱたぱたと伸ばす。そんな少女に「お疲れ様ー」とクッキーを差し出すのはファンメイで、錬達が閉じ込められている間にどこかで着替えたのかパンダ模も様ようのパジャマ姿に変身している。

「はーい、お風ふ呂ろはちょっと無理だけど、夜食とパジャマと簡かん易い清せい潔けつキット。先生に頼んで寝袋も人数分ゲットしてきたから！」

　すっかり遠足気分らしい少女の笑え顔がおに苦笑する。寝ている間に軍の人が入ってきたらどうするんだろうと少し不安になるが、リチャードが寝袋を渡したという事は特に問題無いのだろうと納得する。

「大丈夫！　世せ界かい樹じゆの周りは軍の人でいっぱいだけど、ウィリアム・シェイクスピアの調ちよう整せいはもう終わってみんな樹きの方のチェックで一いつ生しよう懸けん命めいみたいだから」

　そんなこっちの考えを見み透すかした訳でもないだろうが、にこにことフィアに説明するファンメイ。

　なる程、とうなずいていると、いきなり後ろから袖そでを引っ張られる。

「……れん、だいじょうぶ？」

　こっちを見上げて小さな声で問うエドに、振り返って「大丈夫」と笑う。二人ふたりで身体からだをピッタリくっつけてもぎりぎりの端末室にフィアと一いつ緒しよに閉じ込められる事二時間。作業員に見付かりそうになって、端末の下のわずかな隙すき間まに無理やり潜もぐり込む事三回。確たしかに身体は硬くなってしまったが、辛つらいと言う程でもない。

　けれど、まあ、確かに窮きゆう屈くつな時間ではあった。

　……けっこう幸せだった事は、心の中に伏せておく。

「エドの方はどう？　もう準備完了なの？」

「……はい」

　小さな声で答えて、エドは考え考え口を開く。調整作業は全て終了していて、ウィリアム・シェイクスピアと世界樹の切きり離はなしはもうコマンドを一つ入力するだけ、という段階まで進んでいる。外で軍の技術者が行っているのは最終的な安全確かく認にんで、実は、許可さえ下りれば今すぐにでもこの船は飛び立てる状態にある──そういう説明をうんうんとうなずきながら聞いていると、いきなり後ろから強引に頭を引っ張られる。

「こら！　ぼーっとしないの天あま樹ぎ錬れん！　早くしないと時間無くなっちゃうの！」

「え、え？」

　何を、と問う間も無くファンメイに引きずられ、円筒形のガラス筒の前に座らされる。おそらく錬れんが隠れている間に取り替えたのだろう、操そう縦じゆう室しつの中央にあったはずの生命維い持じ槽そうは一回り小さな操縦槽に取り替えられている。

　そのガラス筒を背もたれにエドがちょこんと座り、向かいにフィアとファンメイが並んで腰を下ろす。

　車くるま座ざになった四人の中心には軍の支給品らしいチョコやクッキーの山、加えて簡かん素そなラベルが貼はられただけの飲み物のパックが十数本、発光素子のほのかな明かりに淡あわく照らし出されている。

「……何？　これ」

「お菓子と飲み物！　配給一ヶ月分なの！」呆ぼう然ぜんとする錬の前でファンメイは胸を張り「この日のためにおやつ我が慢まんしてこっそり貯ためてきたんだから。……ま、ほんとはフィアちゃんとエドの分なんだけど、特別にあんたにも分けたげるの天あま樹ぎ錬！」

「いや、だから」

「……かんげいかい」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやくエドの声に、ようやく状況が飲み込める。そんな事してていいのかな、という素朴な疑問が、目の前に置かれた『ビタミン配合イオン水』のパックに遮さえぎられる。

　他ほかの三人の前には、なぜかそれぞれちゃんとした名前のジュースのパック。

　ファンメイは「じゃあ」と勝手にうなずき、オレンジジュースを高々と頭上に掲かかげた。

「みんなの再会を祝して、乾杯──！」




　クッキーをかじる小さな音が、操縦室の高い天てん井じように響ひびいた。

　フィアの話を真剣な顔で聞いていたファンメイは、いきなり「えー！」と目を丸くした。

「じゃあ、じゃあじゃあ、あの賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうって天樹錬のお兄にいさんなの──？」

「そうなんです。だから私も錬さんも本当にびっくりして」

　乾杯とお菓子開封の儀ぎ式しきが済むと、話題は自然とそれぞれの近況報告に向かった。世せ界かい樹じゆ事件の後で別れてから今日きようまで三ヶ月半。その間の出来事を聞きたがるファンメイとエドに促うながされるまま、錬とフィアは交互に二週間前の、ニューデリーでの事件について語って聞かせた。

「そっかー」ファンメイは難むずかしい顔で、むーん、と首をひねり「でもさ、そのお兄さんって、Ｉ－ブレイン持ってない普通の人なんだよね？」

「え？」錬はどうしてそんな言葉が飛び出すのかわからず「もちろんそうだけど」

　と、ファンメイは「むむむむ」とますます難しい顔をし、

「って事は、お兄さんは自分は魔ま法ほう士しじゃないけど、魔法士が幸せに暮らせる世界を作るんだ、って戦ってるんだよね？」

「そのはず、だけど……」

　言葉の意図が良くわからず、フィアと顔を見合わせる。

「えっと、だからね……」ファンメイは右に左に首を傾かしげ「もし本当に賢けん人じん会かい議ぎの要求が全部通って世界中のマザーコアが止まって、普通の人がすっごく大変な代わりに魔ま法ほう士しが幸せな世界になったら、お兄にいさん、その後どうするつもりなのかな、って」

「どうって、それは」

　言いかけて言葉が止まる。確たしかに、考えた事も無かった。

　本当に賢人会議が勝って、魔法士が自由になった世界。

　そこに、真ま昼ひるの居場所はあるのだろうか。

「あの……でも、そうなったら真昼さんは賢人会議の一番の功労者な訳ですから、魔法士の人達にも特別待たい遇ぐうしてもらえるんじゃ」

「それも何か……」ファンメイは左右のこめかみに拳こぶしを当てて、んー、とぐりぐり回し「わたしは会ったこと無いからわかんないけど、フィアちゃんの知ってるその人って、そーいういんちきとか喜ぶ人なの？」

　問われて、フィアは「あ」と目を見開く。

　そうですね、と呟つぶやく少女に、ファンメイは「でしょ？」と身を乗り出し、

「それに、そのお兄さんは良くても天あま樹ぎ錬れんにはお姉ねえさんもいるし、フィアちゃんのお義か母あさんとかお世話になってる隊商の人とか、一いつ緒しよに住んでる町の人達もみんなそのお兄さんの友達なんでしょ？　そーいう人達を全部ほったらかしにしても平気なタイプなの？　お兄さんって」

「あ──」

　違う、と錬は思わず呟く。そうだ。自分が知っている兄はそんな人間では無い。賢人会議の目的をそのまま達成する事など、あの兄がぜったいに認めるはずが無い。

　でも、だとすると──

「……世界を、変える」

「え？」

「『世界を変える』、だよ」首を傾げるファンメイを錬はまっすぐに見返し「真昼兄、ニューデリーで言ってた。目の前の敵を倒しても何も変わらない。魔法士と人間とどっちかしか助けられないっていうこの世界のルールはどうにもならない。だから、僕は世界を変える、って」

「世界……」

　呟いたまま、ファンメイが黙だまり込む。

　そのまま十数秒。

　少女はいきなり「うにゃーっ！」と頭をかきむしる。

「ど、どうしたんですかファンメイさん！」

「難むずかしすぎて頭パンクしたの！」慌あわてるフィアにファンメイは大おお真ま面じ目めな顔で「いいの！　どうせ明日あしたはその『賢けん人じん会かい議ぎ』と戦うんだから！　だから、えっと……」

　勢いがつきすぎて言葉が空から回まわりするファンメイに、すっかり慣なれ切った顔のエドが「きゅうけい」とジュースのパックを差し出す。たぶん「休きゆう憩けい」と言いたいのだろう。

　少女はそれを受け取って一気に半分飲み干し、なぜか胸を張って、

「そーよ！　漫画のパターンだと、熱あつい拳こぶしとか交わせば適当に何かわかるもんなのっ！」

「いや、そんな無む茶ちやな」錬れんはさすがに呆あきれて両手で少女を制し「それに真ま昼ひる兄にいは出てこないよ。Ｉ－ブレイン持ってない普通の人だって、今、自分で言ったじゃない」

「あ……そ、そっか」ファンメイは元気よく突き上げた拳を所在無さげに右に振り左に振り「え、えっとじゃあ情報収集ね！　賢人会議のその魔ま法ほう士し三人ってどんな子達なの？」

「どんな？」錬は首を傾かしげ「あれ、でも、ロンドン軍の情報部もいい加減、賢人会議の魔法士の能力ぐらい掴つかんでるんじゃ」

「そーじゃなくて！」ファンメイは両手をばたばたさせ「Ｉ－ブレインの能力とかじゃなくて、どんな子かって話なの！　フィアちゃんも天あま樹ぎ錬もニューデリーで会ったんでしょ？　どんな性格かとか、どんな風ふうに攻めてきそうかとか、そういうの！」

「どんな子、ですか？」これにはフィアが考える素振りを見せ「そうですね……私が会ったのはセラさんっていう光使いの方ですけど」

「うんうん」

「とっても可愛かわいらしい方でした」床ゆかに手を突いて身を乗り出すファンメイに、フィアはにっこり微ほほ笑えみ「年はたぶんエドさんと同じくらいで、ポニーテールのリボンがよく似合ってて。あんまり笑ったり怒ったりはされないんですけど、ときどき口をちょっとだけこう……」

「わー！　ごめん無し！　やっぱりこの話無し！」

　慌てて両手を振るファンメイに、フィアは「え？」と目を丸くし、

「どうしたんですか？」

「その子とお友達になったんなら先に言ってよぉ！」ファンメイはうにゃーっと頭を抱え「そんな話聞いたら全力で叩たたいたり蹴けったり出来ないじゃない！　もーっ」

「あ！　す、すみません！」フィアは慌てて手を伸ばし「で、でも大丈夫ですよ！　セラさん、すごく強い方ですから。きっとファンメイさんが全力で叩いても避けてくれます！」

　さらりと無む茶ちやな事を言うフィア。もしかすると、驚おどろいて自分でも何を言っているのかよくわかっていないのかも知れない。

「何だ、そーなんだ」と、ファンメイはあっさり落ち着いた様よう子すで「じゃ、大丈夫だね。それに、よく考えたらわたしが相手にするのってたぶんその子じゃなくて騎き士しの男の子の方だし」

「あ、でもその騎士の方って、セラさんの大切な人で」

　と、またしても余計な情報を付け加えるフィア。

　慌あわてて口元を押さえる少女に、ファンメイは「フィアちゃーん……」と恨みがましい視し線せんを向ける。

「……れん」

「ん？」

　そんなやりとりを呆あきれ半分で眺めていると、隣となりからくいくいと袖そでを引っ張られる。振り返ると、エドはちょっとだけ上うわ目め遣づかいでこっちを見上げ、

「……ニューデリー」

「ん？　……ああ、ニューデリーの話の続きね」

　その言葉に、フィアとファンメイが顔を上げる。「そーよ！　そっちの続き！」とあっさり乗ってくるファンメイの隣で、フィアがほっとした顔で息を吐く。

「とりあえず、賢けん人じん会かい議ぎが出てきて、クーデター起こって、フィアちゃん達がそのアニルさんって人助けたんでしょ？　それで？　それからどーなったの？」

「え……」

　にこにこ笑うファンメイの言葉に、しまった、と思う。もうそんな事まで話していたのか、と心の中で唇をかむ。

　ニューデリーでの事件、その最後の一幕について話す。

　それはつまり、「あの」出来事に触れる、という事を意味していた。

「それからって、それは……」

　無む意い識しきにさまよわせた視線が大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみにぶつかる。かすかに強こわ張ばったフィアの顔に、やっぱりこの話題は避けようと口を開きかける。

　が。

「……ニューデリーの会かい議ぎが占拠されて、内戦が起こった後ですね？」

　そんな錬れんを遮さえぎって響ひびく少女の声。

　フィアはこっちを振り返って、大丈夫です、とでも言うように笑い、

「私と錬さんは……アニルさんを次のマザーコアにするお手て伝つだいをしたんです」

　身を乗り出して言葉を待っていたファンメイが、え、と表情を凍り付かせる。エドも、隣で目を丸くしている。

「そう……なの？」

「はい」静かな、優やさしいフィアの笑え顔がお。「アニルさんは心しん臓ぞうに重い病気があって、もういつ死んでもおかしくない状態で……だから、最後に自分の命をシティのために使おうと決めたんだそうです」

「それで！　フィアちゃんは手伝ったの？　それ」

　慌てふためいてにじり寄るファンメイに、フィアは「はい」と笑う。

「マザーコアの調ちよう整せいが一人ひとりで出来る魔ま法ほう士しなんて、世界でたぶん私だけですから」

　初めて会った頃ころによく見せた悲しみを押し隠した笑え顔がおでは無い。

　もっと柔らかな、何かを乗り越えた顔で少女はにっこり微ほほ笑えみ、

「アニルさん、最後まで笑ってました」男の姿を思い出すように目を閉じて「あんなに強い人、私、初めて見ました」

「フィアちゃん……」

　ファンメイが隣となりの少女の名を呼ぶ。

　何かに迷うように何度も口を開きかけ、一つ息を吐いて、

「悲しく……なかった……？」

「悲しかったですよ。今も悲しいです」フィアは笑顔のまま「でも、良かったです。あの場所で、あの人のお手て伝つだいが出来て」

「良かったって、そんなの──！」

「だって、私がマザーコアとして作られた魔ま法ほう士しじゃなかったら、アニルさんの役に立てなかったんですよ？」何の強がりも偽いつわりもない、当たり前の声。「私が私だったから誰だれかの手助けが出来た。……それはきっと、すごい事だと思うんです」

　そう言って、フィアは目を開ける。

　泣きそうな顔をするファンメイの頬ほおに手を当て、

「マザーシステムの事をどう思えばいいのか、本当はまだよくわかりません。もしかすると世界中でマザーコアとして殺されてる他ほかの魔法士の人達には『裏切り者』って怒られるかも知れません。でも」

「でも……？」

「でも、胸を張ろうと思います」フィアはゆっくりとファンメイの髪を撫なで「この先またあんな事件に関かかわる事があって、今度はマザーシステムを認める人達と敵になったとしても……それでも、あの日アニルさんのお手伝いをした事は間違ってないって、ぜったいに大いばりで行こうと思います」

　最後はファンメイが言うような言葉遣づかいで、フィアが笑う。

　数秒。

　ファンメイは「……そっか」と顔を上げる。

「フィアちゃんは、偉いね」

「え……」フィアは目を瞬しばたたかせ「そう、ですか……？」

　うん、とファンメイはうなずく。

　ちょっとだけ涙がにじんだ目を両手でぐりぐりこすり、

「何かさ……フィアちゃん、すごい美人さんになった」

　そう言って少女に背を向け、なぜかこっちにすごい勢いで詰め寄って、

「こら天あま樹ぎ錬れん！　あんた何でそんなにフィアちゃんにラブラブされてんのよこの幸せ者──！」

「ちょ！　何いきなり──！」

　どういう訳か突然繰くり出されたファンメイの右の拳こぶしを錬れんは寸前でかわす。

　ファンメイは「避けるなー！」とめちゃくちゃな事を叫び、傍かたわらのガラス筒を見上げて、

「もー奥の手なの！　行け、小龍シヤオロン！」

　操そう縦じゆう槽そうの上であくびしていた黒い子猫が、めんどくさそうに跳ちよう躍やくしてこっちの顔に飛びかかってくる。と思ったらいきなりその姿が空中で黒い小鳥に変化し、錬の頭や手を全力でつつき始める。

「いたっ！　あいた、いた！　ちょ、ちょっと何こいつ！」

　全く展開について行けないまま、小鳥の攻こう撃げきを必死に払う。フィアがくすくすと笑い、黒い小鳥を見上げて、

「ファンメイさん。小龍ってもしかして」

「うん、そう！」ファンメイはうなずき「じゃあ、今度はわたしの話ね。……ちょっと待ってね。フィアちゃんに話さないといけない事、ちゃんとメモにして持ってきたんだから」

　パジャマのポケットをいそいそ漁あさる少女の背後で、攻撃を繰り返す黒い小鳥。

「ちょっと！　こいつ、ほんといい加減に！」錬は両腕を必死に頭上で交差させ「エド！　見てないで助けて！」

「はい」

　エドはうなずいてしばし考え、ジュースのパックを取り上げてこっちに差し出し、

「……きゅうけい」

「だから、そうじゃなくて！」

　叫ぶ錬の傍そばをすり抜けて、黒い小鳥がエドの手に飛びかかる。瞬しゆん時じにジュースのパックを奪った小鳥は黒い猫に姿を変えて操縦槽の上に着地し、ストローの先から手のひらに器用にジュースをこぼして舐なめ始める。

　フィアとファンメイがそれを見上げ、顔を見合わせて笑う。エドも何だかおかしそうに、ほんの少しだけ笑え顔がおの形を作る。

　錬も何だかおかしくなって、小さく笑う。




　そんな風ふうにして、二月二十日の夜は更ふけていった。






　　　第四章　混沌の戦場　～Gate open～







『──貴国の領空侵犯について、我わがシティ・ロンドンは厳げん重じゆうに抗こう議ぎする。

　貴国も承知の通り、北ほつ極きよく点てんの周囲半径一六〇〇キロ以内の上空は二〇九七年のキルギス条約によって定められた我わがロンドンの統治空域であり、シティ・シンガポールの今回の軍事行動は明めい確かくな国際条約違反である。

　我がシティはシンガポール自治政府に対し、軍事行動の即時中止、及び北極海からの撤てつ退たいを要よう請せいする。

　加えて我がシティは北極海上に展開中のシンガポール空軍に対し、テロリスト「賢けん人じん会かい議ぎ」の引き渡しを要求する。賢人会議は四ヶ月前に西ヨーロッパ地方で発生した「世せ界かい樹じゆ事件」に関与した容疑があり、シティ・ロンドンは当とう該がい組そ織しきに対して国際指名手配を発令している。シティ・シンガポールは地球連合法第三八五条補足二七五項に基づき、我がシティへの容疑者引き渡しの義務を有する。

　以上の二点について、シンガポール自治政府に回答を要求する。

　期限は、二月二十一日午前八時〇〇分。

　それまでに貴国から何らかの回答が得られない場合、シティ・ロンドンは北極海上の貴国空軍に対し実力行使を開始するものである──』
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　携けい帯たい端末の時刻表示が、午前七時五十五分を示した。

　月つき夜よは真っ白な雪中迷彩服姿で雪山の陰に身を隠し、遠視スコープを覗のぞき込んだ。

　視界の数十キロ先、氷原を覆おおうように設営されたシンガポール軍の前ぜん線せん基地を強い光が照らす。出しゆつ撃げきを表す立体映像の標ひよう識しきがそこかしこに浮かび、完全武装の兵士達が慌あわただしく駆かけ回る。簡かん易いドックに停泊していた小型の飛行艦かん艇ていとフライヤーが次々に浮上し、遥はるか上空、すでに陣形を整ととのえた十三隻せきの巨大艦艇の戦列に加わる。

　青い装飾を施された暗あん灰かい色しよくの装甲が、闇やみの中にその姿を朧おぼろに浮かび上がらせる。

　無数の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲塔が、威い圧あつするように旋せん回かいを繰くり返す。

　その一部始終を映像記き録ろくに収めつつ、スコープの視界をゆっくりと左にスライドさせる。シンガポール軍の艦隊が船首を向ける先、吹雪ふぶきのヴェールの彼方かなた。シティ・ロンドンが存在するはずの方角から、無数の黒い点が迫ってくるのを確かく認にんする。

　スコープの拡大倍率を限界まで上げ、先頭を行く点の正体を捉とらえる。

　黒一色に塗り込められた、流りゆう線せん型けいの巨大な飛行艦かん艇てい。

　十字架をかたどったロンドン自治軍の徽き章しようが、船首でかすかな光を放つ。

　視界を細かく上下左右に動かし、周囲を飛ぶ他ほかの艦艇を確かく認にんする。五〇〇メートル級以上の巨大艦艇が十二隻せきに小型艦艇とフライヤー多数。規き模ぼで言えばシンガポール自治軍をわずかに下回る程度だが、噂うわさのウィリアム・シェイクスピアの姿はまだ見えない。

　出しゆつ撃げきという情報はデマか、あるいは単に投入のタイミングをうかがっているのか。

　スコープから両目を離はなして専用のスタンドに取り付け、携けい帯たい端末に接続する。

『──どないや？　見えたか？』

「まー、とりあえずは、ね」

　襟えり元もとの通信素子から聞こえるイルの声に、端末を繰くる手を止めずに答える。自動モードに切り替わったスコープが視覚情報から両軍の現在の配置を地図化し、携帯端末に記き録ろくし始める。

「ロンドンもかなりの戦力出してきてるわ。本命のシェイクスピアと、噂の秘密兵器はまだみたいだけど」自分達の任務の監かん視し対象二つについて軽く触れ「……で、そっちはどんな感じなの？　上う手まく入り込めた？」

　シンガポール軍の前線基地に潜せん入にゆうしているはずの少年に言葉を投げる。

　と、イルは『あー』と軽く答え、

『とりあえず、適当な兵士の人の服借りて指揮艦に潜もぐり込んだわ。賢けん人じん会かい議ぎのメンツ全員と、シンガポールの全権大使が乗っとるやつ』

「うわ、いきなり直球で行ったわね」月つき夜よはとっさに少年の言う艦艇が飛んでいるはずの方角を見上げ「この通信、大丈夫なの？　っていうかあんた、みんな出撃して手て薄うすになった基地で情報収集するとか何とか言ってたんじゃ……」

『臨りん機き応おう変へん。通信はシンガポール軍の専用線にタダ乗りやな』かすかにノイズが混ざった声でイルが笑い『そもそも、おれらの任務はシンガポールと賢人会議が何考えとるか確たしかめる事やろ？　こうやって交渉役の近くで聞き耳立てとくんが一番手っ取り早いかなー、て』

　嘘うそつけ、と心の中で呟つぶやく。少年がどさくさに紛まぎれて賢人会議を捕らえるつもりなのは間違いない。もちろんそれは月夜も同じなのだが、いかに幻影イリユージヨンの名を持つ少年といえども数千人を超える敵軍の中にたった一人ひとりというのはいささか分ぶが悪いし、少年がその場にいる証拠でも残せばただちにシンガポールとモスクワの国際問題になる。

　もちろん、本来ならその辺の事情は月夜には何一つ関係無い。

　が、イルはいちおう現在の相方であるし、モスクワの孤児院のシスターには世話になっているし、子供達とも仲良くなってしまったし──つまり、自分の目の前で少年に大失敗をやられると、何となく寝覚めが悪い。

「いちおう言っとくけど、気を付けなさいよ」

『へーへー』通信素子の向こうのイルはいかにも形だけの答えを返し『……っと、さっそく始まったみたいやな』

　いきなり頭上で光が炸さく裂れつし、月つき夜よはとっさに顔を上げる。薄うす闇やみの空を貫つらぬいて走り抜けた荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの白光が、シンガポール艦かん隊たいのすぐ傍そばをかすめて彼方かなたに消える。

　最も近くを飛行していた小型の艦かん艇ていが、衝しよう撃げきによって姿勢を大きく崩す。

　すぐに体勢を立て直した艦艇が、船首から突き出た砲塔を百キロ以上先のロンドン艦隊に向けて躊ちゆう躇ちよ無く解き放つ。まばゆい白光が月夜が見上げる先を今度は逆の方向に走り抜け、漆しつ黒こくの巨大艦艇の装甲をかすめて闇空の向こうへ一いつ直ちよく線せんに光の柱を描く。

　装甲の表面、正せい確かくに言えば表面からわずかに離はなれた一帯に、紫し電でんが散る。

　荷電粒子の一部があらぬ方向に軌道をねじ曲げられ、氷の地表に突き刺さる。

『……見事に弾はじかれたなぁ』

「まーね。あの距きよ離りで五〇〇メートル級相手じゃ、よっぽど良い位置に直撃でもさせないとかすり傷もつかないわよ」

　例えば戦後生まれの子供達のように大だい規き模ぼな艦隊戦を知らない人間にありがちな誤解だが、飛行艦艇同士の戦いというのは高速機動による回かい避ひ合戦では「無い」。なぜなら飛行艦艇の主武装である荷電粒子砲は限りなく光速に近いスピードまで加速された粒子を射出する兵器であり、それはつまり「撃うたれたとわかった瞬しゆん間かんにはすでに攻撃が命中している」という事を意味するからだ。

　相手が撃つのとこちらが受けるのが同時である以上、いかなる高速機き動どうをもってしても「撃たれてから避ける」事は出来ない。魔ま法ほう士しの操そう縦じゆうを前提として作られたごく一部の船は「相手が攻撃を放つ前にその攻撃位置を予測する」という方法で攻撃の回避を可能とするが、大多数の通常の飛行艦艇にとって荷電粒子砲とは「撃たれれば何をやっても当たる物」であり、船体の設計や戦せん術じゆつ論ろんの構築も全すべてその前提条件に従った物でなければならない。

　主武装の荷電粒子砲に副武装の質量弾体式電レ磁ー射ル出ガ砲ン。そして、強電でん磁じ場ばによって荷電粒子砲を逸そらす事を目的とした「電磁防ぼう御ぎよ式しきの装甲」──

　これらが、大型小型を問わない、通常の飛行艦艇の基本装備となる。

　敵に対して荷電粒子砲を撃ちつつ、逆に撃たれた粒子砲は船体周囲に展開した「電磁場の鎧よろい」で受け流す。副武装の電磁射出砲はこの電磁場の防御を貫かん通つうして敵を攻撃するための物だが、こちらは攻撃を感知してからの高速回避が理論上可能である上に、荷電粒子砲に比べるとエネルギー消費効率が著いちじるしく悪いし弾体も消費する。

　必然的に、大規模な艦隊同士のぶつかり合いは距離を詰めての荷電粒子砲の撃ち合い──正面からの力押しになる。

　シンガポール自治軍の暗あん灰かい色しよくと、ロンドン自治軍の漆黒。二色に塗り分けられた艦隊が、百キロの距離を隔へだててゆっくりと前進を開始する。

　双方あわせて数千の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが、いっせいにその砲火を解き放つ。無数の光の柱が闇やみ空ぞらを眩まばゆく照らし出し、弾はじかれた光が眼下の氷原に突き刺さって小しよう爆ばく発はつを巻き起こす。

　もうもうと立ち上った雪煙が荷電粒子の光に照らされて煌きらめく。

　そのヴェールを斬きり裂いて、千近い軍用フライヤーが氷原の双方から飛び出す。

　それぞれの艦かん隊たいと同じ色の装甲に身を包んだフライヤーは空中に整せい然ぜんと隊列を為なし、小型の荷電粒子砲を撃うち合う。さらなる爆発が氷原の至る所で生まれ、重なり合った轟ごう音おんがほとんど物理的な威力を伴った衝しよう撃げきとなって響ひびき渡る。

　その轟音と無数の光を従えて、悠ゆう然ぜんと闇空を漂う二色の艦隊。

　──西せい暦れき二一九九年二月二十一日、午前八時。

　後のちに『北ほつ極きよく会かい戦せん』と呼ばれる事になる事件の、最初の一幕が上がった。
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　断続的な荷電粒子砲の砲撃が、鉛なまり色いろの雲の天てん蓋がいを照らした。

　ウィリアム・シェイクスピア操そう縦じゆう室しつ。天てん井じよういっぱいに映し出されたディスプレイの向こうにその光景を見上げ、錬れんは息を吐いた。

「意外と真ま面じ目めに撃ち合ってるね、どっちも」

「戦ってる方達は大丈夫なんでしょうか……」

　同じように天井を見上げて、フィアが呟つぶやく。

　操そう縦じゆう槽そうのガラス筒に背中を預け、ひどく心配そうな顔で、

「もしかしたら、もう何百人も亡くなられてるんじゃ」

「あ、それは大丈夫」

　何だか泣きそうな少女の言葉を、あっさり否定する。

　え？　と首を傾かしげる少女に、「ほら」と天井を指さし、

「よく見て。シンガポール自治軍の船もロンドン自治軍の船も、最初からどっちも直撃は一発も受けてないよ。あんな精度の低い砲撃幾ら繰くり返したって、あの距きよ離りじゃ装甲に傷一つ付けられない……って言うより、お互いに、相手に損傷を与えないように外して撃ってるんだ」

「そう、なんですか？」少女はしばらくディスプレイを見つめて、あっ、と驚おどろき「本当ですね！　でも、どうして」

「たぶん、艦隊同士の戦いはあんまり真ま面じ目めにやりたくないんだよ、ロンドンもシンガポールも」錬は口元に手を当てて少し考え「今回はファンメイとエドの実戦テストだって先生が言ってたでしょ？　シンガポール軍の方はよくわかんないけど、真ま昼ひる兄にいの事だから交渉のために賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しの力を見せよう、ぐらいに思ってるんじゃないかな？」

「それじゃあ……」フィアもうつむき加減で考える素振りを見せ「どっちの軍の人達も本当は魔ま法ほう士し同士が戦う展開にしたくて、そのためには『戦争してます』っていう形が出来ればそれで良くて」

「そういう事」錬れんはうなずき「これが味方同士なら『最初から魔法士を出してテストしましょう』って話し合えば済む事だけど、戦争やってる相手だからね。こっちは真ま面じ目めに撃うつつもりじゃないのに相手だけ本気だったら困るでしょ？　だからああやって、ちょっとずつお互いの考えを探り合いながら展開をうかがってるんだ」

『──よくわかったな』

　いきなり壁かべのスピーカーから声を投げられ、錬とフィアは驚いて振り返る。

　目の前には、白衣の男の姿を映した立体映像ディスプレイ。

　くわえタバコのリチャードが輪わっかの形に煙を吹かし、

『付け加えると、最初に一発ずつ主砲を撃ち合ったのは大戦前の、まだシティが平和に戦争やってた頃ころの作法。今から魔法士を出すから決着はそいつらで付けよう、という暗あん黙もくのルールだ』

「そうなんですか……」

　フィアが感心した様よう子すで、はー、とため息を吐つく。

　と、頭上でガラス筒を叩たたく小さな音。

　錬はフィアと顔を見合わせ、同時に頭上を振り仰ぎ、

「おはよう、エド」

「おはようございます、エドさん」

　操そう縦じゆう槽そうの羊よう水すいの中に一糸まとわぬ姿で浮かび、エドが「はい」とうなずく。船体の最終チェックのために一時間ほど前から眠りについていた男の子は、ガラス越しにこっちを見下ろして目を瞬しばたたかせる。

『準備は完了したようだな』

　リチャードの声に、無言でうなずくエド。

　錬は立ち上がって操縦槽に向き直り、ガラスの表面をそっと撫なで、

「調ちよう子しはどう？　操縦槽に入ったのは久しぶりなんだよね？」

「……だいじょうぶ」

　小さな声で答えるエドに、そっかとうなずく。

　気を付けてね、と呟つぶやき、リチャードの顔を表示したディスプレイを振り返って、

「それで先生、僕等らは……」

『すまんが、戦せん闘とう終了までそこで待たい機きだ』リチャードはあっさり首を横に振る。『世せ界かい樹じゆの内部も周辺もうちの軍の人間だらけだな。そこを出ればもれなく三秒で発見される状態だが、試してみるか？』

「……やめとく」苦笑混じりに錬は答え「ってことで、もうしばらくよろしくね、エド」

　ガラス筒の中の男の子が、こくこくうなずく。隣となりのフィアも立ち上がって「よろしくお願ねがいしますね」とおじぎし、

「あの……それで先生、ファンメイさんは」

『はーい、呼んだー？』

　とたんに脳天気な少女の声が響ひびき、別なディスプレイがフィアの前に出現する。

　半透明な画面の向こうには、チャイナドレスに着替えたファンメイの姿。

　輸ゆ送そう艦かんか何かの格納庫にいるらしく、背後に映るチタン合金の隔かく壁へきには「外気圧注意」の文字が三ヶ国語で大きく書かれている。

「ファンメイさん──？　今どこに」

『最さい前ぜん線せん。輸送艦の中で、そろそろ出しゆつ撃げきなの』

　三みつ編あみお下げの先にリボンを結びながら、ファンメイがにこにこと答える。が、少女はすぐに「ん？」と首を傾かしげ、

『フィアちゃん、どうしたの？』

「え……」問われて、フィアが言葉に詰まる。「あの……私は……」

　と。

『そっか』ディスプレイの向こうのファンメイがうなずき『心配、してくれるんだ』

「当たり前です！」勢い込んで答えたフィアが、あ、と呟つぶやいて視線を右往左往させ「……ファンメイさん、あの……」

『ありがとね』そんなフィアに、ファンメイは微ほほ笑えみ『でも大丈夫。わたしもフィアちゃんに負けないくらいがんばるから』

「え？」

　不ふ思し議ぎな発言に戸と惑まどった表情を見せるフィア。

『あ、何でもない、何でもないの！』ファンメイは慌あわてた様よう子すで両手をぱたぱた振り『心配しなくてもだいじょーぶ。ばっちりかっこいいとこ見せるんだからぁ！』

　スピーカーから聞こえていた絶え間無い砲ほう撃げき音おんが、散発的な物へと変化する。気付いて天てん井じようを見上げた錬れんの前で、ディスプレイに映し出された戦場の光景に動きが生まれる。数十キロの距きよ離りを隔へだてて停止したシンガポール自治軍とロンドン自治軍の飛行艦かん艇ていは攻撃を停止し、それぞれの陣形を大きく左右に広げて歪いびつな半円を形作る。

　両軍の艦艇に取り囲まれた、巨大な円。

　その中央に向かって、シンガポール側の陣営から、一隻せきの輸送艦が進み出る。

　静かに前進する輸送艦の後部ハッチが開き、中から人ひと影かげが一つ姿を現す。白い礼服に身を包んだ人影は高度八千メートルの空に躊ちゆう躇ちよ無く踏み出し、次の瞬しゆん間かん、空中で姿勢を反転させて全長二十メートル程の輸送艦の真上に着地する。

　一房だけ伸ばしてまとめた銀ぎん色いろの髪、左右の手に構えられた二振りの剣。

　賢けん人じん会かい議ぎの騎き士し、『双剣』デュアルNo.33が、吹雪ふぶきのヴェールの中で悠ゆう然ぜんと構えを取る。

『あれがフィアちゃんの言ってた騎き士し？』自分の方でも同じ映像を見ているのだろう、ファンメイはふーんとうなずき『何か女の子みたいな顔だね。そんなに強いの？』

「強いよ」とっさに即答する錬れん「ものすごくね」

　ファンメイは、そーなんだー、とうなずき、

『でも、ま、騎士なら何とかなるか』

　少女の背後で『どうぞ』という兵士の声があって、重厚な隔かく壁へきが音も無く開く。目の前に広がる極寒の空に向かって、ファンメイは静かに歩を進める。

『それじゃ、行ってくるねー』

　元気に手を振った少女の身体からだが、格納庫を飛び出す。

　──飛ひ翔しよう。

　頭上に伸ばした手で隔壁の縁ふちを掴つかみ、少女は一息に身体を反転、輸送艦の機き体たいの上に音も無く着地した。
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　吹き抜ける強い風が、情報制せい御ぎよ演算によって守られた髪を揺らした。

　Ｉ－ブレインが伝える『マイナス七十度』という外気温に、ディーは思わず顔をしかめた。

　地表からの高度八〇〇〇メートル。シンガポール空軍最さい前ぜん線せん、輸ゆ送そう艦かん『チェンホー24』機体上部。緩ゆるやかな曲面で構成された全長二十メートルの機体の先端に仁に王おう立だちになり、ディーは周囲の戦場に視線を巡らせる。暗あん灰かい色しよくと漆しつ黒こく、二色に塗り分けられた両軍の艦隊はディーを取り囲むように円陣を描き、遥はるか眼下の地表付近で小こ競ぜり合いを繰くり返しているフライヤー部隊の他ほかには砲ほう撃げきの音も無い。

　ひどく、静かな空間。

　襟えり元もとの通信素子から、真ま昼ひるの声が響ひびく。

『調ちよう子しはどう？』

「いつも通りです」短く答えて周囲を見回し「何か、みんな戦せん闘とう中止みたいなんですけど」

『魔ま法ほう士しが出るっていうんで、敵も味方も観かん戦せんに回ってるんだよ』真昼は笑いを含んだ声で『僕も詳しくは知らないけど、大戦前のゲームみたいな戦争の時代には暗あん黙もくのルールでそういう事になってたみたいだね』

「そうなんですか……」ディーはうなずき、ふと視線を遥か眼下の地表に向け「あれ？　でも何か、フライヤーは真ま面じ目めに戦ってるみたいな」

『実戦訓練みたいなものだって。飛行艦かん艇ていと違ってあっちは半分消耗品だし、若い兵士は実戦経けい験けんが不足してるから良い機会だって』

　なる程、とうなずき、敵陣に目を凝こらす。こちらに向かってまっすぐに進み出てくる漆黒の輸ゆ送そう艦かんの姿を認め、両の騎き士し剣けんを油断無く構える。

（Ｉ－ブレイン、戦せん闘とう起動）

「真ま昼ひるさん、それで、向こうの魔ま法ほう士しは」

『さっぱり不明』青年はあっさり答え『ま、大丈夫。危なくなったらまっすぐ逃げて帰ってくればいいよ』

「……良いんですか？　それ」

『別に命がけで何が何でも勝たなきゃいけないところじゃないよ。それに、ディーがどうしても勝てないっていうんならシンガポール軍も納得しない訳にはいかない……』

　言いかけた言葉が止まる。うわ、という青年には珍しい驚おどろきの声が通信素子の向こうから聞こえる。

　どうしたのか、と言いかけて気付く。

　漆しつ黒こくの輸送艦の上に姿を現す人ひと影かげ。

　まっすぐこっちを見据えるその姿を、ディーは視界の先に凝ぎよう視しする。

　……女の子？

　長い黒髪を三みつ編あみに結わえた、外見はディーと同じか少し下ぐらいの少女。小こ麦むぎ色いろの肌につり目がちな大きな瞳ひとみ。藍あい色いろの生き地じに金糸で龍りゆうを刺し繍しゆうした東洋風の不ふ思し議ぎな衣装を身にまとっていて、長い裾すそが吹き付ける風に揺れている。

　その口元に、悪戯いたずらっぽい笑えみが浮かぶ。

　相対距きよ離りはわずか五〇〇メートル。すぐさま攻こう撃げきを仕掛けるべきか迷い、次の瞬しゆん間かん、ディーは目を見開く。

　風を打つ巨大な羽音と、少女の頭上を覆おおう黒い影。

「な……」

　輸送艦の陰から姿を現すその物体──ゆうに二十メートルを上回る巨大な黒い鳥の姿を、ディーは呆ぼう然ぜんと見つめる。

『これは、また……』

　呆あきれ半分、驚き半分の真昼の声。

「あれ……何ですか？　いったい」

『残念だけど、僕にもさっぱり』青年は何だか困ったような口く調ちようで『とにかく気を付けて。何をやってくるかわからない相手っていうのは怖いからね』

　黒い鳥が滑なめらかな動きで少女の前に静止し、少女は軽い足取りでその背中に飛び乗る。

　静かに後退していくロンドン自治軍の輸送艦。

　少女は鳥の上で仁に王おう立だちに腕を組み、来い、とでもいうように視し線せんでこっちを招く。

『ディーくん、大丈夫ですか？』

「大丈夫……だと思う」通信に割り込んでくるセラの声に答え「とにかく仕掛けます。このまま睨にらめっこしてても始まらないですから」

（『自己領域』展開）

　半透明な球形の揺らぎがディーの身体からだを包み、周囲の物理定数を書き換える。重力の束そく縛ばくを逃れた身体からだがふわりと浮き上がり、少女の前に進み出る。

　役目を終えた輸ゆ送そう艦かんが、シンガポール軍の陣営へと後退していく。

　暗あん灰かい色しよくの船が十分安全な距きよ離りまで下がったのをＩ－ブレインの全方位視界の中に確かく認にん。

　両の騎き士し剣けんを左右に構えて息を一つ、脳内のスイッチを叩たたく。

（並列処理を開始。「身体能力制せい御ぎよ」発動。運動速度、知覚速度を四十三倍で定義）

（並列処理を開始。「自己領域」継続。時間単位を改変）

　左脳と右脳に一つずつ備わったディーのＩ－ブレインが、同時に別々の処理を開始する。身体能力制御が自身の感覚を加速し、自己領域が周囲の時間の流れを書き換える。視界に映るあらゆる物が速度を失って見かけ上静止し、少女もまた黒い鳥と共に動きを止める。

　……まずは一いち撃げき。

　重力方向を改変し、限りなく光速に近い運動で前方に「落下」。

　外界時間で一千万分の一秒足らずのわずかな時間で五〇〇メートルの相対距離を削り取り、少女の懐ふところに一いつ直ちよく線せんに飛び込む。

　少女と黒い鳥に触れた自己領域が、物理定数の設定に矛む盾じゆんをきたして消滅する。構わず黒い鳥の背に着地し、右の騎士剣『陰いん』を振り抜く。自己領域と運動加速を同時に発動する事で騎士の弱点を消し去るディーの必殺の攻撃。振り抜かれた刃やいばは緩ゆるやかな弧を描き、狙ねらい違たがわず少女の首もとめがけて吸い込まれ……

　──甲かん高だかい金属音。

　寸前、剣の軌道をふさぐ位置に出現した黒い物体が、その一撃を受け止める。

　……何だ！

　コンマ一秒遅れて物体の正体を把握し、ディーは目を見開く。

　黒い鱗うろこで全体を覆おおわれた、人間の三倍はある爬は虫ちゆう類るいの巨大な腕。

　ディーの足あし下もと、黒い鳥の背から生はえ出した腕は、受け止めた剣を小枝のように払うと瞬しゆん時じに鳥の身体に吸い込まれて消滅する。

（攻撃感知）

　驚きよう愕がくから立ち直る間も無く、Ｉ－ブレインの警けい告こく。

　とっさに跳ちよう躍やくしたディーの足下を、黒い「何か」が走り抜ける。

　……次は何！

　Ｉ－ブレインの全方位視界に攻撃の正体を捉とらえ、ディーは今度こそ声を上げそうになる。黒い鳥の背から生え出した糸のような細い物体が全部で三つ、空中に翻ひるがえって再びこちらに襲おそい来る。と、見る間にその物体が一つに集まって大きさを増し、ディーの身長程もある甲こう殻かく類るいの巨大な鎌かまを形成する。

　四十三倍加速の身体からだが攻こう撃げきの命中よりも早く着地し、瞬しゆん時じに再度跳ちよう躍やくして横なぎに襲おそい来る一撃をやり過ごす。

　頭の中に残った冷静な部分が、ようやく状況の把握を開始する。

　……落ち着いて、よく見て。

　巨大な鎌が鳥の背に巻き戻り、元通りの姿に融とけて消える。と思ったら今度は無数の黒い獣けものの腕が出現し、全方位からディーめがけて襲い来る。

　その攻撃のことごとくを、剣を振るう事すら無くかいくぐる。

　異様な外見に惑まどわされなければ何と言う事はない。腕や鎌のスピードはどれもせいぜい通常の人間の十五倍程度、並の騎き士し相手ならともかく、自分の運動を捉とらえるには到底足りない。

　……生物学的な操そう作さに特化した魔ま法ほう士し、って事？

　そう理解すれば話は早い。黒い鳥の身体が自在に変化するならどんな攻撃が来るかはわからないし、どれ程の数が襲ってくるかもわからない。が、逆に言えばそれだけの事。鳥には構わず本体である少女を叩たたけば、それで話は終わる。

　鳥の羽の先端、少女から十五メートル程の位置に緩ゆるやかに着地。

　一挙動に足下を蹴けり、ドレス姿の少女めがけて飛びかかる。

　前方に広がる鳥の羽が水面のように震ふるえ、巨大な物体を形成する。今度の相手は黒い獅し子し。下半身だけを翼つばさの中に融かしたまま、水面から飛び出すように襲い来るその顎あごをディーはわずか数ミリの見切りでかわす。

　さらに一歩の跳躍を刻めば、そこはすでに少女の目の前。

　これで詰み。

　ディーは両の騎士剣を少女の首筋めがけて躊ちゆう躇ちよ無く走らせ、

「……え？」

　確たしかに命中したはずの剣が捉えるのは、チタン合金を打つような硬い感触。

　少女はいっさいの回かい避ひ行動を取る事無く、左右から首に叩たたき込まれた剣の刃やいばを、その首で当たり前のように受け止める。

　……違う、これ！

　瞬時に状況を把握し、ディーは息を呑のむ。生身、と見えた少女の首はいつの間にか黒い鱗うろこ状じように硬質化し、騎士剣の刃はその鱗に受け止められている。

（予測不能、撤てつ退たいを要よう請せい）

　警けい告こくを表すメッセージが、Ｉ－ブレインを駆かけめぐる。

　それを無視して身を翻ひるがえし、今度は少女の顔と胸を狙ねらって左右の剣を突き込む。

（攻撃失敗）

　甲かん高だかい金属音が二つ重なって響ひびき、剣の切っ先がまたしても硬質な感触を返す。胸に突き込んだ左の騎き士し剣けん『陽よう』はいつの間にか跳ね上がった少女の手のひら、そして正せい確かくに右目を狙ねらった右の『陰いん』はあろう事か少女のまぶたを覆おおう鱗うろこによって受け止められている。

「服はだめなの。破くと怒られるから」

　脳天気、と形容しても差し支えない程落ち着いた少女の声。

　……それなら！

　ディーはＩ－ブレインに命令を叩たたき込み、左右の騎士剣で同時に情報解体を発動し、

（エラー、解体不能）

　今度の衝しよう撃げきはすさまじかった。

　剣で鱗を叩いたどころの話ではない。それこそ生身の頭を直接チタン合金の壁かべに叩き付けられたような圧倒的なレベルのノックバックに、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になった。

　……こいつ、これ……

　半ば呆ぼう然ぜんと少女の顔を見つめる。情報解体をいっさい受け付けない圧倒的な情報強度は、通常の魔ま法ほう士しのＩ－ブレインのさらに数段上をいく物。騎士剣を受け止める鱗が少女の身体からだの一部だとしても説明の付かないそのでたらめな防ぼう御ぎよは、ディーが演算速度の全すべてを情報解体に注ぎ込んだとしても打ち破る事は不可能だ。

　……まさか、体細胞で論ろん理り回路を形成？

　そんな思考が頭に浮かび、ディーはとっさに跳ちよう躍やくして少女の前から逃れる。騎士剣による通常攻撃が通らず、情報解体による防ぼう御ぎよの破は壊かいも効かない──その二つの事実は、恐るべき結けつ論ろんを示し唆さしている。

　──何をやっても、少女にダメージを与える事が出来ない。

　冷たい汗がじわりと背中を濡ぬらす。とっさに後方に跳躍しようとして、背後から突き刺さる警けい告こくに気付く。頭上から振り下ろされる甲こう殻かく類るいの爪つめの一撃を転げるようにして回かい避ひし、立ち上がったところでようやく気付く。

　頭上を球形に取り囲む、無数の黒い触手。

　ディーと少女の足あし下もと、黒い鳥の翼つばさはいつの間にか途中から流体金属のように融とけ、数え切れない程の細い糸を網目状に絡み合わせて直径数十メートルの黒い檻おりを形成している。

「じゃ、そろそろこっちの番ね！」

　何かの遊びでも始めるような少女の声と共に、無数の触手が降り注ぐ。檻を形成する細い糸の一本一本が途中で枝分かれし、流体の槍やりとなって全方位からディーを襲おそう。

（運動速度、知覚速度を五十三倍で定義）

　左右のＩ－ブレインの機き能のうを全て運動加速に振り向け、両の騎士剣を構える。雨あられと降り注ぐ攻撃のことごとくを剣の一撃で払い、接触した一点を介して情報解体を叩き込む。少女本体に比べれば情報強度が弱いらしく、先端数センチを消し飛ばされた触手が驚おどろいたように身を引く。

　が、生物らしい滑なめらかさで構造を修復した触手は、すぐさま身を翻ひるがえしてディーめがけて再び襲おそいかかってくる。

　……このままじゃ……！

　埒らちがあかない、という刹せつ那なの思考。脳内にコマンドを叩たたき込み、並列処理を起動する。運動加速が四十三倍に低下するのと引き替えに周囲の時間の流れが加速し、全すべての触手が動きを停止する。

　触手と接触する事で自己領域が中断されないよう細心の注意を払い、攻こう撃げき範はん囲いを逃れる。

　少女の背後に回り込み、無防備なその後頭部に狙ねらいを定める。

　……これなら……

　少女の防御は絶対。皮ひ膚ふを変化させたあの鱗うろこは、騎き士し剣けんの攻撃では決して突破する事が出来ない。だが不意打ちなら。少女がこちらの攻撃に気付いて体たい組そ織しきを変化させるより早く剣を当てる事が出来れば、あるいは──

　両の騎士剣を突きの体勢に構え、一挙動に跳ちよう躍やく。

　少女の身体からだに触れた自己領域が解除されるのも構わず、その背中に剣の切っ先を突き立て、

「……な……」

　その攻撃を当然のように受け止める、鱗うろこの盾たて。

　なぜ、と考え、自分の足下を見下ろして思わず呻うめき声を漏らす。

　ディーが立つ巨大な鳥の背中。黒い羽毛に覆おおわれたその表面にいつの間にか出現した、何千という数の獣けものの「眼」。

　一つ一つが別の方向を向いた膨ぼう大だいな数の眼の数個が、正せい確かくにこちらの位置を捉とらえる。

「不意打ちは禁止なの」

　スリットが刻まれたドレスの裾すそを翻し、少女がこっちを振り返る。足あし下もとを埋め尽くす数千の眼が、いっせいにディーを見つめる。

　頭上には黒い檻おりと、何百という流体の触手の槍やり。

「ね、そろそろ降参しない？」

　悪戯いたずらっぽい顔で、少女が笑った。
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　生物的な滑らかさを備えた黒い檻が、二人ふたりの魔ま法ほう士しを取り囲んだ。

　シンガポール自治軍所属五〇〇メートル級航空母ぼ艦かん『カドゥルー』司令室。正面の巨大なディスプレイに映し出されるディーと少女の戦せん闘とうを見つめ、真ま昼ひるは腕組みして、うーん、と首をひねった。

「なかなか面めん倒どうな相手だね、これは」

「苦戦しているようだな」隣となりに立つフェイが冷静その物の声で「これが賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しの実力、と理解して良いか？」

「な……」反対側でいらいらとディスプレイを睨にらんでいたサクラが目を見開き「ふざけるな！　彼の力はあんな物では無い。あれは……！」

「はいはい、落ち着いて落ち着いて」さらに何か言いつのろうとする少女を真ま昼ひるは手で制し「見ての通り、とお答えしておきます」

　ふむ、とフェイはうなずき、

「敵は対騎き士しに特化された魔法士と見受けるが、参さん謀ぼう殿の見解は」

「フェイ大使の推察通りかと」真昼はうなずき「もともと情報的な強度を持っている生物の体細胞を制せい御ぎよする事で物理的な強度を付加し、騎士のあらゆる攻こう撃げきを防ぐ──大戦前に何かの噂うわさで、一度だけ聞いた事があったような気がします。実用化されていたとは驚おどろきですが」

「シティ・ロンドンが基き礎そから全すべてを開発したとは信じ難がたいが」

「確たしかに」フェイの言葉を真昼は肯定し「大使、シンガポール自治軍の騎士で、あれに対抗出来そうな方は」

「皆かい無む、と申し上げておく」フェイは当たり前のように答え「その意味において、賢人会議の騎士は圧倒的な能力を有している、と言わざるを得ない」

　何？　とサクラが目をむく。

「貴方あなたは……先程デュアルNo.33の力を否定したのでは」

「これが実力と理解して良いか、と申し上げた。それ以上でもそれ以下でもない」フェイは少女に視し線せんすら向けずに答え「とはいえ、このままでは敗北は免まぬがれんが」

「御心配には及びません。ここからです」

　答えて、真昼は襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、

「って事で、そろそろ出番だよ、セラ」
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（攻撃感知、危険、回かい避ひ）

　雨あられと降り注ぐ黒い槍やりを、ディーは両の騎士剣で打ち落とす。足あし下もとの鳥の背から突き出す獣けものの腕をかいくぐり、甲こう殻かく類るいの鋏はさみを飛び越える。雪崩なだれをうって襲おそい来る攻撃には切れ目という物がいっさい無く、五十三倍の運動を維持するＩ－ブレインが悲鳴を上げ始める。

（蓄ちく積せき疲労、六十二パーセント）

　一つ触手を打ち払うたびに脳に衝しよう撃げきが走る。攻撃の負荷を受け流すためにＩ－ブレインが体内の運動法則を書き換え、それは即座に疲労という形でＩ－ブレインに跳ね返る。

　通常の騎士と戦っているのでは決して有り得ない現象。

　それを引き起こしているのは、自分の攻こう撃げきと少女の攻撃の、「質」の違いに他ほかならない。

　……重い……

　少女が繰くり出す攻撃の速度はせいぜい通常の人間の十五倍程度。どれ程の密度を持って繰くり出されたとしても、ディーの能力をもってすれば一つ残らず打ち落とす事は容た易やすい。

　だが、その攻撃はとてつもなく「重い」。

　自分より遥はるかに早い、あの黒衣の騎き士しの攻撃でさえ受け止めた両の騎士剣が、少女の何気ない攻撃を打ち払うたびに悲鳴を上げる。

　……こいつの攻撃、「運動加速」じゃない……！

　例えば十五倍加速で動く騎士がいたとする。騎士としては格下のランク３カテゴリーＣ程度の能力だが、ともかくその騎士が剣を振るったとする。物理的に考えれば運動エネルギーは速度の二乗に比例。つまり、十五倍速で振るわれた剣は通常の二二五倍の威力を備え、その力は衝しよう撃げき波はをまき散らし岩をも打ち砕き──

　もちろん、現実にはそんな事は起こらない。

　本当にそんな威力を持った攻撃を繰り出せば、反動で騎士の身体からだが崩ほう壊かいしてしまう。

　そこで騎士のＩ－ブレインは体内の物理法則を書き換え、「十五倍速で動きながら一倍のエネルギーしか持たない」運動を作り出す。これによって騎士の身体は保ほ護ごされるが、本来十五倍速の運動によって得られるはずだった攻撃の威力も同時に無かった事にされてしまう。その不備を補うのが、物理的な強度を無視して対象を破は壊かいする「情報解体」。かくして、「高速運動で生身の敵を斬きり倒し、剣が通じない物体は情報解体で処理する」という騎士の基本戦術が成立する。

　が、目の前の少女にはそんな常じよう識しきが通用しない。

　おそらくは生物学的な操そう作さによる筋肉組成の改変によって繰り出される十五倍速の攻撃は、「本当に十五倍速にふさわしい」威力を伴って叩たたき付けられる。

　……ダメだ。

　圧倒的な不利を認めざるを得ない。どんなに腕力を鍛きたえてもグーではパーに勝てないのと同じだ。自分に限らずどんな騎士であっても、おそらく「騎士として少女の前に立った」瞬しゆん間かんにすでに敗北している。

　両の騎士剣を目の前に構えたまま、少女を中心にじりじりと時計とけい回まわりに移動する。

　後退は出来ない。背後にあるのは黒い触手の檻おり。攻撃は全方位三六〇度、ありとあらゆる場所からありとあらゆる角度で飛んでくる。

「困ったなぁ……」と、少女はこっちを見つめてなぜか考え込み「どーしよ……こんだけやれば降参すると思ったのに」

「え……？」

　左右のこめかみを握にぎり拳こぶしで押さえてうにゃーっと悩む少女を前に、ディーは今の状況も何もかも忘れてぽかんと口を開ける。この子は、いったい何を言っているんだろう。

　と、少女は「そうだ！」とぽんっ、と手を叩たたき、

「ね！　あんたさ、そろそろ援軍とか来ないの？」

「……はい……？」

「だから、援軍よ、え、ん、ぐ、ん！」少女はなぜか両手をぱたぱたと振り「あんたってば、全然降参する気無いんでしょ？　だからここで都合良く仲間登場！　じゃないとあんた、ほんとに大けがしちゃうの」

「え、待って。あの、ちょっと待って」ディーはさすがに混乱し「さっきから何言ってるの？　君はロンドン自治軍の魔ま法ほう士しなんだよね？　だったらこのままぼくを倒せば」

「それじゃ困るのっ！」少女はなぜか胸を張り「あんたとついでにあんたの彼女の女の子と、ケガしたらわたしの友達が泣くの！」

　さっぱり、訳がわからない。

　ディーは少女の顔をまじまじと見つめ、何か言わなければと口を開きかけ、

『ディーくん！　行きます！』

　通信素子から響ひびくその声に、はっと目を見開く。慌あわてて見上げた視界を貫つらぬいて、眩まばゆい光が一条の軌跡を描く。

　黒い触手の檻を貫かん通つうする形で、巨大な穴が開く。

　ディーは瞬しゆん時じに身を翻ひるがえして跳ちよう躍やくと同時に自己領域を展開。「うわわ」と声を上げたまま静止する少女を背後に、包ほう囲い網もうを飛び出す。

「──ディーくん！」

　時間単位を通常値に戻すと同時に、背後から声。

　振り返ったディーの胸に、小さな女の子が飛び込んでくる。

「セラ……」

「大丈夫ですか？　どこもケガしてないですか？　えっと、えぇっと……！」

　必死に言いつのるセラの頭を撫なで、「大丈夫だよ」と笑う。

「良かったです」少女は息を吐き「ディーくんはちょっと待っててくださいです。わたしが何とかします」

　言うが早いが身を翻し、八個のＤ３を従えて飛ひ翔しようする。「あ、セラ！」とディーが声を上げたときにはすでに手遅れ。透明な正八面体型デバイスを黒い鳥の周囲に展開し、セラは怒りに燃もえた目で三みつ編あみの少女を睨にらむ。

「ディーくんの敵かたきです！」

「へっ？　わたし、まだ何にも」

　言いかけた少女が次の瞬間目を見開く。閉へい鎖さ空間を展開して次々に視界から消えていくＤ３に「うわっ！」と悲鳴を上げ、少女は黒い巨鳥と共に身を翻して遥はるか眼下へと高速落下を開始する。

「逃がさないです！」
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　放たれた八本の光の槍やりが、狙ねらい違たがわず黒い鳥を捉とらえる。同時に、鳥の翼つばさが半ばから無数の黒い触手に爆はぜる。四本の槍が触手と触手の隙すき間まを素通りして地表に小しよう爆ばく発はつを巻き起こし、残る四本が黒い触手と正面からぶつかり合う。

　激はげしい閃せん光こうと蒸気をまき散らし、数百本の触手が弾はじけ飛ぶ。

　光の槍を全すべて防ぎ切った代だい償しように、黒い鳥はその体たい積せきの二十パーセント程を一いつ瞬しゆんにして失う。

　少女が、やば、という風ふうに口を動かし、鳥の背に身を伏せる。巨大な鳥の翼がより鋭えい角かく的てきな形状に変化し、その先端に推力を得るための器官らしい噴ふん射しや口こうのような穴までもが出現する。眼下の闇やみ空ぞらに身を翻ひるがえした鳥は翼から吐き出した突風で吹雪ふぶきのヴェールを弾き飛ばし、先程までとは比較にならないスピードでロンドン軍の陣営に向かって飛翔する。

　が、もちろんそれを黙だまって見過ごすセラではない。

　八個のＤ３が再び荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの装そう填てん体勢に入り、遥はるか遠方を飛行する黒い鳥に狙いを定め、

（大だい規き模ぼ熱ねつ源げんを感知。危険）

　突然脳内に浮かび上がった警けい告こくメッセージに、ディーは驚おどろいて顔を上げる。同じ警告を受けたらしいセラが、周囲に油断無く視し線せんを巡らせる。

　と、次の瞬間、攻こう撃げきを中断してセラの周囲に集まる八個のＤ３。

　重力場の盾たてを周囲に展開する少女の見つめる先で、何の前触れも無く光が爆はぜる。

（光学攻こう撃げきを確かく認にん）

　半円陣を敷しくロンドン軍の後方、艦かん艇ていと艦艇のわずかな隙すき間まを縫ぬうように放たれた荷か電でん粒りゆう子し砲ほうを、セラは周囲に展開した重力場で正面から受け流す。

　遥はるか眼下の氷原に幾つも生まれる小しよう爆ばく発はつ。

　鳴り響ひびく爆音の余よ韻いんをかき分けて、ディーはセラの傍そばに飛び込む。

「セラ！　大丈夫──？」

「平気です！」少女は激はげしい音に耳を押さえつつ答え「ディーくん、それより」

　セラが指さす方角に視し線せんを向け、ディーは目を見開く。

　ゆっくりと左右に分かれていく漆しつ黒こくの陣営。その向こうから姿を現す、白はく銀ぎん色いろの飛行艦艇。

　──あれは、と無む意い識しきに呟つぶやいた。

　ロンドン自治軍の最強戦力が、そこにいた。




　柔らかな流線型のシルエットが、ライトの薄うす明あかりに煌きらめいた。

　全長二〇〇メートルの巨体が、舞まい落ちる吹雪ふぶきの中を静かに進んだ。

　金属質でありながらどこか生物的な、周囲の通常艦艇とは明らかに異質なデザインの装甲。船首からまっすぐに突き出た、粘土細工を巻き付けたような歪いびつな形状の荷電粒子砲。

　その砲塔が、融とけるように形を失って船体に吸い込まれる。

　無言で見つめるディーとセラの視界の先で、その形状がさらに変化する。

　巨体を構成する白銀色の装甲がゆっくりとふくらみ、花びらが開くように爆ぜる。六対つい十二枚、全長五〇〇メートル近くにまで広がった流体金属の装甲は数万枚の羽を重ね合わせて巨大な翼つばさを形成し、後にはわずか五十メートル程の、黒い刃やいばのような中心ブロックだけが残される。

　その姿は、まさしく白銀の鳥。

　金属光こう沢たくをまとった十二枚の翼が闇やみ空ぞらに羽ばたき、無数の羽がこすれ合う音が重なり合って鈴のような響きを奏でる。

　少女を乗せた黒い鳥がその傍そばで停止し、中心ブロックの上に着地する。

　翼を震ふるわせる黒い鳥の背から船の上に降り立ち、ドレス姿の少女が不敵な笑えみを浮かべる。

「ここから本番、って事かな」

　ディーは呟つぶやき、両の騎き士し剣けんを構えた。

　シティ・ロンドン所属、二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』が、吹雪の彼方かなたにその翼を揺らめかせた。
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　荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの激はげしい衝しよう撃げき音おんが、立体映像ディスプレイ越しの氷原を埋め尽くした。

　Hunter Pigeonの操そう縦じゆう席せきからその光景を見つめ、ヘイズは疲れ切った顔で息を吐いた。

「……あっぶねーな、おい。今、危あやうく町に直撃行くとこだったぞ」

「ほんと……心しん臓ぞう縮ちぢんだわ」

　隣となりで小さな椅い子すに腰掛けて、クレアが胸を撫なで下ろす。

　少女は操作卓の脇わきからパックのイオン水を取り上げて口を付け、一つ息を吐いて、

「にしても、セラももうちょっと外して撃うってくれないのかしら。あんまり直撃コースで撃ちまくられると、心臓どころかあたしの寿命が縮みそうなんだけど」

「いや無む茶ちや言うなよ。向こうはまさか地下に人が住んでるとは思ってねぇんだからよ」

　シンガポール自治軍とロンドン自治軍がぶつかり合う主戦場から遠く離はなれた氷原の外れ。かき集めた雪と偏光迷彩を駆く使しして巧妙に雪山を偽装し、ヘイズとクレアはHunter Pigeonの艦かん内ないから戦場の様よう子すをうかがっている。目の前にはクレアの能力によって完かん璧ぺきに描き出された地表付近の戦場の立体映像が浮かび、数千台のフライヤーが羽虫か何かのように飛び回っている。

　目的は氷原全体で行われているフライヤー同士の戦いをコントロールし、町の近くに攻撃が届かないようにする事。

　上の飛行艦かん艇ていと同じようにフライヤー部隊も魔ま法ほう士し戦せん闘とうの観かん戦せんに回ってくれれば良かったのだが、地上の小こ競ぜり合いがいつまで経たっても終わらないのでこんな面めん倒どうな事をするハメになった。

「っと、やべぇやべぇ。ここだ」

　立体映像の戦場をじっと見つめ、右手を掲かかげて親指と中指を一つ弾はじく。生まれた音は氷原の数ヶ所に埋設しておいたスピーカーを介して戦場に伝わり、周囲の空気分子を動かしてヘイズが望む通りの配列を作り出す。

　空間に描かれた、不可視の論ろん理り回路。

　その真上を通過した目標のフライヤーが、突然推力を失って高度を落とす。

「うっし、命中。さすがオレだな」

「何でも良いけど、半分はあたしの力だってのも忘れないでよね」

　へいへい、と曖あい昧まいにうなずく。ヘイズがたった今攻撃したポイントはHunter Pigeonの現在位置から直線距きよ離りで二十キロ離はなれた場所。クレアが言う通り、通常ならそんな場所を破砕の領域Erase Circleで攻撃する事はＩ－ブレインの全力を駆使しても不可能だ。

　その不可能を可能にしているのは、クレアの千里眼。

　少女のＩ－ブレインから有ゆう機きコードを介して目標点周囲のデータを受け取り、そこにヘイズの予測演算を重ねれば。こんな曲芸じみた芸当も可能になる。

「でも、何か納得いかないのよね」と、クレアは額ひたいに指を当てて、んー、と考え込み「やっぱり変じゃない？　こうやってときどきフライヤー故障させたり、当たるはずの荷か電でん粒りゆう子し砲ほう打ち消したりしてるだけで、誰だれも町に近付けなくなるなんて」

「いや、だからお前」これで何度目かわからない言葉にヘイズは少女を見下ろし「それが予測演算で、バタフライ効果っつーもんだって、何回も言ってんだろうが」

「や、そりゃそうなんだけど」

　ますます難むずかしい顔で、クレアが考え込む。

　ヘイズはそれ以上の説明をあきらめ、パック入りのコーヒーを手に取った。

　戦せん闘とう開始から三十分。ヘイズがやっているのは、一言で表すと破砕の領域Erase Circleの人間版だ。「数千台のフライヤー」という集団の動きを完かん璧ぺきに予測し、そこにわずかな変化を加える事で全体の流れをコントロールする。フライヤーの集団を空気分子の集まり、ときどき加えられる攻こう撃げきを指を弾はじく音に置き換えれば、これはそのまま破砕の領域Erase Circleの起動プロセスに当てはまる。

　とはいえ、空気分子と違って一つ一つが独自の考えを持って動く人間の集団を制せい御ぎよし切るのはヘイズにとっても容た易やすい事ではない。

　操そう縦じゆう席せきの上で伸びを一つ、両肩をごりごりと鳴らし、立体映像の戦場に視し線せんを戻し、

『……そちらの様よう子すはどうだ？』

　頭上に浮かぶ立体映像ディスプレイに、祐ゆう一いちが姿を現す。黒衣の騎き士しは相変わらずの黒いロングコート姿で剣をさげ、氷原を背景に佇たたずんでいる。

「まー、ぼちぼちってとこだ」ヘイズは軽口を返し、指を一つ鳴らしてまたフライヤーを一台止め「旦だん那なの方は？　今のところ、その辺にフライヤーは近付いてねーと思うけどよ」

　ああ、とうなずいて祐一が頭上を見上げる。男の役目は最後の防ぼう衛えい線せん。町の入り口が存在するまさにその場所に布陣した黒衣の騎士はヘイズの誘ゆう導どうをすり抜けて町に接近してしまった機き体たいをそれぞれの敵軍の攻撃に見せかけて適度に破は壊かい、町から離はなれた場所まで撤てつ退たいさせるという重要なポジションを担になっている。

『確たしかに、軍のフライヤーはな』祐一は呟つぶやき、眉み間けんに皺しわを寄せて『だが、さっきの攻撃はさすがに肝きもが冷えた』

「あー……」

　先程セラがファンメイに向けて放った荷電粒子砲。目標を外して氷原に命中したはずの四本の攻撃のうちの一つは、実は地表まで到達していない。運悪く町を直撃する軌道に乗ったその攻撃は祐一の情報解体によって空中で消し飛ばされ、それを誤ご魔ま化かすためにこれまた祐一が引き起こした別な爆ばく発はつが町から少し離れた場所で発生している。

　見る者が詳細にデータを解析すれば、気付かれかねない着弾点の矛む盾じゆん。

　だが今のところ、主戦場から遠く離れた地表付近の些さ細さいなデータを気にする者はどちらの陣営にもいないらしい。

『ともかく、このまま作戦続行だ。何かあれば連絡する』

　へーへーと答えて通信を切る。よっと身を起こして操そう縦じゆう席せきの上であぐらをかき、わしわしと頭をかきむしる。

「何でこう、めんどくせー事になってんだオレは……」

『よろしいではありませんか』

　呟つぶやく声に答えて、横よこ線せん三本のマンガ顔が空中に出現する。

　ハリーは慰なぐさめるように四角いフレームの角でヘイズの頭をひらっひらっと撫なで、

『実際、あの町が消滅すれば手がかりが消えて困るのは我われ々われも同じです。町を守るという今回の仕事は、我々の目的にも適かなっていると思いますが？』

「いや、そりゃそーなんだけどよ……」

　──シンガポール自治軍とロンドン自治軍の攻こう撃げきから、この町を守ってもらいたい。

　黒衣の騎き士し──黒くろ沢さわ祐ゆう一いちに導みちびかれてたどり着いた地下の町。祐一の古い知り合いだという町の長おさの依頼は、要約するとこのような物だった。双方の軍が戦せん闘とうを終了して撤てつ退たいするまでの間、この町を守り通してもらいたい。それも秘密裏に、どちらの軍もこの町の存在はおろか、自分達が第三者に攻撃を受けている事さえ気付かない形が望ましい。無む論ろん、手段は問わない。町で用意出来る物など限られているが、言ってもらえれば可能な限り手は尽くす──

　普通なら絶対に受けたくない類たぐいの、途方も無い依頼。

　が、呆ぼう然ぜんとするヘイズとクレアの隣となりで、祐一はあっさりと「承知した」とうなずいた。

　黒衣の騎士は幾ばくかの報ほう酬しゆうについて町長と話をまとめると、では作戦会かい議ぎだ、となぜかこっちを振り返って言い放った。そうなるともはや「降りる」と言い出すタイミングはどこにも無く、なし崩しで手を貸すハメになったヘイズはクレアと共に地下の町で一夜を過ごした。

　夜を徹てつした会議の結果、いちおう作戦らしき物は決定。

　ヘイズとクレアは別行動になった祐一と別れ、この船に戻ってきた。

　それが今から二時間程前の事。ハリーの演算機き関かんをヘイズとクレアのＩ－ブレインに繋つないで幾つかの調ちよう整せいを行い、慌あわただしく作戦開始。三十分でかれこれ五台程のフライヤーを落とし、Ｉ－ブレインの蓄ちく積せき疲労の値は着実に上昇を続けている。

　唯一の救いは、どちらの軍にもそこまで真ま面じ目めに撃うち合うつもりは無いはずだという事。が、たとえ形式的に撃たれただけの荷か電でん粒りゆう子し砲ほう一発でも、直撃すればあの地下の町には致命傷になりかねない。

　完かん璧ぺきには程遠い作戦。終了予定時刻もシンガポールとロンドンの都合次第で、考えれば考える程頭が痛くなってくる。

「何かさぁ……あんたって貧乏くじ引くの得意でしょ」

「ほっとけ」しみじみと呟くクレアにヘイズはそっぽを向き「だいたい、そう悪い話でもねーぞ？　ここで恩売っとけばあの町のじいさん共もちったぁ機き嫌げん直すかも知れねぇし、そしたら今度こそプラントの調ちよう査さとか……」

「無理っぽいと思うけどなー、それ」ヘイズの希望的観かん測そくをクレアはあっさりと打うち砕くだき「あの調子だと、用が済んだらはいサヨナラ、ってパターンに見えるけど。あたし達は魔ま法ほう士しじゃないって事にしてたけど、それでも迷めい惑わくそうだったしね、おじいちゃん達」

「お前なぁ。人がわざわざ考えねぇようにしてる事、んなあっさり……」

「なーんだ。やっぱりあんたもそう思ってるんだ」クレアは呟つぶやき、なぜだか笑え顔がおで「でも、いーんじゃない？　そんな色いろ々いろ考えなくても、人助けだと思えば」

　ヘイズは、は？　と目を見開き、

「いやお前、人助けって、んなガキみてーな」

「ガキって……何よ！　いーでしょ別に！」クレアはたちまち頬ほおを赤くし「一回やってみたかったのよ、そーいうの！　別に何の得も無いのに困ってる人助けて、シティの軍と戦って、お礼はいりません、みたいな」

　一息にそう言って、照れ隠しのようにそっぽを向く。

　しばしの沈ちん黙もく。

　ヘイズは少女の顔をまじまじと見つめ、

「お前って、実はけっこう偉いやつだろ」

「……何か、今、馬ば鹿かにしなかった？」

「いや、してねぇしてねぇ。どっちかっつーとちょっと尊敬した」

　え、とクレアが飾り物の目を丸くする。うつむき加減に頬ほおをかく少女の姿に、おかしな事でも言ったかとヘイズは首を傾かしげる。

「ま、いっか」

　Ｉ－ブレインの予測に従って指を弾はじき、さらに一台のフライヤーを止める。立体映像の戦場に目を凝こらし、全すべての流れを詳細に読み解く。

　と。

「……何やってんだお前」

　少女の細い手が、こっちの手に重なる感触。

「べ、別に何でもないわよ！」クレアはガラス細工のような瞳ひとみを右往左往させ、それでもこっちの手は離はなさずに「いーでしょ別に！　細かい事気にしないでよ！」

「あ？　あ、いや、まあ良いけどよ」

　訳がわからないまま視し線せんを仮想戦場に戻し、また一つ指を弾く。
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「……ホントに、全然意味なんか無いんだからね」

「いや、わかったっつってんだろ」

　荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲ほう撃げき音おんがスピーカーから響ひびく操そう縦じゆう室しつ。

　なぜか顔をますます赤くして、少女がそっぽを向いた。
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（絶対情報防ぼう御ぎよ、展開。身体構造改変）

　ウィリアム・シェイクスピアのコアブロックの船首に仁に王おう立だちになり、ファンメイは頭上遥はるか遠くの空を睨にらむ。脳に埋め込まれたデバイスを介して小龍シヤオロンに命令を叩たたき込みその身体構造を改変。膨ぼう大だいな量の黒の水で構成された巨体が無数の黒い触手に爆はぜるのをフィードバック情報に確たしかめつつ、視界の先に目標の姿を見定める。

　およそ一キロ先、闇やみ空ぞらの中心で二本の騎き士し剣けんを構える銀ぎん髪ぱつの少年と、八個の正八面結晶体を従えた金髪の女の子。

　確か名前は、ディーとセラ。

　女の子の方は、フィアの友達のはずだ。

「行くよ、エド」

　足あし下もとに広がる全長五十メートルの黒い船体の中、操そう縦じゆう槽そうに浮かぶ少年に呼びかける。

　その言葉に応こたえるように、ウィリアム・シェイクスピアが十二枚の翼つばさを羽ばたかせる。

　急加速した機き体たいが瞬しゆん時じに一キロの距きよ離りを駆かけ抜け、目標の二人ふたりめがけて一直線に突っ込む。二人ふたりの魔ま法ほう士しは互いに目配せを交わし合い、瞬しゆん時じに左右別々の方向に飛ひ翔しようしてウィリアム・シェイクスピアの突進をやり過ごす。

　と、左に飛んだ少年の姿が、そのまま視界からかき消える。

　自己領域か、と認にん識しきすると同時にその姿がファンメイの遥はるか後方、ウィリアム・シェイクスピアの十二枚の翼つばさのうち一番内側の一枚の、先端辺あたりに出現する。

　瞬まばたきする間も無く振り抜かれた刃やいばが、白はく銀ぎん色いろの翼めがけて一いつ閃せん。

　同時、それを待っていたかのように流体金属の翼が形を変化させる。

　巨大な翼が編あみ目めをほどくように細いパーツに分割し、白銀色の糸状の物体を形成する。小指程の太さのワイヤーに螺ら旋せん状じようの溝が刻まれた、ゆうに数千を超える圧倒的な数の螺ね子じ。目標を見失った少年が空中で大きく体勢を崩し、その少年めがけて白銀の螺子が全方位から襲おそいかかる。

　が、少年の二本の騎士剣はそのことごとくを打ち払い、叩たたき落とす。

　螺子を構成する水銀の不安定同素体「メルクリウス」が情報解体によって構造を失い、次々にただの水銀となって地表に落下していく。

　なおも攻こう撃げきを繰くり出す白銀の螺子を、白と黒の結晶体が象ぞう眼がんされた騎士剣がなぎ払う。が、縦じゆう横おうに振るわれる少年の騎士剣のうち、右の一本が突然動きを止める。

　刃の先端にからみ付く、黒い触手。

　小龍シヤオロンの身体からだから転じた無数の触手のうちの一つがウィリアム・シェイクスピアの船体表面を伝って少年の許もとへと到達。白銀の螺子の間にその身を潜ひそませ、少年めがけ攻撃を繰り出す。

　少年はすぐさま右の騎き士し剣けんを手放し、無事な左の剣だけを携たずさえて跳ちよう躍やくする。あろう事か周囲を乱らん舞ぶする白銀の螺子を足場に空中を駆かけ上がった少年は周囲を取り囲みつつあった黒い触手の檻おりを間かん一いつ髪ぱつで抜け出し、身を翻ひるがえして眼下に広がるウィリアム・シェイクスピアのコアブロックめがけて落下する。

　コンマ数秒遅れて荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの光が走り、無数の白銀の螺子を闇やみの中に照らし出す。頭上遥か遠く、少女の手元に浮かぶ正八面結晶体から放たれた細い光の槍やりは投網とあみのように絡み合った螺子のわずかな隙すき間まをくぐり抜け、一瞬前まで少年がいたはずの場所を、少年の剣を奪った触手を正せい確かくに射い貫ぬく。

　触手の先端が膨ぼう大だいな熱ねつ量りように焼かれて瞬時に消し飛び、騎士剣が真下に落下する。完かん璧ぺきなタイミングでその落下軌道上に出現した少年がその騎士剣を空中に掴つかみ取り、コアブロックの上に着地を決める。

　瞬間、その足あし下もとが跳ね上がる。

　薄はく膜まく状じように身を広げて身を隠していた小龍が、無数の黒い触手を高々と空に突き出して上方から少年の動きを押さえ込もうとする。

　目を見開く少年のすぐ傍そばで光が爆はぜ、Ｄ３の一つがいきなり出現する。放たれた荷電粒子の槍やりが触手の檻おりを貫つらぬき包囲網に風穴を開ける。

（身体構造改変。運動加速）

　ファンメイは一挙動に地を蹴けり、包囲網を脱出しようと駆け出す少年の前に飛び込む。左手の先を硬質化した鱗うろこで覆おおい、少年めがけて叩たたき付ける。回かい避ひし切れずにその攻こう撃げきを両の騎き士し剣けんで受け止めた少年がバランスを崩してたたらを踏む。こちらの三倍以上の速度で逃れようとする少年の行く手を小龍シヤオロンの触手で遮さえぎり、ファンメイは振り上げた左腕を鈍どん器きか何かのように振り下ろす。

　その目の前、少年とファンメイの間に出現する、透明な正八面結晶体。

　至近距きよ離りから放たれた荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが一いつ直ちよく線せんにこちらの頭部を狙ねらい、

（高密度情報制せい御ぎよを感知）

　いきなり目の前に出現した無数の白はく銀ぎん色いろの螺ね子じが、寸前でその攻撃を受け止める。十と重え、二は十た重え、無数に折り重なった螺子の盾は荷電粒子の衝しよう撃げきにその身を吹き飛ばされながらなおも寄り集まって新たな防御を形成し、ついに攻撃の全すべてを防ぎ切る。

　大きく後方に退ひいて体勢を立て直す少年と、その周囲に集まる八個の正八面結晶体。

　全ての黒の水を巻き戻して小龍に巨大な黒い獅し子しの姿を取らせ、ファンメイは息を吐く。

　……強いね。

　さすがはフィアの友達、と心の中でうなずく。視線をちらりと上に向け、遥はるか彼方かなたからこちらを見下ろす金髪の女の子の姿を認める。あんなに小さいのにすごく強い。攻撃ポイントの選び方もタイミングも見事だし、第一、戦い方に迷いが無い。

　あんな子と出会って、仲良くなってたのか、と思う。

　自分の足あし下もと、ウィリアム・シェイクスピアの中に隠れている少女の顔を思い浮かべる。

　……フィアちゃん、美人になった。

　強くなった、というのはありきたりだし、ちょっと違う気がする。少女の柔らかさや優やさしさはそのまま、どんなに打たれても折れないしなやかさが備わったとでも言えばいいのだろうか。

　何があったんだろう、と思う。

　知り合って、別れてから四ヶ月。その間に巻き込まれたというニューデリーの事件で、どんな事があったんだろうと思う。

　……わたしは。

　負けた、という言葉が頭に浮かぶ。あれから四ヶ月、先生と一いつ緒しよに病気と闘たたかって、自分ではがんばったつもりだったけど全然だった。自分がロンドンで毎日の訓練や治ち療りようを言われるままにこなしている間に、フィアは自分の手が届かないところに行ってしまった。

　あの子はわたしの親友。

　だから、あの子ががんばって偉くなったのなら、自分も偉くならなければ嘘うそだと思う。

　だけど、どうすればいいんだろう。

　どうすれば、あんな風ふうに、あの子みたいに笑えるようになるんだろう。

　このまま一いつ生しよう懸けん命めい訓練を続けて、もっと健康になってもっと強くなってというのはきっと違う。それではいつまで経たってもあの子の背中も見えない、という事だけはわかる。

　でも、それならどうすれば良いのかがわからない。

「……エド、次で決めようね」

　操そう縦じゆう槽そうの少年に呼びかけ、その声で自分の迷いを押し込める。これが終わったらフィアともっと色いろ々いろ話をしよう。色んな事を聞いてもらって色んな事を考えよう。大丈夫、時間はたくさんあるんだから、きっと何かがわかる。

（身体構造改変）

　心の中で一つうなずき、騎き士しの少年に向き直った。

　Ｉ－ブレインにコマンドを叩たたき込み、ウィリアム・シェイクスピアの船体を蹴けって全力で駆かけ出した。
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「フライヤー部隊の交戦記き録ろくに不ふ審しんな点がある、ですか？」

　数値の羅ら列れつを映し出した立体映像ディスプレイが、司令室の中央に浮かんだ。

　突きつけられた報告書に眉まゆをひそめる真ま昼ひるに、フェイは「そうだ」とうなずいた。

「地上付近に展開したフライヤー部隊には実戦訓練のために交戦を指示したらしいのだが、全車両の砲ほう撃げき回数と被弾回数を映像記録と照らし合わせた結果、ごくわずかではあるが数値の齟そ齬ごが確かく認にんされた」

　司令官からの報告だ、と付け加えるフェイの言葉にうなずく。

　ディスプレイの資料をじっと見つめ、首を傾かしげて、

「映像記録の解釈の違い、という事はありませんか？　この程度の数値のズレなら、戦場では良くある事かと思いますが」

「最も可能性が高いのはそのケースだ。通常なら無視すべきところだな」フェイは肯定し「が、こちらのデータには、私も腑ふに落ちぬ点がある」

　目の前に表示された別な資料を真昼は見上げる。上空から映したフライヤーの交戦区域の地図に、実際に敵と味方のフライヤーが飛行した軌跡。

　隣となりで聞かないふりを決め込んでいたサクラが、さすがに気になったのか横からディスプレイにちらりと視し線せんを向ける。

　真昼はそれに気付かないふりをしてフェイに向き直り、

「この一点。この地域だけ、空白の構造が妙ですね」

　敵軍を表す赤と友軍を表す青の線で塗り込められた地図の外れ、そこだけ色が付いていない一帯を指さす。

「ぬ？」サクラが、思わず、という風ふうに声を上げ「おかしいではないか真ま昼ひる。空白地帯なら他ほかに幾らでもある。その点だけを特別視する理由はあるのか？」

　少女の言う通り、真昼が指さした以外にも地図上には幾つもの空白地帯が口を開けている。直径百キロ近い広大な地域にわずか数千台のフライヤーが交戦しているのだからそれも当然。こういう状況での交戦軌跡は複数のフライヤーが集まって線せんが密集した地域とその余波で線がほとんど描かれない地域が組み合わさって泡状になるのが通常であり、問題の空白もそういった地域の一つと考えればいちおうの筋は通る。

　が──

「何て言うかね。両方の軍の全体的な流れを見るとここに空白が出来るのは不自然なんだ。誰だれかが恣し意い的てきに操そう作さしない限り、この空白はもっとこの辺に出来るはずなんだ」

「そう……なのか？」

　空白から少しずれた位置に指で円を描くと、サクラは納得いかなそうな顔で首を傾かしげる。

　と、隣となりで聞いていたフェイが、ふむ、とうなずき、

「失礼だが、参さん謀ぼう殿はいずれかのシティの作戦室に勤務経けい験けんがおありか？」

「え？」予想外の質問に真昼は思わず間抜けな声を上げ「……いえ、大戦前の戦せん術じゆつ論ろんや交戦記き録ろくなら、子供の頃ころにさんざん読みましたが」

　なるほど、とフェイがうなずく。

　真昼が示した地図上の空白を無表情に見上げ、

「では、双方の見解が一致したところで具体的な行動に入ろう」

「そうですね」真昼はうなずき「と言っても、敵の正体が不明ですか……。ロンドン軍がわざわざこんな手の込んだ事をするとは考えられませんし、他のシティだとしてもやはり目的がわかりませんし……」

「なに、簡かん単たんな事だ」

　真昼の言葉を遮さえぎり、フェイはあっさりと言い放つ。

　首を傾げる真昼に冷れい徹てつな視線を向け、

「記録を見るに、敵はその空白地帯に双方の軍を近付けないようにしている。ならば、その地点は何か重要なポイントで、防ぼう衛えいの人員も配置されていると考えるのが自然ではないか？」

「それはそうですが……」真昼は口元に手を当てて少し考え、フェイを見返して「フェイ大使、まさかとは思いますが」

　フェイは当然のようにうなずき、

「ともかく、撃うってみれば良い」目標のポイントを指で弾はじき「何か隠れているのなら、それで向こうから出てくる」
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　円形の布陣を敷しいて魔ま法ほう士しの戦いを見守っていたシンガポール軍の艦かん隊たいに、動きが生まれた。

　ディスプレイの向こうにその光景を認め、ヘイズは、ん？　と首を傾かしげた。

「おい、何か、あの船の動きおかしくねーか？」

「え？」

　隣となりの椅い子すに座ったクレアが顔を上げる。仮想視界で何かを捉とらえているのか、少女は飾り物の瞳ひとみを、んー、と上に向け、

「……ホントだ、あの中央の五〇〇メートル級、何か砲ほう撃げき態勢とってるみたいな」

　戦列の中央に並んだ十三隻せきの大型艦かん艇ていの一隻、一番中心に位置する五〇〇メートル級艦艇が高度をわずかに下げる。暗あん灰かい色しよくの装甲の側面に並ぶ数十の砲塔がゆっくりと動き、下方に向けて砲口を旋せん回かいさせる。

「は……？」

　まさか、という思考。

　ヘイズが次の言葉を口にするより早く、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲塔は船体の直下、地下の町が存在するその一帯を照準する態勢で停止する。

「ちょ、ちょっとあれ！」

　ほとんど悲鳴のようなクレアの叫び。

　瞬しゆん間かん、事態を把握したヘイズは躊ちゆう躇ちよ無く親指と中指を弾はじく。

（「破砕の領域Erase Circle」展開）

　小さな音が空気分子の動きを変化させ、町の直上に直径五メートルの巨大な論ろん理り回路を描く。一瞬遅れて轟ごう音おんが響ひびき渡り、町に向けられた荷電粒子砲の砲塔がいっせいに紫し電でんをまき散らす。

　天と地を一いつ直ちよく線せんに貫つらぬく、数十条の光の柱。

　幾つもの爆ばく発はつが氷原に巻き起こり、噴ふき上がった大量の水蒸気が瞬時に再凍結してダイアモンドダストとなって降り注ぐ。

「クソったれ──！」

　操そう縦じゆう席せきの肘ひじ掛かけを力任せに叩たたき、町の周囲を映し出すディスプレイを凝ぎよう視しする。立ちこめる雪煙の向こうに無傷の氷原を確かく認にんし、安あん堵どの息を吐く。

　が、その息が、すぐに驚きよう愕がくの呻うめきに変わる。

　氷原のただ中、頭上の飛行艦艇から隠れようもない位置に佇たたずむ祐ゆう一いちの姿。

　破砕の領域Erase Circleが防ぎ切れなかった荷電粒子砲を打ち払ったのだろう。真しん紅くの騎き士し剣けんを片手に携たずさえた黒衣の騎士は、ロングコートを翻ひるがえしてミラーシェード越しの視線を遥はるか頭上に向ける。

「おいおい、それじゃ丸見えだろ旦だん那な！」

　一一〇〇〇メートルの上空に浮かぶ暗あん灰かい色しよくの艦かん艇ていが、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうを再び発射態勢に構える。周囲に浮かぶ他ほかの艦艇がその動きに追つい随ずいし、数百を超える砲塔が騎き士しの頭上を照準する。

　……やべぇ！

　とっさに操そう作さ卓たくに手を伸ばし、ヘイズは素す早ばやくタッチパネルを操作する。

「え、何？　あんた何やってんのよいったい！」

　その動きに気付いて飾り物の目を見開く少女。

「発進準備だ！」

　ヘイズはおそらく少女も知っているのだろう答えを返し、

「この距きよ離りからの『破砕の領域Erase Circle』じゃ次の砲ほう撃げきは防げねぇ！　近付くぞ！」

「このタイミングじゃ無理よ！　どー考えても間に合わな──」

「んなこたーわかってんだよ！」

　だからと言って黙だまって見ている事など出来るはずが無い。

　ヘイズは全すべてのセキュリティチェックを強制的に中断し、脳内で演算機き関かんの始動スイッチを叩たたいた。
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　地上で巻き起こった爆ばく発はつの余波は、地下の町にも届いていた。

　居住区画の下、発電プラントの周囲に集まった住民達は、かすかに振動する天てん井じようを不安な面おも持もちで見上げた。

「本当に、あんな魔ま法ほう士しに頼んで良かったんかの」

　一番前に立つ老人が、ぽつりと呟つぶやく。隣となりの老ろう婆ばが深くうなずき、

「長おさの知り合いというても所しよ詮せんは魔法士じゃ。儂わし等らだけで何とかすべきじゃったかも知れん」

「じゃが、相手はシティの軍じゃぞ」と、別な老人が声を上げ「本気で来られたら儂等なんぞ手も足も出せん。こうするしか無かったんじゃ」

「んだ、んだ」これまた別な老人がしわがれた声で「儂等の力じゃどうにもならん。上の連中が早はよう消えてくれるまで、祈るしかなかろうよ」

　町の住民達は互いに顔を見合わせ、てんでバラバラに自分の考えを言い合う。と、一人ひとりの老人が血相を変えて発電プラントの部へ屋やに飛び込んでくる。

「大変じゃ──！　今の衝しよう撃げきで食料生産プラントのケーブルが断だん線せんしよった！　誰だれでもいいから手ぇ貸してくれ！」

　住民達は、何、と血相を変え、次々に部へ屋やを飛び出していく。無人になった円形の部屋で、発電プラントは静かに唸うなりを上げ続ける。

『──大だい規き模ぼ攻こう撃げきを感知。「アリス」の緊きん急きゆう転送シーケンスを開始』

　コンソールの隅すみに表示された、小さな文字。

　誰だれもが初めて見るはずのそのメッセージに気付く者は、このとき、一人ひとりもいなかった。
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　黒いロングコートを翻ひるがえした男の姿が、中央のディスプレイに大写しになった。

　シンガポール自治軍所属航空母ぼ艦かん『カドゥルー』司令室。部屋の入り口扉とびらのすぐ傍そばで兵士姿で直立不動の姿勢を取り、イルは見覚えのある男の映像にちらりと視し線せんを向けた。

　……あいつ、何しとんねんあんなとこで……

　三ヶ月前のメルボルン跡地の事件の際に、ディーとセラの保ほ護ご者しやをやっていた黒衣の騎き士し。あの事件では直接顔を合わせる機き会かいは無かったが、向こうがこっちを知らなくともこっちは相手の事をよく知っている。

　メルボルンを離はなれた後は賢けん人じん会かい議ぎに与くみする事も無く、世界のどこかを旅していると聞いていたのだが……

「──これは、大物が釣れたな」

　そんな事を考えていると、司令室の中央でフェイ・ウィリアムズ・ウォン大使が呟つぶやく。三みつ揃ぞろいのスーツを完かん璧ぺきに着込んだ大使はディスプレイを見上げて一つうなずき、

「参さん謀ぼう殿。あの男の捕ほ縛ばくを願ねがえるか」

　同じようにディスプレイを見上げていた天あま樹ぎ真ま昼ひるが、一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。が、青年はすぐに承知しましたとうなずき、襟えり元もとの通信素子を引き寄せて、

「ディー、セラ、聞こえる？」

　ロンドン自治軍の魔ま法ほう士しと交戦中の少年と少女に、早口に指示を伝える。

　その隣となりで、無言でやりとりを見守っていたサクラが口を開く。

「二人ふたりだけでは足りないだろう。ロンドン軍の魔法士も放置は出来ないしな」長い黒髪を背中に払い、フェイ大使に視線を向けて「私も出る。異い論ろんはあるまいな？　大使殿」

「当然だ。こちらはまだ、代表殿の力を見せてもらっていない」

　無表情に答えるフェイ大使に、サクラは矢のような視線を投げる。

　黒い外がい套とうを翻した少女はこっちの隣の扉に向かって歩き出し、大使は表情をわずかも動かさないままその背を視線で追い、

「……待て」

　その視線が、止まる。

　何か？　と振り返るサクラの傍そばをすり抜け、フェイ大使はあろうことかまっすぐこっちに向かって歩いてくる。

　……おいおい、ちょい待てや……

　内心で冷や汗をかきつつ大使の動きを見守る。大丈夫。変装は完かん璧ぺき、モスクワ軍の最新技術であらゆる情報を隠いん蔽ぺいして、光学素子で顔まで変えているのだから気付かれるはずが無い。三十分も前から同じ部へ屋やにいてサクラも天あま樹ぎ真ま昼ひるも気付かないのが何よりの証拠。一いち面めん識しきも無い大使に気付かれるはずが──

「何者だ」

　感情をいっさい含まない、冷たい声。

　フェイ大使はイルの思考をあっさりと裏切って目の前に立ち止まり、射い貫ぬくような目で間違い無くこっちを見下ろし、

「私はこの艦かんの乗員はもちろん、今回の作戦に従事する全兵士のデータを記き憶おくしている。貴官の直立姿勢は私の記憶にある貴官の個人データと照合しない」完璧に落ち着きを払った声で告げ「重ねて問う。何者だ」

　ようやく事態を把握したらしいサクラと真昼、それに司令室に居合わせた数十名の兵士と自治軍士官が揃そろってこっちを見る。逃げるか、と思考したときにはすでに手遅れ。瞬しゆん時じに目の前に出現したサクラが有無を言わさずこちらの手を掴つかむ。

（──シュレディンガーの猫は箱の中）

　とっさの反応で量子力学的制せい御ぎよを起動。存在確かく率りつを書き換えて少女の手をすり抜け、次の瞬間、自分のミスを悟って舌打ちを漏らす。

「……お前、幻影イリユージヨンNo.17か？」

　呟つぶやいた少女が、口元に肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮かべる。

　黒い手袋に包まれた右手が素す早ばやく伸び、こちらの手を再び掴む。

「良いときに現れてくれたものだな。何しろ、私は今いささか機き嫌げんが悪い」

　脳内で再び存在確率の書き換えを起動し、Ｉ－ブレインが当然のようにエラーを返してくる。当然の事。イルの能力である量子力学的制御は、目の前の少女にすでに盗まれている。こちらが存在確率をゼロにしても少女はそれを三十パーセントにまで引き戻すことが出来るのだから、透過による脱出は通用しない。

「何とか言ったらどうだ？　その変装を剥はぎ取らねば口もきけないか」

　手を掴むのと逆の腕を素早く突き出し、少女がこっちの襟えり元もとに張り付いた光学素子を取り上げようとする。が、素手の戦いの技量ならこちらの方が遥はるかに上。突き込まれた手を身体からだのわずかなひねりで受け流し、そのまま緩ゆるやかに回転したイルは自由な右の肘ひじを少女の顔めがけて走らせ──

　……何や？

　その肘ひじの軌道上に、いきなり出現する男の手。

　横合いから無造作に突き出されたフェイ大使の手が、必殺の威力を秘めた肘の一いち撃げきを緩ゆるやかに受け流す。

　思わぬ妨害にバランスが崩れ、イルはほんの一いつ瞬しゆんだけ空中を泳ぐような姿勢になる。そのわずかな間、一秒の百分の一にも満たない空白に滑すべり込んだフェイ大使の手が、こちらの帽子と光学素子を瞬時に奪い去る。

　……こいつ！

　自分が置かれた状況も何もかも忘れて、目の前の男を凝ぎよう視しする。Ｉ－ブレインに頼らず敵を倒すために鍛きたえ抜いたイルの体術は、すでに達人の領域に到達している。たとえ不意打ちであってもその動きに追つい随ずいするのは至し難なんの業わざ。男が単なる政治家ではなくかつての軍人であったとしても、Ｉ－ブレインを持たない通常人に可能な芸当では断じてない。

「……お前、何者や」

「こちらが問うている」静かに答え、フェイ大使は背後の真ま昼ひるに視し線せんを向け「賢けん人じん会かい議ぎの方々は、何か御存じのようだが」

「貴重な情報です。無料ではお譲ゆずり出来ません」何を考えているのか、青年は笑え顔がおで答え「捕らえよとおっしゃるのであれば、交渉材料に含めさせて頂きますが」

「考こう慮りよしよう」

「良いでしょう」フェイの答えに真昼はうなずき「って事でサクラ、何が何でもそのまま倒してね。もちろん、周りの物は壊こわさないで」

　物ぶつ騒そうな言葉を平然と口にする青年に、サクラは「了解した」とうなずく。

　自分の右手でこちらの左腕を掴つかんだまま。開いたもう片方の手を外がい套とうの裏に走らせ、少女は投とう擲てき用ようの細いナイフを一本掴み出す。

「なあ……今日きようのところは休みにしとかへんか？」

「つれない事を言うな幻影イリユージヨンNo.17」

　交わす視線はわずか一瞬。

　指を二本だけ握り込んだこちらの手と、ナイフを構える少女の手。互いに反対側の手を握り合ったまま、二つの腕が同時に跳ね上がる。

　一直線に右目に突き込まれるナイフの切っ先を、手の甲で大きく上に払う。そのまま喉のど元もとに突き込んだ人差し指と中指が、翻ひるがえったナイフの柄つかに弾はじかれる。

　以前に戦ったときよりも、遥はるかに滑なめらかな動き。

「何や？　こっそり特訓でもしたんか」

「誰だれしも、時が経たてば成長する物だ」

　答えたサクラがナイフを水平に払う。同時に掴まれた左手が引かれ、身体からだが少女に向かってわずかによろける。その動きに逆さからうこと無く踏み込むイルの右足。弧を描いて走るナイフを自ら倒れ込むようにしてかわし、そのまま緩ゆるやかなステップを刻んでサクラの背後に回り込む。

　流れるように繰くり出した肘ひじの一いち撃げきが再び少女のナイフに弾はじかれ、激はげしい打撃音が響ひびく。

　一呼吸の間の攻防。

　自治軍の兵士が構える短たん機き関かん銃じゆうの包囲の中、二人ふたりの魔ま法ほう士しは激しく睨にらみ合った。
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（攻撃感知、回かい避ひ）

　刃やいばのような黒い触手が目の前を走り抜け、甲かん高だかい風切り音を残した。

　後方に跳ちよう躍やくしてそれを回避したディーは、通信素子の向こうから伝えられる真ま昼ひるの指示に目を丸くした。

「祐ゆう一いちさんを捕ほ縛ばく……ですか？」

　さらに叩たたき付ける触手の一撃をかわしてウィリアム・シェイクスピアの黒い船体の端まで後退し、遥はるか眼下の地表に視し線せんを走らせる。

　遠く一一〇〇〇メートル、Ｉ－ブレインによって補正された視界が捉とらえるのは、ディーが良く見知った黒衣の騎き士しの姿。

『ディーくん……どうするですか？』

　同じ指示を受けたのだろう。別なチャンネルで通信に割り込んできたセラが不安そうに問う。

「とにかく行ってみる。セラはこっちをお願ねがい」コンマ一秒の思考でディーは決断し「本当に戦うかはともかく、会えば話は出来るよね？　どうしてこんなところにいるのか訊きかないと」

『そっか……そうですね』

　少し安心した様よう子すに、それじゃ、と告げて通信を切る。すぐさま自己領域を起動。黒い触手を操あやつって攻撃を繰くり出そうとしていた三みつ編あみの少女がそのままの姿勢で停止し、世界から速度が消える。

　黒い船体を飛び降り、本来の重力加速度の三倍の速度で落下。

　外界時間にして一千万分の一秒足らずで地表に到達し、自己領域を解除する。

「祐一さん──！」

　吹雪ふぶきのただ中に佇たたずんでいた黒衣の騎士が、静かにこっちを振り返る。二本の騎士剣を構えたまま、油断無く男に近付いていく。

「……お前か」

　静かな声で呟つぶやいて、祐一が構えを解く。

　ミラーシェードを外し、視線を頭上遠くの艦かん隊たいに向け、

「真昼は艦隊の旗艦か？」

「え？」一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからず「そう……ですけど」

「では伝えてくれ。今すぐに戦せん闘とう行為を中断し、この場から撤てつ退たいするように」

「撤退って、そんな簡かん単たんに！」言いかけて、ディーは不ふ穏おんな空気に気付き「……何かあるんですか？　ここに。もしかして危険な物じゃ」

「まだ不明だ。だが──」

　言いかけた祐ゆう一いちの表情が瞬しゆん時じに険しい物に変わる。何事かと見上げたディーの視し線せんの先で、こちらを照準したままの数百の砲塔に紫し電でんが散る。

　……しまった……！

　頭の中を空白が埋める。考えてみれば当然の事。自分は戦せん艦かんの荷か電でん粒りゆう子し砲ほうなど容た易やすく回かい避ひ出来るのだから、自分達がここにいるからといって砲ほう撃げきが中断されるはずが無い。というより、シンガポール軍の士官にしてみれば援えん護ご射撃のつもりでやっているに違いない。

　だが、今の祐一の言葉から察するに、この場所をこれ以上攻撃されるのはまずいらしい。

　セラを連れてくるんだった、という刹せつ那なの思考。これほど大だい規き模ぼな攻撃を防ぐとなれば本来は光使いの役目。だが、仮に少女がこちらの異常を察知したとしても高度一一〇〇〇メートルの彼方かなたからでは到底間に合わない。

　両の騎士剣をともかく構え、頭上に向けて防ぼう御ぎよの姿勢を取る。

「良くわかんないですけど、これで良いんですよね！」

「……感かん謝しやする」

　答えた祐一が真しん紅くの騎き士し剣けんを頭上に構える。

　──一瞬の静せい寂じやく。

　圧倒的な量の光と轟ごう音おんが、闇やみの氷原を埋め尽くす。

（攻撃感知、危険）

　降り注ぐ巨大な荷電粒子の槍やりの着弾予測点にあわせ、両の騎士剣を振り抜く。脳内で情報解体を起動し、紫電をまき散らす光の柱を正面から受け止める。固定目標の狙そ撃げきのために範はん囲いを絞ってエネルギー密度を限界まで上げた槍の太さはたかだか直径数十センチ。ディーの剣でもどうにか打ち消す事が出来る。

　だが、それは一本の槍に限った話。

　降り注ぐ数百本の荷電粒子の雨を残らず撃うち落とす事など到底適かなわない。

　……これじゃ！

　後に続くであろう膨ぼう大だいな量の爆ばく発はつを警けい戒かいし、ディーはとっさに身構え、




　──天使の翼つばさが、視界を覆おおった。




　全すべての荷電粒子砲が、地表に到達する事無くかき消えた。

　Ｉ－ブレインに映し出された仮想視界の中、降り注ぐ数百の槍は情報で編あまれた光の翼に受け止められ、熱ねつ量りようを失って一つ残らず大気に拡散した。

　呆ぼう然ぜんと目を見開いたディーの前に、二つの人ひと影かげが降り立つ。金きん色いろの髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女と、その少女を抱きかかえるように寄り添う黒髪の少年。

　間に合ったぁ、という少年の安あん堵どの声。

[image: ]

「お前は……」

　真しん紅くの騎き士し剣けんを構えたまま、祐ゆう一いちが呆然と呟つぶやく。

　ディーも全く同じ気持ちで目の前の少年と少女を見つめ、

「錬れん君と、フィアさん？」

　はい、と笑え顔がおでうなずく少女。

　隣となりの少年が、難むずかしい顔でそっぽを向いた。
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　しまった、という言葉が、真っ先に頭に浮かんだ。

　ロンドン軍とシンガポール軍の陣営から遥はるか下、氷原の一角。黒衣の騎士と銀髪の少年を前に、錬は内心で頭を抱えた。

　……何で、こんな事に。

　ウィリアム・シェイクスピアの操そう縦じゆう室しつに隠れてエドとファンメイの戦いをやきもきと見守っていた錬れん達が地上の異変に気付いたのは、ほんの数分前の事だった。最初におかしいと言い出したのはフィアの方で、少女は地上の一点、ちょうど今自分が立っている辺あたりを示してこう主張した。

　──あの辺りに、祐ゆう一いちさんがいた気がします。

　何かの間違いだろうと言いかけて、すぐに錬も気付いた。フライヤーが飛び交う戦場のただ中で、剣を構える黒衣の騎き士し。偏光迷彩と高速移動を駆く使しした男の姿を捉とらえる事は至し難なんの業わざだったが、Ｉ－ブレインの全能力を解析に振り向ければその痕こん跡せきぐらいは捉える事が出来た。

　さらに注意して周囲を観かん察さつし、氷原の外れにこれまた見知った飛行艦かん艇ていの存在を確かく認にん。

　騎士と空くう賊ぞく。不ふ思し議ぎな取り合わせに、錬はフィアと顔を見合わせた。

　ときおり空中に出現する『破砕の領域Erase Circle』の展開位置とそれに連動するような騎士の動きから、二人ふたりが協力して両軍の攻こう撃げきから何かを守ろうとしているのはすぐに知れた。どうすべきかと考えていると、今度はいきなり、シンガポール軍がその場所に向かって砲撃を始めた。

　あっ、と思ったときにはすでに手遅れで、フィアはウィリアム・シェイクスピアの脱出ハッチから外に飛び出していた。

　驚おどろいて操そう縦じゆう槽そうの中で目を見開くエドに「すぐ帰ってくるから！」と声を投げ、錬は慌あわてて後を追った。

「ダメだよフィア、いきなり飛び出しちゃ……」

　この状況に対してどんな文句を付ければいいのかわからず、ともかくそんな言葉を口にする。

　少女ははっと目を丸くして「す、すみません！」と泣きそうな顔をし、

「あ、あの、わたし……」

「ともかく助かった、礼を言う」

　祐一の静かな声。

　はい、とこわごわうなずくフィアを横目に、錬は仕方無いかとため息を吐つき、

『──何をしとるんだ、お前さんは』

　通信素子からリチャードの声。

「や！　これはその、ちょっと手違いっていうか！」

　しどろもどろに答えると通信素子の向こうの男は『まあいい』と息を吐き、

『シンガポール軍がいきなり砲撃を始めたもんで、うちの司令部も大混乱だ。出来れば誰だれかに状況説明を頼みたいが』

「え……そ、そんな事言われても」

　ちらりと祐一に視し線せんを向けると、黒衣の騎士はうなずく。

　自分の通信素子を引き寄せ、チャンネルをこちらの物にあわせて、

「音声のみにて失礼する。元神こう戸べ自治軍『天あま樹ぎ機き関かん』所属、黒くろ沢さわ祐一少佐だ」

『……何……？』リチャードが呆ぼう然ぜんとした声を上げ『待て、いや待て。仮にそちらが本当にあの「黒くろ沢さわ祐ゆう一いち」だとして、なぜこんなところに……』

「説明している時間が無い」祐一は鋭するどい声で「ともかく、この地点に対するシンガポール軍の攻こう撃げきを中断させたい。ロンドン軍から牽けん制せいを仕掛ける事は可能か？」

『私には権限が無い。司令部に掛け合う事は可能だが、そのためには理由が……』

　言いかけたリチャードの声が、ノイズにまみれて途と切ぎれる。通信妨害かと気付いた次の瞬しゆん間かん、頭上の飛行艦かん艇ていが再び砲撃態勢を取る。

　その行く手に立ちふさがるように光の翼つばさのイメージが氷原全体に広がっていき、

「あ──っ！」

　とたんに頭を押さえて倒れ込むフィア。

　慌あわててその身体からだを支える錬れんの反対側で、ディーが目を丸くする。

「どうしたの！　錬君、これ、いったい……」

　驚おどろいて声を上げる銀ぎん髪ぱつの少年に背を向け、錬は周囲に視し線せんを巡らせて顔をしかめる。

　いつの間にか周囲を取り囲む、シンガポール軍のフライヤー部隊。

　もちろん戦力的には物の数ではない。自分が本気になれば一分で全すべて片付く。

　が──

「……祐一、この場所、どのぐらいの範はん囲いで守れば良いの？」

「ここを中心に半径百メートル。着弾の衝しよう撃げきを考えるとその倍は欲しい」

　男の答えに唇をかむ。周囲のあらゆる存在の情報をコピーして意のままに操あやつるフィアの「天使の翼」は、効果範囲内の対象を無差別に取り込み、しかもその対象の数が増えすぎると容量の不足を起こして機き能のう停止してしまうという致命的な欠点を持つ。頭上を飛び交う無数のフライヤーは少女にとっての天敵。この状況では、天使の翼に頼る事は出来ない。

（『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』起動）

　とっさに、脳内でプログラムを展開。

　Ｉ－ブレインの能力を限界まで駆く使しして、可能な限りの数の空気結晶の盾たてを周囲に展開する。

　一瞬遅れて頭上で光が弾はじけ、荷か電でん粒りゆう子しの槍やりが降り注ぐ。同時に指を弾はじくような小さな音がどこからともなく響ひびき、Ｉ－ブレインが情報制せい御ぎよの感知を伝える。

　視界の端に飛来する、深しん紅くの船。

　それを確たしかめる間も無く、轟ごう音おんが大気を震ふるわせる。

　空気分子に描かれた論ろん理り回路が荷電粒子の槍の半数を消し去り、空気結晶の盾が残りのさらに半分を受け止める。二人ふたりの騎き士しが三振りの騎士剣を縦じゆう横おうに払い、自分に向かって放たれた数十本の槍をまとめて消し飛ばす。

　それでもまだ足りない。

　長大な荷電粒子の槍が天と地を貫つらぬき、氷原に次々に突き刺さる。

　激はげしい爆ばく発おんが耳をつんざき、膨ぼう大だいな量の雪煙が立ち上る。幾つものクレーターが凍り付いた大地に穿うがたれ、巻き起こされた水蒸気爆発によってすさまじい風が噴ふき上がる。

　錬れんはとっさにフィアの身体からだを抱き寄せ、バランスを崩して転びそうになる。その背中を誰だれかの手に支えられ、振り返ってそれがディーの物だと気付き、




（──高密度情報制せい御ぎよを感知）




　Ｉ－ブレインが警けい告こくを発した。

　錬が立つ、ちょうどその真下からだった。
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　操そう縦じゆう室しつ正面のディスプレイを、警告メッセージが埋め尽くした。

　Hunter Pigeonの船体を襲おそう激はげしい衝しよう撃げきに、ヘイズは危あやうく席から落ちそうになった。

「な、何──？　直撃でも食らったの──？」

　見事に床ゆかに転がったクレアが、スカートを押さえて慌あわてた声をあげる。ヘイズはメインディスプレイを睨にらんだまま「違う！」と叫び、操作卓をすさまじい勢いで叩たたく。

「違うって、でも今の」

「かすり傷もうけちゃいねぇ！　今のは別、演算機き関かんが妙な動作起こしてやがる！」

　見た事も無いエラーが並ぶディスプレイを呆ぼう然ぜんと睨むヘイズの隣となりで、立ち上がったクレアが、あ、と声を上げる。「ちょっとこれ！」と目の前に突き出される立体映像ディスプレイに、ヘイズは目を見開いて、

「こいつは……あの地下の町か？」

「そうよ！　大だい規き模ぼ情報制御！」クレアは氷原の地下構造が描かれた立体映像の模式図をなおもこっちに突き付け「やっぱりあの町のどこかに何か隠れてたのよ！　あんたが探してた大気制御衛えい星せいの入り口！」

　そう言いい募つのる少女の声を意い識しきの端に、ヘイズはディスプレイを食い入るように見つめる。

　氷原の地下から広がっていく膨大な情報。その全すべてを有機コードを介してＩ－ブレインに取り込み、全体の流れを瞬しゆん時じに読み解き、

「……そうじゃねえ」

　呟つぶやく声に、え？　と飾り物の目を向けるクレア。

「そうじゃないって、でも」

「どこかに隠れてたんじゃねぇ、あの町全体が装置だ」

　ヘイズは模式図の中心、地下の町を指で弾はじき、

「発電プラント、構造材、外がい殻かくを覆おおってる論ろん理り回路──全部ひっくるめて、馬ば鹿かでかい情報制せい御ぎよ装置なんだよこいつは──！」
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　──それが、この事件の本当の始まりだった。

　シンガポール自治軍、ロンドン自治軍、賢けん人じん会かい議ぎ。多くの魔ま法ほう士しと多くの人間が集つどう氷の原野の下で、それは目覚めた。

　永い眠りだった。最後に起動された日から十年と少し。すでに老ろう朽きゆう化かした発電プラントを心しん臓ぞうに抱え、そのシステムは、再び本来の役目を取り戻す日を静かに待ち続けていた。

　後のちに行われたロンドン自治軍の検証によって、この日観かん測そくされた「情報の乱れ」は情報制御理論発表直後の西せい暦れき二一八〇年から大気制御衛えい星せいの暴ぼう走そう事故直前の西暦二一八六年までの期間に、北ほつ極きよくと、そして南なん極きよくでたびたび観測されていた事が確かく認にんされている。

　当時の観測技術が未み熟じゆくであった事を考こう慮りよしてもこれ程大だい規き模ぼな情報制御が誰だれにも気付かれなかったのは不自然だが、これについては当時観測されていた現象に比べて今回観測された情報の乱れがあまりにも膨ぼう大だいである事から、システムに本来付随していたはずの「情報制御の存在を隠いん蔽ぺいするための装置」が老朽化によって破損したのではないかという推察が調ちよう査さ団だんによって為なされている。同時に発生した飛行艦かん艇ていの演算機き関かんと魔法士のＩ－ブレインの異常停止についても、本来のシステムの機能というよりは大規模な情報制御が行われた事による副作用ではないか、という報告が後に調査団からロンドン自治軍の司令部へと提出される事になる。

　──世界の歴史を根本から塗り替える事になる、大事件の始まり。

　西暦二一九九年二月二一日午前八時三十八分。

　その瞬しゆん間かんは、誰だれの上にも平等に訪れた。




　　　　††††††††††††††




　──転送システムの準備シーケンスを開始。転送対象個体を周辺百キロより探査。




　……成功。『アリス』の存在を確認。シーケンスを継続。




　──エラー。『アリス』の識しき別べつに矛む盾じゆん発生。二個体の『アリス』を同時に確認。整せい合ごうを要よう請せい。




　………………エラー回かい避ひ。目標両個体を共に『アリス』と認定。全プロセスの最終チェック。




　……「同乗者」三名を確かく認にん。転送対象として設定。




　──終了。




　転送システム、起動。




　　　　††††††††††††††




　突然噴ふき上がった光が、視界を満たした。

　錬れんはとっさにフィアの背中に手を回し、その身体からだを強く抱きしめた。

　こちらの背中を支えたままのディーが、何事かを叫ぶ。視界のずっと遠くで、驚きよう愕がくに目を見開いた祐ゆう一いちが駆かけ寄ってくる。

　ほんの数メートル傍そばにいたはずの男の姿が、なぜか、今は果てしなく遠い。

　氷原を舞まい落ちる吹雪ふぶき、飛び交うフライヤー、頭上遠くの飛行艦かん艇てい──あらゆる物が光に融とけて消えていく。

　身体を全すべての方向に同時に引き延ばされるような感触が何度も繰くり返し、視界がぐるりと回転する。三半規管が悲鳴を上げ、上下の感覚が消滅する。Ｉ－ブレインが情報制せい御ぎよの存在を最大級の密度で警けい告こくし、脳の人間部分はそれすら把握出来なくなる。

　──アリスの座標を確認。

　耳元で、誰だれの物ともつかない機き械かい合成の声。

　錬は必死に目を見開き、視界を満たす光が一転して闇やみへと崩落し──

　そこで、意い識しきが吹き飛んだ。




　すさまじい警告音が、航空母艦の司令室に鳴り響ひびいた。

　演算機関の異常、推力の低下──必死に状況を叫ぶ士官達を前に、サクラは、視界が光に包まれるのを感じた。

　いまだに手を掴つかんだままのイルが、驚愕に目を見開く。真昼が驚おどろいた顔で何かを叫ぶのが、ずっと遠くで聞こえる。

　目も眩くらむ程の光の中、いっさいの音が消失する。

　痛い程の静せい寂じやくが包む世界で、機械合成の声がささやく。

　──アリスの座標を確認。

　理解不能なその言葉に、何、と目を見開く。光の中に必死に目を凝こらし、訳も無く右手を伸ばす。その手が何かに触れた、と感じた瞬しゆん間かんに視界を闇が満たし、異様な浮遊感が身体を支配する。

　自分の肉体よりも遥はるかに小さな、針の穴程の空間に押し込められるような感覚──

　それを最後に、サクラは意い識しきを手放した。






　　　幕間　空の城塞　～Dive into the cloud～







　──初めまして、と少女が笑った。

　アルフレッド・ウィッテンはどうもと頭を下げ、静かに部へ屋やに足を踏み入れた。

　窓から陽光が差し込む明るい部屋。白いレースのカーテンの傍そばで窓まど枠わくに腰掛けて、エリザベート・ザインがタバコをふかす。書棚の前に立っていた天あま樹ぎ健けん三ぞうが、ようこそと大おお仰ぎように両手を広げる。

　──その子が？

　戸と惑まどいながら、問う。

　──その通り。

　健三がうなずき、少女の向かいの椅い子すを勧めて、

　──ようこそ、人類の未来。科学の最先端へ。

　小さくうなずき、椅子に腰掛ける。膝ひざの上で両手を組み、改めて「その」少女を見つめる。

　自分と同おない年どしぐらいかな、という思考。

　柔らかな黒髪に抜けるような白い肌。東洋人とも西洋人ともつかない外見の、青い瞳ひとみの少女。

　──この人も、先生なの？

　隣となりのエリザを見上げて、鈴を鳴らすような声で問う。

　──そうだ。世界でおそらく、私の次に頭が良い。

　相変わらずの尊大な態度で答え、金髪の女はこっちを見て、

　──ま、彼が私の半分しか生きていない以上、公正な判定ではないが。

　そうか、と健けん三ぞうが芝居がかった仕し草ぐさでうなずき、

　──ウィッテン君は、確たしか十三歳だったな。

　十四歳です、と訂正すると、少女が目を輝かがやかせる。

　──じゃあ、わたしより一年お兄にいさんね。

　そう笑う少女の顔をじっと見つめ、思わず首を傾かしげる。

　──本当に、この子が「そう」なんですか？

　くどいぞ、と呟つぶやき、エリザが窓まど枠わくから足を下ろす。

　床ゆかに転がるボールを取り上げ、少女の膝ひざに乗せる。

　──さあ。

　エリザの声に、少女はこくりとうなずく。と、見る間にそのボールが宙に浮かび上がる。

　自然に、ごく当たり前のように。

　いっさいの物理法則を無視して、ゴム製のボールが空中に静止する。

　──非科学的です。

　思わず呟くと、健三が笑う。

　──これから科学にしていくのだよ。私と、君と、エリザの三人で。

　その言葉にうなずき、再び少女に向き直る。屈くつ託たくの無いその笑え顔がおに少しだけどきりとし、視し線せんを逸そらして口を開く。

　──君の名前、教えてくれる？

　数秒。

　黒髪の少女はにっこり笑い、

　──アリス。

　小さな声で、そう答えた。




　　　　††††††††††††††




　錆さびて埃ほこりが降ふり積つもったスチールの書棚が、最初に視界に映った。

　フィアは冷たい床の上に身を起こし、呆ぼう然ぜんと周囲を見回した。

　……ここは。

　幾つもの書棚と机が置かれた、誰だれかの書斎のような部へ屋や。床ゆかに敷しかれたカーペットは埃ほこりにまみれて端の方から崩れ、天てん井じようの隅すみからは幾重にも張られた蜘く蛛もの巣が垂れ下がっている。ライトがついていないのに辺あたりはうっすらと明るく、漂うちりが光を反射して煌きらめいている。

　ぼんやりとした頭でそれを見つめ、立ち上がる。

　何だか、ずいぶんおかしな夢を見ていた気がする。

　……あれは……

　この部屋、では無かったと思う。似ているけれど、違う場所だった。自分と同おない年どしぐらいの外見の少女が椅い子すに座っていて、その周りに大人おとなの男の人と、女の人がいた。自分はその部屋に入ってきた少年の役目で、名前は、

　──アルフレッド・ウィッテン。

　ぼんやりしていた意い識しきが、一気に覚かく醒せいする。なぜそんな夢を見たのかと部屋を見回し、机の上に視し線せんを向けて息を呑のむ。

　朽くちたコルクボードに貼はり付けられた一枚の写真。

　色あせてぼろぼろになった写真に並ぶのは夢で見た少女と、男と、女と、それから、

「この人が……ウィッテン？」

　写真の中央に座る金髪の少年を指でなぞる。隣となりに座る黒髪の少女と少年は同い年くらいで、どちらも少し照れた顔で互いに手を繋つないでいる。

　コルクボードのすぐ下には埃まみれのデータディスクが転がっていて、『西せい暦れき二一七七年十月』とラベルが貼られている。おそるおそる手を伸ばしてディスクに触れ、とたんに脳内に浮かんだイメージに驚おどろいて手を引く。

　さっき見た、夢の映像。

　自分は眠っている間にこのディスクに同どう調ちようしてしまったのかと、ようやく納得がいく。

　……それにしても……

　埃まみれの部屋をぼんやりと眺め、ここはどこだろうと改めて思う。人が住まなくなって久しいのか、何もかもがずいぶんと傷いたんでいる。いったいどのくらい放置されていた場所なんだろう。五年、十年と考えてみるが見当が付かない。錬れんならもっと良くわかるかも知れないと考え、そこではたと気付く。

「……錬さんが……」

　少年の姿がどこにも無い事に、フィアはようやく気付く。慌あわてふためいて周囲を見回し、ぎゅっと胸元を押さえて、

「錬さん！　どこですか──？」

　とたんに、部屋の外から「うわぁ！」という声が響ひびく。え？　と目を丸くするフィアの前で古びた木目調のドアが開き、黒髪の少年がひょこっと顔を突き出す。

「あ！　こんなところにいたんだ！」

　部へ屋やに飛び込んできた少年が、有無を言わさずフィアの身体からだを抱きしめる。戸と惑まどう少女の身体についた埃ほこりをぺたぺたと払い、錬れんは「大丈夫？　どこも怪け我がしてない？」と声をかける。

「はい、大丈夫みたいです」フィアはうなずき、少年をぎゅっと抱きしめて身体を離はなし「あの……どこなんでしょう、ここ」

　と、錬は勢い込んで「それだよ！」とこっちの手を握る。

「すごいんだ！　良いからついてきて！」

　興こう奮ふん気味に叫んで駆かけ出す少年。

　フィアは慌あわてて、その後を追った。




　──半球型のドームに覆おおわれた、広い空間だった。

　少年に導みちびかれるまま通路を進んだ先、たどり着いた円形の部屋に足を踏み入れ、フィアは思わず「わぁ」と声を上げた。

「きれいですね……」

　まっすぐに頭上を見上げて、そう呟つぶやく。ドーム型の天てん井じようはつるりとしたガラス質で、全面に青空が表示されている。ゆったりと流れる薄うすい雲に、さんさんと照り付ける太陽。柔らかな光が広い部屋全体を包み、人工の気温調ちよう整せいとは異なる不ふ思し議ぎな暖かさが周囲を満たしている。

「何や、やっと見つかったんかいな」

　と、部屋の中央から響ひびく、どこかで聞いた覚えのある少年の声。

　天井からそちらに視し線せんを移し、フィアは目を丸くして、

「イルさん──？」

「おー。元気にしとったか？　ちびっ子」

　白髪の少年幻影イリユージヨンNo.17がひらひらと手を振って笑う。

　が、その姿はフィアの記き憶おくにある白いジャケットではなく、なぜか暗あん灰かい色しよくの軍服。

　首を傾かしげるフィアに少年は「あー」と自分の服をつまみ、

「まー色いろ々いろあってな。詳しい事はあっちに聞いてや」

　少年が指し示す方向に顔を向け、思わず「あ」と声を漏らす。だだっ広い部屋の隅すみに一つだけ置かれたスチールの椅い子すに腰掛け、黒いドレス姿の少女が憮ぶ然ぜんとした表情で腕を組んでいる。

「えっと……サクラさん、ですか？」

「そうだ。直接言葉を交わすのは初めてだったな、フィア」

　どこか強こわ張ばった声で答えて少女が難むずかしい顔で天井を睨にらむ。その後ろで部屋の外周に幾つも取り付けられたドアの一つが開き、銀ぎん髪ぱつの少年が静かに入ってくる。

「こっちのブロックは空からっぽ。誰だれもいないみたいだね」呟き、こっちの姿に気付いて少し笑って「やっぱり君も飛ばされてたんだね、フィアさん」

　はい、と訳もわからずうなずき、フィアは改めて周囲をぐるりと見回す。

　自分と錬れん、サクラとイル、それからディー。

　ドーム型の空からっぽの部へ屋やに集つどった、五人の魔ま法ほう士し。

「あの……どういう状況なんでしょう、これ。それに、『飛ばされた』って……」

「せやから、おれら全員、何かの情報制せい御ぎよでここに飛ばされてきてん」その問いにイルが答え「訳わからへんし、さっぱり納得いかへんけど、そう思わなしゃーないやろ、これは」

　そう言って天てん井じようを指さす少年に、フィアは同じ方向を視し線せんで追う。

　一面に映し出された青空。太陽があって、薄うすい雲があって、ゆっくり視線を下ろしていくとドームの縁へりの辺あたりでは黒い雲が地平線みたいに広がっていて──

「え──？」

　フィアは思わず目を見開く。どこまでも広がる漆しつ黒こくの地平。フィアが今いるこの場所を中心にゆっくりと渦うずを描くように、巡り続ける鉛なまり色いろの雲海。

　……あ……

　いきなり膝ひざが震ふるえ出す。

　ようやく、本当にようやく、少女は自分の置かれた状況を認にん識しきする。

　慌あわてて視線を真上に向ける。部屋をすっぽりと覆おおうガラス質のドーム。いや、それはまさしく「ガラスのドーム」なのであり、青空は天井の内側に合成映像によって表示されているのではなく、その外側、遥はるか上空からガラスを透すかして見えているに過ぎない。

　つまり。

　つまり、ここは──

「我われ々われは皆、雲の上」サクラの呟つぶやき「雲海の流れから考えて、大気制御衛えい星せいの中という訳だ」

　すごいでしょ？　と錬が笑う。

　フィアは何も言えずに、ガラスの天てん蓋がいの向こうに広がる青空をただ呆ぼう然ぜんと見上げた。




　　　　††††††††††††††




　荒れ狂う吹雪ふぶきが身体からだにまとわり付き、藍あい色いろのドレスを凍り付かせた。

　ファンメイは闇やみの中に目を凝こらし、どことも知れない氷原をひたすらに進んだ。

「うー……エドってば、最近重くなった？」

　背中に担かついだ少年を振り返り、そんな事を呟く。無理やり着せた防寒着のせいでずり落ちそうになる小さな身体を弾みを付けて持ち上げ、鉛のような足を引きずって一歩、また一歩と前に進む。

「小龍シヤオロンはどう？　そっちの子は大丈夫そう？」

　寒さに咳せき込みそうになるのをこらえて、隣となりを歩く黒い犬に声をかける。黒の水の大部分を失って普通の大型犬と変わらないサイズにまで体たい積せきを減じた小龍は、その背中に小さな人ひと影かげを背負っている。

　長い金髪をポニーテールに結わえた、十歳ぐらいの白人の女の子。

　セラという名のその子は、ファンメイの背の男の子と同じように防寒着に押し込まれて、切れ切れな吐と息いきを漏らしている。

「みんな、どうなったのかな……」

　何が起こったのかはわからなかった。いきなり氷原から光の柱が立ち上ったと思ったら、ウィリアム・シェイクスピアの演算機き関かんが機能を停止した。続けてＩ－ブレインがエラーを吐き出し、力を失ったファンメイは小龍シヤオロンとエドと共に真まっ逆さかさまに地上に落下していった。

　程無くＩ－ブレインは機能を回復したが、そのときには氷の大地はもう間近。

　自分と、ウィリアム・シェイクスピアから助け出したエドと、ついでに気を失って船のすぐ傍そばを落ちていた女の子。三人を助けるために身を挺ていした小龍は、その身体からだのほとんどを失ってしまった。

　落下の衝しよう撃げきで完全に動かなくなってしまったウィリアム・シェイクスピア。操そう縦じゆう室しつの隅すみから発掘出来た防寒着は二着だけで、ファンメイはそれをエドとセラに着せると船の外に出た。

　演算機関が停止した以上、船内の温度はすぐに外気と同じにまで低下する。墜つい落らく地点はシティ・ロンドンの通信圏外なのか、ＳＯＳには誰だれも答えない。

　すぐに移動して助けを呼ばなければ、自分はともかくエドとセラは死ぬ危険があった。

　おそらくこちらと同じように演算機関が停止して撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされたのだろう。ロンドン自治軍の艦かん艇ていの姿もシンガポール自治軍の艦艇の姿も空には無かった。通信素子のチャンネルを何度も変更し、助けを呼びながら、ファンメイはただひたすらに歩き続けた。

「……あ」

　硬い氷の割れ目に足を取られ、無様に転ぶ。背中のエドにだけは怪け我がをさせないように両手を後ろに回してかばい、顔からまともに氷に突っ込む。

　すでに寒さで感覚が麻ま痺ひしているのか、痛みは無い。

　ただ、じわりとした痺しびれが、全身に広がっていく。

　……あれ……

　氷原に両手をつき、立ち上がろうとして失敗する。小龍が目の前に歩み寄り、励ますようにこっちの顔を舐なめる。

「うん……ありがと」

　意い識しきがぼやける。とうとう目までおかしくなってきたらしく、視界の先に不ふ思し議ぎな物を見つける。氷原のまっただ中、どこまでものっぺりと広がる氷の真ん中に、いきなり四角い穴が出現する。

　その中から這はい出してくる、防寒着姿の幾つもの人ひと影かげ。

　こっちを指さして何かを話し合い、駆かけ寄ってくる。

　夢か、とぼんやり考えつつ、震ふるえる手を背中に回す。うつ伏せに倒れたままどうにか背中のエドを下ろし、お願ねがい、と小さく呟つぶやいて人ひと影かげの方にそっと押す。

　頬ほおに触れるのは冷たい氷、手足に降り積つもるのは凍こごえた雪。

　意い識しきが、闇やみの底へと沈んだ。






　　　　なかがき







（注）今回はとうとう注意書きに書く事が無くなってしまったのでここで暴ばく露ろしますが、このたび、十数年にわたってプレイし続けてきたカードゲーム「ＭＴＧ」から足を洗いました。貯ために貯めたカードの山を全すべて売り払い真人間への偉大なる一歩を──と見せかけて、そのあぶく銭でドイツ系とアメリカ系のボードゲームを大量にゲットしました。ダメだこいつ。でも仕方ありません。ゲームは趣しゆ味みじゃなくて生き方ですから。

　さあみんなも唱えてみよう、「ゲームは趣味じゃなくて生き方」。

　根拠の無い元気が湧わいてきたあなたには、漏れなく電でん撃げきボードゲーム部準会員見習いの称号を授与。ちなみに私が今考えた称号なので効果はいっさいありません。




　時が経たつのは、本当に早いですね（挨あい拶さつ）。

　……

　…………

　…………………………

「これでなかがき終わり、というのはなかなかエキセントリックで良いんじゃないだろうか」と一いつ瞬しゆん本気で考えました、三枝さえぐさです。

　ウィザーズ・ブレインⅦ「天の回廊」上巻、一年ぶりのお届けとなります。

　シリーズもエピソード７を数えてようやく全キャラ揃そろい踏ぶみとなりましたが、皆様お楽しみいただけましたでしょうか。作者としては「さすがにキャラ多すぎで訳わかんない事になってんじゃないか？　これ」と、ちょっとどきどきしています。そして今回の新キャラも前回に引き続きおっさんです。おかしい、オレはいつからそんなオサーン好きになったんだ。もっとショタっ子とか幼女とか、そういう潤うるおいが必要なんじゃないのかこの世界には。

　でもまあ、出してしまった物は仕方ありません。

　これまでのキャラと同様、可愛かわいがってやってください（ぺこぺこ）。




　でもって今回は僕等らの期待の星であるところの「ウィザブレほのぼの組（今名付けた）」ファンメイとエドの復活でもあります。復活ついでにどこぞの黒衣の騎き士しを差し置いて表紙を独占し、カラーページにも出張って、あまつさえ本ほん編ぺんでは作中最強のはずの『（本編読んでない人のために自主規制）』をこてんぱんに叩たたきのめし、とやりたい放題です。ちなみに作中で二人ふたりが飼っている大量の猫については、以前に電撃ｈｐに掲載させて頂いた短編「正しい猫の飼い方」を参照。気になる方は友人に借りるか本屋さんでバックナンバーを探すか、あるいは遠い未来にウィザーズ・ブレインの短たん編ぺん集しゆうが出る日を信じて気長にお待ちください（ええー）。

　それにしても、今回のファンメイのイラストは本当に素す晴ばらしいですね。

　作者は思わず、イラストレーターの純すみさんの家の方角（当てずっぽう）に向かって五体投地してしまいました。ビバ、チャイナドレス。




　とまあ、そんなこんなで、今日きようのところはこの辺で。

　次回は空の城じよう塞さいを舞ぶ台たいに、錬れん達と旧神こう戸べ自治軍の最終究極ウルテク兵器「學がく天てん則そく」が死し闘とうを繰くり広げます。嘘うそです。っていうかウィザブレの読者は學天則とか知ってるのか。大丈夫なのかこのなかがき。




　ともあれ、まあ、次こそは出来るだけ早く皆様にお会い出来ますよう。




　八月某ぼう日じつ自宅にて。「ｉｄｅａ」を聞きながら。


三枝さえぐさ零れい一いち
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫製。最近カードゲーマーからボードゲーマーへの転職に成功し、ますます誰にも分かってもらえない世界へ突入。お気に入りのゲームは「Through the ages」。たぶん日本で百人ぐらいしか知らない。
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純すみ 珪けい一いち

今回のテーマＢＧＭ『Last Battle -T260G-』。

ファンメイバトルはこれしかないだろ常識的に考えて……。

セラ「NO FUTURE」



















ウィザーズ・ブレインVII




天てんの回かい廊ろう〈上〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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